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はじめに

このマニュアルでは、Forte™ for Java™ 4, Enterprise Editionの IDEを使用して
Enterprise JavaBeans™ (エンタープライズ Bean) を開発する方法を説明します。

エンタープライズ Beanにはいくつかの種類があります。セッション Bean には、ス
テートフル (状態を保持する)とステートレス (保持しない)があります。どちらのセッ
ション Beanも、自分自身のトランザクションを自分で管理したり、EJB™ コンテナに
管理させたりすることができます。エンティティ Beanは、自分自身の持続性を管理
したり、データベースとの関係を EJBコンテナに管理させたりすることができます。
Forte for Java 4 IDE を使用すると、これらのエンタープライズ Bean を始め、メッ
セージ駆動型 Beanと EJBコンテナによって関係が管理されるエンティティ Beanを開
発することができます。Forte for Java IDE には、これらのエンタープライズ Bean の
開発を柔軟に支援する機能があります。Forte for Java IDE を使用すると、効率的に
コーディングを行い、Java 2 Platform, Enterprise Edition Blueprints (J2EE™

Blueprints)に従ったコードを作成できるようになります。

このマニュアルシリーズの別のマニュアル、『J2EEアプリケーションのプログラミン
グ』では、エンタープライズ Beanやその他の J2EE コンポーネントを利用した業務目
的のアプリケーションの開発について説明しています。同マニュアルでは、様々なア
プリケーションの利用形態を挙げているほか、作成したエンタープライズ Beanやそ
の他のコンポーネントをモジュールにアセンブルする方法、これらのモジュールをア
プリケーションに配備する方法、そして配備したアプリケーションを実行する方法を
説明しています。このマニュアル、『Enterprise JavaBeansコンポーネントのプログ
ラミング』はエンタープライズ Beanの設計と作成、アセンブル・配備・およびテス
トに関する基本事項を中心に記述しています。エンタープライズ Beanの作成、アセ
ンブル、アプリケーションサーバーへの配備をすべて担当するプログラマは、両方の
マニュアルを参照してください。
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このマニュアルで説明しているプログラム例は、実際に作成することができます。作
業環境については、以下のWebサイトにあるリリースノートを参照してください。

http://sun.co.jp/forte/ffj/documentation/index.html

使用するプラットフォームによっては、このマニュアルに掲載している画面イメージ
と異なることがあります。その場合でも表示上の違いはわずかであるため、内容を理
解するのには問題ありません。ほとんどの手順で Forte for Javaのユーザーインタ
フェースを使用しますが、場合によっては、コマンド行にコマンドを入力する必要が
あります。その場合は、次のように、Microsoft Windows の「コマンドプロンプト
ウィンドウ」でのプロンプトと構文が例として示されています。

UNIX® や Linux環境では、次のようなプロンプトとなり、¥マーク (またはバックス
ラッシュ)ではなくスラッシュを使用します。

お読みになる前に
このマニュアルは、Forte for Java IDE を使用してエンタープライズ Bean を開発する
場合に役立ちます。前提知識として、次のことを理解しておく必要があります。

� Javaプログラミング言語
� EJBコンポーネントモデル
� JDBC™ APIおよび JDBCのドライバ構文
� リレーショナルデータベースの概念 (表、列、キーなど)
� 利用するデータベースの使用方法
� Javaメッセージサービス (JMS) API
� XML 構文

エンタープライズ Beanを開発するには、J2EE の概念とエンタープライズ Beanにつ
いての一般的な知識が必要です。また、特定の開発段階では、アプリケーションサー
バーの知識も必要になります。詳細情報が必要な場合は、次の資料を参照してくださ
い。

c:\>cd MyWorkSpace\MyPackage

% cd MyWorkSpace/MyPackage
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� Enterprise JavaBeans Specification, version 2.0
http://java.sun.com/products/ejb/docs.html

� Java 2 Platform, Enterprise Edition Blueprints
http://java.sun.com/j2ee/blueprints

� Java 2 Platform, Enterprise Edition Specification
http://java.sun.com/j2ee/download.html#platformspec

� The J2EE Tutorial (J2EE SDK version 1.3)
http://java.sun.com/j2ee/tutorial/1_3-fcs/index.html

� Java Message Service Tutorial
http://java.sun.com/products/jms/tutorial/index.html

� Java Transaction API (JTA) Specification
http://java.sun.com/products/jta

注 - Sunでは、本マニュアルに掲載した第三者のWebサイトのご利用に関しまして
は責任はなく、保証するものでもありません。また、これらのサイトあるいはリ
ソースに関する、あるいはこれらのサイト、リソースから利用可能であるコンテ
ンツ、広告、製品、あるいは資料に関して一切の責任を負いません。Sunは、こ
れらのサイトあるいはリソースに関する、あるいはこれらのサイトから利用可能
であるコンテンツ、製品、サービスのご利用あるいは信頼によって、あるいはそ
れに関連して発生するいかなる損害、損失、申し立てに対する一切の責任を負い
ません。

内容の紹介
第 1章では、J2EEと Enterprise JavaBeansの概念を紹介し、エンタープライズ Bean
作成と EJBモジュールのアセンブルに関する Forte for Java 4 IDEの機能について概説
します。

第 2章では、エンタープライズ Beanの開発と EJB モジュールのアセンブルに IDE を
使用するプログラマ向けに、設計とプログラミングを説明します。

第 3章では、トランザクションを自身で管理するステートレスセッション Beanとス
テートフルセッション Beanを作成する方法と、セッション Beanのトランザクション
管理を EJBコンテナに管理させる方法について説明します。

第 4章では、コンテナ管理による持続性を持つエンティティ Bean (CMP エンティ
ティ Bean) を作成する方法について説明します。
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第 5章は、互いに関係を持つ複数の CMPエンティティ Beanを含んだセットを作成す
る方法を説明します。

第 6章では IDE を使用して、Bean管理による持続性を持つエンティティ Bean (BMP
エンティティ Bean) を作成する方法を説明します。

第 7章では IDE を使用してメッセージ駆動型 Beanを作成する方法を説明します。

第 8章では、Beanや EJB モジュールのプロパティを指定することによって配備する
Beanを準備する方法について説明します。

第 9章では、エンタープライズ Beanをテストするための IDE のテスト機能について
説明します。

付録 Aでは、IDE でのエンタープライズ Beanの操作方法について説明します。

付録 Bでは、EJB 1.1エンタープライズ Beanを現在のバージョンの IDEで維持、実行
できるように更新、変換する方法について説明します。

書体と記号について
次の表と記述は、このマニュアルで使用している書体と記号について説明していま
す。

書体または

記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、
ディレクトリ名、画面上の
コンピュータ出力、コー
ディング例。

.login ファイルを編集します。
ls -aを使用してすべてのファイルを表
示します。
machine_name% You have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字
を、画面上のコンピュータ
出力と区別して表わしま
す。

machine_name% su

Password:

AaBbCc123

または
ゴシック

コマンド行の可変部分。実
際の名前または実際の値と
置き換えてください。

rm filename と入力します。
rmファイル名と入力します。

『』 参照する書名を示します。 『Solaris ユーザーマニュアル』
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シェルプロンプトについて

関連マニュアル
Forte for Javaのマニュアルは、Acrobat Reader (PDF)ファイル、オンラインヘルプ、
サンプルアプリケーションの Readmeファイル、Javadoc™文書の形式で提供してい
ます。

オンラインで入手可能なマニュアル

次のマニュアルは、Forte for Javaのポータルサイトおよび docs.sun.comのWebサ
イトから入手できます。

「」 参照する章、節、または、
強調する語を示します。

第 6章「データの管理」を参照してくだ
さい。
この操作ができるのは、「スーパーユー
ザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、
テキストがページ行幅を超
える場合、バックスラッ
シュは、継続を示します。

machinename% grep ‘^#define \

　XV_VERSION_STRING’

➤ 階層メニューのサブメ
ニューを選択することを示
します。

作成:「返信」➤「送信者へ」

シェル プロンプト

UNIXの C シェル machine_name%

UNIX の Bourneシェルと Kornシェル machine_name$

スーパーユーザー (シェルの種類を問わ
ない)

#

書体または

記号 意味 例
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Forte for Javaポータルサイトでのマニュアルの入手先は、
http://sun.co.jp/forte/ffj/documentation/index.htmlです。
docs.sun.com の URLは、http://docs.sun.comです。

� リリースノート (HTML形式)

Forte for Javaの Editionごとに用意されています。このリリースでの変更情報と
技術上の注意事項を説明しています。

� インストールガイド (PDF 形式)

Forte for Javaの Editionごとに用意されています。対応プラットフォームへの
Forte for Javaのインストール手順を説明しています。さらに、システム要件、
アップグレード方法、Webサーバーやアプリケーションサーバーのインストール、
コマンド行での操作、インストールされるサブディレクトリ、Javadocの設定、
データベースの統合、アップデートセンターの使用方法などが含まれます。

� Forte for Javaプログラミングシリーズ (PDF 形式)

Forte for Javaの各機能を使用して優れた J2EEアプリケーションを開発するための
方法を詳細に説明しています。

� 『Web コンポーネントのプログラミング』

JSPページ、サーブレット、タグライブラリを使用し、クラスやファイルをサ
ポートするWeb アプリケーションを J2EE Web モジュールとして構築する方法
を説明しています。

� 『J2EEアプリケーションのプログラミング』

EJBモジュールやWebモジュールを J2EEにアセンブルする方法を説明していま
す。また、J2EEアプリケーションの配備や実行についても説明しています。

� 『Enterprise JavaBeans コンポーネントのプログラミング』

Forte for Javaの EJBビルダーウィザードや、他の IDE コンポーネントを使用
し、EJBコンポーネント (コンテナ管理や Bean 管理の持続性の機能を持つセッ
ション Beanやエンティティ Bean) を作成する方法を説明しています。

� 『Web サービスのプログラミング』

Web サービスモジュールが提供するツールを使用してWeb サービスを構築する
方法を説明しています。Web サービスは、XML (Extensible Markup Language)
文書の形式で提供されるアプリケーションビジネスサービスであり、HTTPを介
して配信されます。
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� 『Java DataBase Connectivityの使用』

Forte for Javaの JDBC生産性向上ツールを使用し、JDBCアプリケーションを作
成する方法について説明しています。

� Forte for Javaチュートリアル (PDF 形式)

Forte for Javaの Editionごとに用意されています。Forte for Javaのツールを使用
してアプリケーションを作成する方法を、順を追って説明しています。

チュートリアルアプリケーションは、以下のサイトからもアクセスできます。
http://forte.sun.com/ffj/documentation/tutorialsandexamples.html

docs.sun.com (http://docs.sun.com) のWeb サイトでは、他のサンのマニュア
ルの参照、印刷、購入をすることもできます。

オンラインヘルプ

オンラインヘルプは、Forte for Java開発環境内から参照できます。ヘルプキー
(Solaris オペレーティング環境では Help キー、Windows および Linux 環境では F1
キー)を押すか、「ヘルプ」 > 「内容」を選択します。ヘルプの項目と検索機能が表
示されます。

プログラム例

Forte for Javaの機能を紹介したプログラム例とチュートリアルアプリケーション (各
Editionのチュートリアルで説明されているアプリケーションを含む ) を、以下の
Forte for Javaのポータルサイトからダウンロードすることができます。

http://forte.sun.com/ffj/documentation/tutorialsandexamples.html

Javadoc

Javadoc形式のマニュアルは、Forte for Javaの多くのモジュールに用意されており、
IDE の中で参照できます。このマニュアルの使用方法については、リリースノートを
参照してください。IDE を起動すると、エクスプローラの Javadocタブで Javadocマ
ニュアルを参照できます。
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ご意見の送付先
Sun のマニュアルについてのご意見やご要望をお寄せください。今後のマニュアル作
成の参考にさせていただきます。次のアドレスまで電子メールをお送りください。

docfeedback@sun.com

電子メールのタイトルに、対象マニュアルの Part No.を明記してください。
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第1章

Enterprise JavaBeansの概念

Enterprise JavaBeans™ コンポーネント (エンタープライズ Bean) は、Java™ 2
Platform, Enterprise Edition (J2EE™)アーキテクチャの主要な構成要素です。この章で
は次の内容について説明しています。

� J2EEアーキテクチャの概要

� エンタープライズ Beanをはじめとする、J2EE モデルの EJB™ 層の各要素の役割
� EJBアプリケーションのコンポーネントとワークフロー
� EJBビルダー (Forte™ for Java™ 4, Enterprise Editionの統合開発環境 (IDE)のウィ

ザードと GUI 機能の集合)

すでに J2EEとエンタープライズ Bean 開発についての知識があり、IDE による Bean
の作成および操作方法だけを知りたい場合は、第 3章から第 9章、および付録を参照
してください。

エンタープライズ Beanは、関連する Beanとともに EJBモジュールに組み込み、アプ
リケーションにアセンブルし、サーバーに配備することで使用できるようになりま
す。開発、アセンブル、配備の各作業は、複数の開発者や作業グループが専門知識に
応じて分担できます。このマニュアルでは、EJBの開発者が、アプリケーションのア
センブルを行い、サーバーに配備するエンタープライズ Bean (または関連する Bean)
を完成させるまでの作業を説明しています。J2EEアプリケーションの設計、アセンブ
ルおよび配備については、マニュアル『J2EEアプリケーションのプログラミング』を
参照してください。

注 - Forte for Java 4 IDE は Enterprise JavaBeans仕様 2.0に対応しています。
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J2EEアーキテクチャ
Java 2 Platform, Enterprise Edition (J2EE)のマニュアルセットでは、サービスに基づ
くアプリケーションアーキテクチャを説明しています。このアーキテクチャの内部
に、トランザクション機能を持ち、スケーラブルかつ安全な、移植性がある Javaコン
ポーネントを配備および再配備することができます。J2EEモデルのデータベース層、
サーバー層、クライアントアクセス層を組み合わせると、企業全体をサポートするア
プリケーションを開発することができます。

J2EEアプリケーションアーキテクチャは、基本的に次の機能から構成されます。

� クライアント層 - J2EE の仕様に基づき、この層にはブラウザ上で動作する HTML

や Java アプレット、HTTP を介して転送される XML (Extensible Markup

Language) 文書、クライアントコンテナ上で動作する Java クライアントを含める
ことができます。

Forte for Java 4 IDE は、Javaクライアント、JSP ページ、サーブレット、およびそ
の他のエンタープライズ Bean をクライアントとして使用するアプリケーションの
実行と配備に対応しています。

� 1 つまたは複数の EJB 層またはサーバー層 -これらの層には次の機能を含めること
ができます。

� プレゼンテーションロジック - Web サーバー上で動作するサーブレットや
JavaServer Pages™ (JSP™ ページ)

� アプリケーションロジック -アプリケーションサーバー上で動作する Enterprise
JavaBeansコンポーネント (エンタープライズ Bean)

� データベース層

通常の J2EEアプリケーションのサーバー層には、図 1-1に示す任意の、またはすべて
の要素を含めることができます。
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図 1-1 Forte for Java 4 IDEがサポートする J2EE アプリケーションモデル

エンタープライズ Beanは、ビジネスエンティティを構成する Javaインタフェースと
Javaクラスからなる Javaコンポーネントです。これらのインタフェースやクラス
は、アプリケーションサーバー上にビジネスロジックを実装するメソッドを含んでい
ます。これらのメソッドに加えて、データベースの列に対応付けられるフィールドを
含んでいるエンタープライズ Beanもあります。また、同じアプリケーション中の異
なるエンタープライズ Bean間の対話処理を管理する能力を持ったエンタープライズ
Beanもあります。エンタープライズ Bean と、図 1-1に示す任意の種類のコンポーネ
ントを組み合わせて、アプリケーションを作成できます。

エンタープライズ Beanと JavaBeans™ コンポーネントは、どちらも Javaプログラミ
ング言語で作成しますが、これらは同じではありません。JavaBeansコンポーネント
は、Javaクラスのインスタンスをカスタマイズするために、設計ツールとともに使用
します。カスタマイズしたオブジェクトは、イベントを介してリンクすることができ
ます。これに対して、エンタープライズ Beanは、マルチユーザー用の分散型のコン
テナ管理によるトランザクションサービスを実装します。

EJB層により、Javaコンポーネントのモジュール性と移植性がさらに強化されます。
そのため、EJB開発者の業務が一層モジュール化され、開発者は分散コンピューティ

ングよりも、アプリケーションのビジネスデータに集中することができます。
JavaBeansコンポーネントを使用してアプリケーションを作成する場合は、サーバー
フレームワークも作成する必要があります。しかし、エンタープライズ Beanを使っ
た J2EEモデルでアプリケーションを作成する場合は、サーバー側のインフラストラ

ブラウザ

HTML

アプレット

サーブ

JSP

エンタープライズ
Bean

Web サーバーと
サーブレット
コンテナ

データベース

Java

クライアント

Web サーバーと
サーブレット
コンテナ

EJB層

クライアント

レット

エンタープライズ
Bean

エンタープライズ
Bean
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クチャはアプリケーションサーバーにすでに組み込まれています。したがって、トラ
ンザクション機能、セキュリティ機能、リモートアクセス機能といった一般的なサー
ビスを提供する必要はありません。

EJBコンポーネントの役割
典型的な EJBアプリケーションの基本構成 (一部を除きます)を図 1-2に示します。こ
の中には、アプリケーションクライアント、アプリケーションサーバー、EJBコンテ
ナ、少なくとも 1つのエンタープライズ Bean、そして何らかのデータソースが含まれ
ています。この図ではデータベースを使用しています。

図 1-2 EJB アプリケーションの典型的な基本構成

エンタープライズ Bean、EJB コンテナ、アプリケーションサーバーの間の契約 (対話
処理と暗黙の合意)により、エンタープライズ Bean の作成作業が簡単になるととも
に、J2EEアプリケーションの柔軟性と機能性が一層高まります。

EJBコンテナは、オブジェクトというよりも、概念です。EJBコンテナは、EJB サー
バー上のエンタープライズ Beanを取り囲む環境で、ライフサイクル管理、セキュリ
ティ、分散トランザクション機能といったサービスを提供します。

1つのコンテナに、1つ以上のエンタープライズ Beanを配備できます。それぞれのコ
ンテナは、標準の JNDI (Java Naming and Directory Interface™) APIを使用して、
個々の Beanを検出し、クライアントから使用できるようにします。

コンテナは、Beanとそのクライアントとの仲介役になります。クライアントがエン
タープライズ Beanに処理要求を送ると、コンテナがそのメソッドに対する呼び出し
を代替受信します。コンテナは、エンタープライズ Beanやクライアントに代わっ

EJB コンテナ

アプリケーションサーバー

エンタープライズ
Bean データベースアント

クライ
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て、(セキュリティやトランザクションといった) サービス、コンポーネント、さらに
ほかのサーバー上で動作しているほかのコンテナを管理できます。この機能によっ
て、コンテナは柔軟で透過的なサービスを実行できます。

コンテナは、個々のエンタープライズ Beanのために、データベースの持続性とトラ
ンザクションを管理します。そのため、状態管理イベントを標準的な手法で処理する
ことができます。また、Bean自身がデータベースへのアクセスを管理できるため、
EJB開発者が完全な SQL コードを記述したり、JDBC™ APIを直接使う必要がありま
せん (ただし、コンテナのデフォルトの動作を無効にしたい場合は EJB 開発者がこれ
らの処理をする必要があります)。

クライアントが異常終了したり、サーバーが停止したりした場合は、コンテナのサー
ビスによってエンタープライズ Beanの持続データが確実に保存されます。

アプリケーションサーバーは、ネームサービス、ディレクトリサービス、電子メール
サービスといった基本的な機能を提供します。

エンタープライズ Beanには、セッション Bean、エンティティ Bean、およびメッ
セージ駆動型 Beanの 3種類があります。これらの Beanについては、第 2章以降で詳
しく取り上げます。ここでは、これらの Beanの役割の概要を説明するにとどめま
す。

� セッション Beanは、クライアントと EJB サーバーとの対話を管理し、エンティ
ティ Bean との複雑な対話を管理できます。たとえば、セッション Beanはデータ
要求をエンティティ Bean に渡し、取得したデータをパッケージ化し、それをクラ
イアントに戻すといった処理をします。

� エンティティ Beanは、通常、データベース中のエンティティ (データの表)を表し
ます。多くのエンティティ Beanはアプリケーションサーバー上の Java仮想マシン
(JVM™)内で協調的に動作します。

� メッセージ駆動型 Beanは、クライアントとサーバー間で機能層を構成します。
メッセージ駆動型 Bean はクライアントメッセージ通知を受信すると、同じサー
バーに配備されている他のエンタープライズ Bean と非同期型の対話を開始しま
す。

作成したエンタープライズ Beanは、EJB モジュール (EJB JARファイルの論理構成)
にパッケージ化され、アプリケーションにアセンブルされて、サーバーへ配備されま
す。アプリケーションサーバーは 1つ以上の J2EEアプリケーションから構成され、
J2EEアプリケーションは 1つ以上の EJBモジュールから構成され、EJBモジュールは
1つ以上のエンタープライズ Beanから構成されます。
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アプリケーションビルダーの役割
J2EEアーキテクチャは、現在のアプリケーション開発プロセスでの責任分担の方法論

と支援のあり方を異なる役割へと変える可能性を秘めています。通常の開発組織に
は、業務の知識が豊富なチームメンバーもいれば、システムレベルの開発に精通して
いるチームメンバーもいます。誰もが異なる作業を担当している組織に J2EEモデル
を適用した場合、業務や組織に関する知識が豊富なメンバーは Bean提供者や EJB 開
発者としての役割を担当し、システム開発に詳しいメンバーは Beanのアセンブルや
配備を担当するといった分担が考えられます。

開発環境では、少なくとも次の 3つの役割があるのが一般的です。

� EJB の開発 - EJB開発者 (アプリケーション開発者であり、通常は組織について詳
しい人) は、エンタープライズ Beanを作成します。作成の際に、フレームワーク
を考慮する必要はありません。テストを目的として、または利便性を考慮して EJB
開発者が作成した Bean を EJBモジュールにパッケージ化することもあります。

� EJB モジュールのアセンブル - アセンブル担当者は作成したエンタープライズ
Beanを EJBモジュールにパッケージ化し、これらのモジュールと他の J2EE構築ブ
ロックを組み合わせてアプリケーションを作成します。 J2EE を使ったモジュール
化ができるため、この時点ではコンテナに依存しない決定ができます。

� アプリケーションの配備 -配備担当者はコンテナ固有およびサーバー固有の決定を
行いながら、作成した J2EE アプリケーションを特定の環境に配備します。

エンタープライズ Beanのサポート機能を内蔵した IDE は、J2EE のアプリケーション
開発手法に役立つように作成されています。IDE を使ったエンタープライズ Beanの
開発工程では、EJB開発者はアプリケーションに必要なビジネスロジックを記述する
ことに集中できます。EJB開発の役割の中では、アセンブル段階や配備段階に関して
最小限のことだけを考慮するだけで充分です。

ただし、必要であれば、上の 3つの役割を 1人の人がすべて担当することができま
す。IDE には、エンタープライズ Beanの開発、アセンブル、および配備のすべての
段階を途切れることなく行える機能があります。
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EJBアプリケーションの内側
図 1-3に示すような典型的な EJB アプリケーションでは、EJBサーバー上に常駐し、
EJBコンテナによって管理されるアプリケーションの心臓部に、多数のクライアント
プログラムが同時にアクセスできます。EJB層の内部では、2つの異なるセッション
Bean (このうちの 1つはメッセージ駆動型 Beanによって開始されます) のインスタン
スが、4つのエンティティ Beanとの対話処理を管理し、クライアントが日程を参照
し、会議室を予約できるようにします。データベースのデータがエンティティ Bean
のインスタンスに読み込まれ、クライアントがエンティティ Beanのインスタンスに
適用した更新がデータベースに書き込まれます。

図 1-3 3種類のエンタープライズ Bean すべてを使用したアプリケーションの構成例

データ

EJBコンテナ
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エンタープライズ Bean の要素

それぞれのエンタープライズ Beanには少なくとも 1つのクラスがあります。

� メッセージ駆動型 Beanにはインタフェースを持たない自身の Bean クラスだけが
必要です。

� セッション Beanは、通常、自身の Beanクラス 1つとリモート型インタフェース 2
つ (ホームインタフェースとリモートインタフェース)から成る 3つの要素で構成さ
れます。また、セッション Bean はローカル型インタフェースを持つこともできま
す。

� エンティティ Beanは、通常、自身の Bean クラス 1つとリモート型インタフェー

ス 2つ (ローカルホームインタフェースとローカルインタフェース)から成る 3つの
要素で構成されています。エンティティ Bean もローカル型インタフェースを持つ
ことができ、また、主キークラスを持つこともあります。

エンタープライズ Beanインタフェースの詳細については、 11ページの「インタ
フェースの種類」を参照してください。

EJBアプリケーションの要素の役割は次のようになります。

� EJB開発者は、IDE を使用して、Bean クラスとそれぞれのエンタープライズ Bean
に対するインタフェースを作成します。必要であれば、エンティティ Bean に対し
て主キークラスも定義します。EJB 開発者は、IDE が生成したコードを完成させ
て、配備情報を宣言します。

� Beanが配備されるコンテナは、Bean のインタフェースを実装し、コンポーネント
とデータストレージとの対話を管理します。

� Beanを使用するクライアントは、Bean のインタフェースを呼び出すスタブを作成

します。このインタフェースを介して Bean クラスと対話し、アプリケーションの
処理を実行させることができます。または、クライアントが目的の相手にメッセー
ジを送信し、メッセージ駆動型 Bean がこれらのメッセージを待機しているため、
必要に応じてセッション Bean と対話します。

Bean メソッド

J2EEアプリケーションでは、クライアントが呼び出す Bean メソッドによって処理が
実行されます。ここからは、エンタープライズ Beanのメソッドの概要を説明します
(これらのメソッドの詳細については、第 3章から第 7章を参照してください)。メ
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ソッドの宣言は、IDE によって自動的に追加されるか、EJB開発者が明示的に追加し
ます。ダイアログで 1つの簡単な手続きに従うだけで、メソッドの宣言に必要なあら
ゆる情報を追加することができます。IDE は、それに対応するメソッドの情報を生成
し、適切なクラスに配置します。

� 検索メソッド -クライアントはホームインタフェースを介して、エンティティ
Beanのインスタンスを主キーを基準にして検索します。EJB開発者は、他の検索メ
ソッドを追加することもできます。

IDE は、各エンティティ Bean のローカルホームインタフェースに、また、その
Bean 中にホームインタフェースがあればそのホームインタフェースにも、
findByPrimaryKeyメソッドの宣言を自動生成します。さらに、持続性を自分自

身で管理するエンティティ Bean (これを Bean 管理による持続性 (BMP)エンティ
ティ Bean という)の Bean クラスに、それに対応する ejbFindByPrimaryKeyメ
ソッドの宣言を配置します。EJB 開発者が他の検索メソッドを追加した場合、IDE
はそれに対応するメソッドの宣言をローカルホームインタフェース (およびホーム
インタフェース) に、また、BMP エンティティ Beanに対しては Beanクラスに自
動的に追加します。

追加した検索メソッドには EJB 照会言語 (EJB QL: EJB Query Language)文が含ま
れています。この文は、Bean のアプリケーションサーバープラグインによって、

サーバーが必要とする SQL コードに自動的に変換されます。

� 生成メソッド -コンテナは生成メソッドの引数を使用して、エンタープライズ
Bean のインスタンスを初期化します。

IDE は、各セッション Bean のホームインタフェースに (Bean のローカルホームイ
ンタフェースがあれば、それにも)生成メソッドの宣言を生成します。さらに Bean
クラスに、対応する ejbCreateメソッドの宣言を配置します。

また、IDE は各メッセージ駆動型 Bean の Beanクラスに ejbCreateメソッドの
宣言を生成します。

エンティティ Bean には生成メソッドは必要ありません。そのため、エンティティ
Beanについては、この宣言は自動的に生成されません。ただし、EJB開発者がエン
ティティ Bean に生成メソッドを追加した場合は、IDE はそれに対応する create

メソッド、ejbCreateメソッド、および ejbPostCreateメソッドの宣言を、該
当するクラスに配置します。エンティティ Bean には 1つ以上の生成メソッドを組
み込むことができます。
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� ビジネスメソッド -クライアントはリモートインタフェース (場合によってはロー
カルインタフェース) を介して、Beanのビジネスメソッドを呼び出します。

EJB開発者が、Beanにビジネスメソッドを明示的に追加します。IDEは、デフォル
トのビジネスメソッドの宣言を生成しません。ただし、EJB 開発者がビジネスメ
ソッドを指定した場合は、IDE はそれに対応するメソッドの宣言を、Bean クラス
とリモートインターフェース、ローカルインタフェース、またはリモートとローカ
ルのインタフェース両方に配置します。

� ホームメソッド -エンティティ Bean は、Bean中の特定のインスタンスへのアクセ
スが必要とされない軽量操作にはホームメソッドを使用します (逆に、ビジネスメ
ソッドの使用時には、特定のインスタンスへのアクセスが必要となります)。EJB開
発者がホームメソッドを明示的に追加すると、IDE によって、そのホームメソッド
に対応するメソッド宣言が Bean クラスと Beanのローカルホームインタフェース
またはホームインタフェースに生成されます。

� 選択メソッド -選択メソッドを使用できるのは、持続性をコンテナが管理するエン
ティティ Bean (これをコンテナ管理による持続性 (CMP) エンティティ Beanとい
う) です。検索メソッドのように、選択メソッドはデータベースに対する照会を実
行して、ローカルインターフェース、リモートインタフェース、またはコレクショ
ンを戻します。さらに、選択メソッドは、同じ EJB モジュール中にある関係エン
ティティ Bean に対する照会を実行し、その結果の値を持続フィールドを介して戻
すこともできます。リモート型インタフェースから選択メソッドに直接アクセスす
ることや、クライアントから選択メソッドを起動することはできません。

選択メソッドは、EJB 開発者が Beanクラスに明示的に 1つ以上追加します。選択
メソッドには EJB 照会言語 (EJB QL) 宣言が含まれます。EJB QLは、Beanのアプ
リケーションサーバーのプラグインによって、そのサーバーが必要とする SQL
コードに自動的に変換されます。

� OnMessage メソッド -クライアントは、Javaメッセージサービス (JMS: Java
Message Service)送信先にメッセージを送信することで、メッセージ駆動型 Bean
上の OnMessage メソッドを呼び出します。

onMessage メソッドの宣言は、IDE によって Bean クラス中に自動的に生成され
ます。EJB 開発者はメソッドの本体を完成させます。

� ライフサイクルメソッド -コンテナは、いくつかのメソッドを呼び出して、エン
タープライズ Bean のライフサイクルを管理します。Beanの種類によって、これら
のメソッドの取り扱い方法に多少の違いがあります。一部のメソッドについては、
EJB 開発者がパラメータを指定することができます。
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IDE は、Bean の種類に応じて適切なライフサイクルメソッドの宣言を生成し、
Bean クラスに配置します。

インタフェースの種類

セッション Beanは、エンタープライズ Bean が常駐しているアプリケーションサー
バーの外にあるアプリケーションクライアントによって頻繁に呼び出されます。この
ため、IDE では、各セッション Beanに対し、リモート型インタフェース (リモートイ
ンタフェースとホームインタフェースを指す)をデフォルトで生成します。EJB 開発者
は、セッション Beanの作成時にリモートインタフェースとホームインタフェースの
どちらかまたは両方を、そのセッション Beanが呼び出される形態に応じて選択でき
ます。

エンティティ Beanは通常、セッション Beanと同じアプリケーションサーバーにある

他のエンティティ Beanによって呼び出されます。このようなエンティティ Beanには
ローカル型インタフェース (ローカルインタフェースおよびローカルホームインタ
フェースを指す)があれば充分です。ローカル型インタフェースを使用すると、パラ
メータ値をシリアライズすることなく参照によってパラメータを渡すことができるた
め、処理時間が短縮できます。これらのインタフェースも、EJB開発者がエンティ
ティ Beanの作成時にどちらか、あるいは両方を使用するのかどうかを状況に応じて
指定できます。

注 - IDEのテスト機能を使用してテストする Beanにはすべて、リモートインタ
フェースが必要です。

これら 4種類のインタフェースについて次に説明します。

リモートインタフェース

クライアントは、エンタープライズ Beanのリモートインタフェースを介して Beanを
参照したり、アクセスしたりします。クライアントが呼び出す対象となる、その Bean
のビジネスメソッドのシグニチャはリモートインタフェース中にあります。ただし、
そのビジネスメソッドの完全なコードは、Beanクラスにあります。コンテナは、リ
モートインタフェースを実装するクラスを作成します。
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リモートインタフェースは javax.ejb.EJBObjectのサブクラスです。クライアン
トはこのインタフェースを介し、JNDIルックアップ呼び出しを使用してホームイン
タフェースを検出します。次に、ホームインタフェース中のメソッドを呼び出して、
戻り値の型にリモートインタフェースを持つ Bean固有のインスタンスを取得し、そ
のインスタンス中のビジネスメソッドを呼び出します。

Forte for Java IDE を使用してリモート型インタフェースを持つエンタープライズ
Beanを作成すると (サーバーの外から呼び出しはこのリモート型インタフェースを介
して実行される)、EJB ビルダーの GUI機能と検証機能により、リモートインタ
フェースのメソッドが J2EEマニュアルで定義されている規則に従っているかどうか
が確認されます。これらの規則には次のようなものがあります。

� リモートインタフェースのメソッドシグニチャに対応するメソッドが、Beanクラ
スに存在する

� 引数と戻り値は有効な RMI型である

� メソッドの throws 句に適切な例外クラスが含まれている

IDE のエクスプローラウィンドウでは、インタフェースのノードは のよう
に表示されます。デフォルトのラベルは、該当するエンタープライズ Beanの名前と
なります。

ホームインタフェース

エンタープライズ Beanのホームインタフェースは javax.ejb.EJBHomeのサブクラ
スです。このインタフェースでは、クライアントがエンタープライズ Beanを呼び出
すことのできる生成メソッドと検索メソッドを定義します。クライアントは JNDIを
使用してホームインタフェースを検出し、コンテナはホームインタフェースを実装す
るクラスを提供します。

IDE を使用してリモート型インタフェースを持つエンタープライズ Beanを作成する
と、EJBビルダーの GUI機能と検証機能により、ホームインタフェースのメソッドが
エンタープライズ Beanの基本規則に従っているかどうかが確認されます。これらの
規則には次のようなものがあります。

� ホームインタフェースのメソッドシグニチャに対応するメソッドが、Beanクラス
に存在する (コンテナに持続性を管理させるエンタープライズ Beanの検索メソッ
ドを除く)

� 引数と戻り値は有効な RMI型である
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� メソッドの throws句に適切な例外クラスが含まれている

IDE のエクスプローラウィンドウでは、ホームインタフェースのノードは
のように表示されます。デフォルトのラベルは、 bean_nameHomeとな

ります。

ローカルインタフェース

ローカルインタフェースはリモートインタフェースに似ています。この型のインタ
フェースには、Bean上で呼び出すことのできるビジネスメソッドのシグニチャが含ま
れています。メソッドの完全なコードは Beanクラスに含まれています。ローカルイ
ンタフェースを実装するクラスはコンテナによって作成されます。Beanのローカルイ
ンタフェース呼び出しは、同じサーバー上にある他の BeanまたはWebコンポーネン
トからの呼び出しに限ります。

ローカルインタフェースは、 javax.ejb.EJBOLocalObjectのサブクラスです。ク
ライアントはこのインタフェースを介し、JNDIルックアップ呼び出しを使用して
ローカルホームインタフェースを検出します。次に、ローカルホームインタフェース
のメソッドを呼び出して、 (値を戻すときにリモートインタフェースの使用が指定さ
れている) Bean 固有のインスタンスを取得し、そのインスタンス上のビジネスメソッ
ドを呼び出します。

Forte for Java IDE を使用してローカル型インタフェースを持つエンタープライズ
Beanを作成すると、EJB ビルダーの GUI機能と検証機能により、ローカルインタ
フェースのメソッドが J2EEのマニュアルで定義されている規則に従っているかどう
かが確認されます。これらの規則には次のようなものがあります。

� ローカルインタフェースのメソッドシグニチャに対応するメソッドが、Beanクラ
スに存在する

� メソッドの throws句に適切な例外クラスが含まれている

IDE のエクスプローラウィンドウでは、リモートインタフェースのノードは
のように表示されます。デフォルトのラベルは、Localbean_nameとな

ります。



14 Enterprise JavaBeansコンポーネントのプログラミング  •  2002年 6月

ローカルホームインタフェース

エンタープライズ Beanのローカルホームインタフェースは、ホームインタフェース
と同じように javax.ejb.EJBLocalHomeのサブクラスです。また、同じサーバー
上の他のエンタープライズ Beanから呼び出すことのできるエンタープライズ Bean
上の生成メソッドと検索メソッドを定義します。ローカルホームインタフェースを実
装するクラスはコンテナが提供します。

IDE を使用してローカル型インタフェースを持つエンタープライズ Beanを作成する
と、EJBビルダーの GUI機能と検証機能により、ローカルホームインタフェースのメ
ソッドがエンタープライズ Beanの基本規則に従っているかどうかが確認されます。
これらの規則には次のようなものがあります。

� ローカルホームインタフェースのメソッドシグニチャに対応するメソッドが、Bean
クラスに存在する (コンテナに持続性を管理させるエンタープライズ Beanの検索
メソッドを除く)

� メソッドの throws 句に適切な例外クラスが含まれている

エクスプローラウィンドウに表示されるリモートインタフェースのノードは
のようになります。デフォルトのラベルは LocalBean_nameHome

となります。

Bean クラス

Beanクラスは、ほかの 2つのクラスで定義されたメソッドの実装を含んでおり、エン
タープライズ Beanの心臓部です。エンティティ Bean の Beanクラスは
javax.ejb.EntityBean インタフェースのサブクラス、セッション Beanの Bean
クラスは javax.ejb.SessionBeanインタフェースのサブクラス、そしてメッセー
ジ駆動型 Beanの Bean クラスは javax.ejb.MessageDrivenBeanのサブクラスで
す。Beanクラスでは、エンタープライズ Bean の検索メソッド、生成メソッド、ビジ
ネスメソッド、ホームメソッド、および選択メソッドを実装します。さらに、コンテ
ナから呼び出されるライフサイクルメソッドも実装します。

Forte for Java IDE を使用してエンタープライズ Bean を作成すると、EJBビルダーの
GUI機能と検証機能により、Beanクラスがエンタープライズ Bean の基本規則に従っ
ているかどうかが確認されます。これらの規則には次のようなものがあります。

� Beanクラスが abstract クラスおよび public クラスとして定義されている

� Beanクラスにパラメータのない public なコンストラクタが含まれている
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� Beanクラスに、ホームインタフェースまたはローカルホームインタフェースで定

義された生成メソッドに対応する ejbCreateメソッドが実装されている

� 自分自身のトランザクションを管理するエンティティ Beanの場合は、Bean クラス
に、ホームインタフェースまたはローカルホームインタフェースで定義された検索

メソッドに対応する ejbFindメソッドが含まれている

IDE のエクスプローラウィンドウでは、Beanクラスのノードは のよう
に表示されます。デフォルトのラベルは、bean_nameBeanとなります。

EJB QL

検索メソッドまたは選択メソッドを CMPエンティティ Beanに追加すると、EJB 照会

言語 (EJB QL)に、メソッドの照会を定義する宣言を埋め込んだことになります。EJB
QLに記述された照会を使用して、Bean は、抽象スキーマに定義されている関係に従
いナビゲートできるようになります。抽象スキーマは、Beanの持続フィールドと関係
を定義する配備記述子の一部です。EJB QLによる照会は、同じ EJB JARファイルに
パッケージされているすべての関係エンティティ Beanの抽象スキーマにわたって実
行されます。

Beanがアプリケーションサーバーに配備されると、EJB QLによる照会はデータが保
存されている形式の言語に翻訳されます。このことによって、EJB QLを使用している
エンティティ Beanは異なる方式で保存されているデータ間で移植することができま
す。

配備記述子

エンタープライズ Beanの配備記述子は、Bean のサーバーへの配備方法を記述したも
のです。配備記述子は、エンタープライズ Beanを構成しているクラス、Bean から他
の Beanへの参照、Bean の実行環境の設定、および実行時の Beanの管理方法をリス
トし、記述した XML ファイルです。また、このファイルには、コンテナが持続性の
管理をするエンティティ Beanの持続フィールドもリストされています。

Forte for Java IDE を使用してエンタープライズ Bean を作成すると、EJBビルダーに
よって J2EE標準に従った配備記述子が自動的に作成されます (通常、配備記述子は直
接操作するのではなく、エンタープライズ Beanのプロパティシートで操作するた
め、IDE のエクスプローラウィンドウに記述子ファイルは表示されません。この記述
子ファイルは、エクスプローラから開くことができます)。
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EJB アプリケーションの実行時のワークフロー

実行時には、アプリケーションクライアントは最初にエンタープライズ Beanのホー
ムインタフェースと通信し、次にリモートインタフェースと通信します。アプリケー
ションクライアントがエンタープライズ Beanオブジェクトと直接通信することはあ
りません。クライアントのすべての処理は EJBコンテナを介して実行されます。

実行時のアプリケーションの構成要素の対話処理を図 1-4に示します。図中の番号は
後述の手順に対応しています。これはワークフローの概念図です。例では、リモート
型インタフェースを持つ 1つのエンタープライズ Beanだけが使われています。ま
た、エンタープライズ Beanの種類によっては、一部の手順 (インスタンスプールへ
の格納など) が適用されない場合があります。

図 1-4 アプリケーションの実行時のワークフロー
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1. クライアントはアプリケーションサーバーとコンテナに含まれているエンタープラ
イズ Beanを検出します (すなわち、クライアントは JNDI検索メソッドを使って、
エンタープライズ Bean のホームインタフェースへのリモート参照を取得します)。
それに対応するホームスタブがクライアントに作成されます。

2. サーバー側にホームオブジェクトが作成され、Beanのホームインタフェースが実
装されます。ホームスタブは、(ファクトリとして機能する) Beanのホームオブ
ジェクトに要求を送信し、このセッションでこのクライアントが使用するエンター
プライズ Bean のインスタンスを作成してもらいます。

3. コンテナはプールから Beanインスタンスを取り出します。

4. サーバー側にリモートオブジェクトが作成され、Beanのリモートインタフェース
が実装されます。クライアントはリモートスタブとリモートオブジェクトを介し
て、Bean インスタンスのビジネスメソッドを呼び出します。

5. データベースから Beanインスタンスにデータが読み取られ、クライアントに転送
されます。更新はトランザクションによってデータベースに書き込まれます。

6. クライアントは要求した結果を受け取り、コンテナはインスタンスをプールに返し

ます。

このアーキテクチャでは、マルチスレッドプログラミングを使わなくても、複数の同
時ユーザーに対応することができます。エンタープライズ Beanのユーザーは自分自
身の Beanインスタンスをプールから取得するため、EJB 開発者は単純なシングルス
レッドコードを作成するだけで済みます。

エンタープライズ Bean の開発ライフサイクル

図 1-5に示すように、エンタープライズ Beanは、EJB開発者が作成してから使用でき
るようになるまでにいくつかの手順が必要です。
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図 1-5 エンタープライズ Bean の開発、アセンブル、および配備

Forte for Java IDE を使用する EJB開発者は、次の手順に従ってエンタープライズ
Beanを作成し、アセンブルと配備を行えるようにします。

1. 第 3章から第 7章までで述べる EJBビルダーのウィザードとその他の GUI機能を
使用し、エンタープライズ Bean のクラスを生成します。

2. IDEのソースエディタと GUI機能を使用し、エンタープライズ Beanのコードを記
述します。セッション Bean のトランザクションとエンティティ Beanの持続性を
EJB コンテナに管理させることにより、記述するコードはずっと少なくなります。

3. IDE を使用し、エンタープライズ Beanを関連するほかのエンタープライズ Bean
とともに EJB モジュールにパッケージ化します。EJBのプロパティシートを使用
し、Bean の外部依存性を配備記述子に追加します。

4. 第 9章で述べる IDEの EJBテストアプリケーションを使用し、Bean用の EJB Web
テストクライアントを作成し、テストを実行します。この作業の準備として、ある
程度のアセンブルと配備の処理が必要です。テスト後、Bean を実際の稼働環境に
あるサーバーに配備します。

IDEのエンタープライズ Bean機能
Forte for Java 4 IDE では、エンタープライズ Bean の開発に必要な多くの作業が自動
化されます。IDE を使用した場合に自動的に実行される (ユーザーが行う必要のない)
作業を次に示します。

� 基本クラスのメソッドの宣言 - IDE は Bean に必要なクラスと、それらのクラスで
のメソッドの宣言を生成します。
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� 持続性を管理するコードの作成 - CMP Bean の作成時には、アプリケーションサー
バーによって持続性が管理されます。

� トランザクションを管理するコードの作成 - CMP Bean の作成時、およびセッショ
ン Bean とメッセージ駆動型 Beanのトランザクションをコンテナに管理させる場
合には、アプリケーションサーバーによってトランザクションが管理されます。

� Beanクラス、インタフェース、およびメソッドの同期処理 - IDE が整合性を維持
します。

� 配備記述子の XML コードの作成 -このファイルは IDE が生成します。

� エンタープライズ Beanをテストするテストクライアントの作成 -セッション Bean
とエンティティ Beanをテストする際には、IDEの提供する GUIベースの総合的な
テスト機能を使用できます。

� J2EEマニュアルの検索 - IDEが生成したエンタープライズ Beanのソースコードは
J2EE 標準に準拠しています。生成されたコードには自動的にコメントと関連マ
ニュアルへの参照が含まれます。また、次の機能も提供されます。

� J2EE標準に則ったアプリケーションプログラミングインタフェース (API) に対
応したコード補完 -コードの編集中に Ctrlキーを押しながら Spaceキー (Solaris
の場合は \ (バックスラッシュ)キー)を押します。

� 適切な Javadoc™ マニュアルの簡単な表示 -クラスまたはインタフェースを選択
して Shiftキーを押しながら F1キーを押します。

IDE を使用したエンタープライズ Bean の開発

EJBビルダーのウィザードを使用して、エンタープライズ Bean のインフラストラク
チャを作成します。このウィザードは、ユーザーが選択した Beanの種類 (セッション
Bean、エンティティ Bean、またはメッセージ駆動型 Bean) に合わせて調節され、
Beanの持続性データのソースや Bean のトランザクションや持続性の管理に関するオ
プションを提供します。このウィザードの指示に従うことで、基本的なコンポーネン
トすべてを作成できます。

図 1-6に、IDE が生成する一般的なエンタープライズ Bean の要素と、これらの要素
のエクスプローラウィンドウでの表示例を示します。この図ではリモート型インタ
フェースを持つセッション Beanが例として使われています。
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図 1-6 生成されたエンタープライズ Bean 要素のエクスプローラウィンドウでの表示

ウィザードを使ってこれらの基本要素を生成し終わったら、EJBビルダーのほかの
GUI機能を使用して Beanにメソッドを追加し、ソースエディタを使用して Beanの
コーディングを完成させます。

関係 CMP エンティティ Bean セットの生成

EJBビルダーのウィザードを使用すると、CMPエンティティ Bean のセット全体のイ
ンフラストラクチャと、それを格納する EJBモジュールを一度に生成することができ
ます。この機能は、Beanが表しているデータベース表が外部キーに関連している場合
に特に便利です。エンティティ Beanのセットでは、これらの外部キーはコンテナ管
理による関係として保持されます。

トランザクション機能

エンタープライズ Beanモデルでは、トランザクション処理は暗黙的にも、明示的に
も取り扱うことができます。Beanインスタンスのメソッドが呼び出されると、EJB コ
ンテナが Bean開発者に代わってトランザクションを管理します。Bean 開発者にはト
ランザクションを記述する専門知識は必要ありません。すなわち、トランザクション
のコンテキストを制御するコードを作成し、デバッグする必要はありません。EJBビ
ルダーのウィザードで簡単な選択を行うだけで、Beanのトランザクション属性を宣言
することができます。これらの属性は、Beanの EJBモジュールのプロパティシートを
使用して、後から修正することができます。
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ただし、セッション Beanでトランザクションの明示的なプログラミングが必要な場

合もあります。IDE では、コンテナを明示的に上書きし、JDBC APIと JTA (Java
Transaction API) を使用して、Beanのトランザクション処理を管理させることができ
ます。

持続性機能

トランザクションと同様に、IDE では EJBコンテナに Bean の持続性を完全に処理さ
せることも、持続性を EJB開発者自身がコーディングすることもできます。EJB開発
者自身が持続性を処理する場合は、JDBC コードを記述します。コンテナ管理による
持続性を使用したい場合は、最初に EJBビルダーのウィザードで必要な内容を選択
し、次にコンテナが保存データを特定の言語形式で検出できるような宣言をプロパ
ティシートに記述します。

セキュリティ機能

エンタープライズ Beanの特定のメソッドを、特定のロールを持ったユーザーだけが
呼び出せるようにするには、プログラムによるセキュリティを Beanに追加します。
このために Beanのソースコードで完全なセキュリティルーチンを記述する必要はあ
りません。Beanのコードのセキュリティへの参照を、メソッドで宣言したセキュリ
ティロールに一致させるだけです。これを一致させるには、Beanのプロパティシート
でフィールドを修正し、Beanの配備記述子にセキュリティ情報を追加するだけです。

クライアントがセキュリティ保護された Beanメソッドを呼び出そうとすると、EJBコ
ンテナがユーザーのロールをアクセス制御リスト (どのロールのユーザーに Bean メ
ソッドの実行権限が与えられているかを記録したリスト)と比較し、実行を許可する
か、拒否するかを決定します。

アプリケーションクライアントの作成

作成したアプリケーションの EJB層を構成するエンタープライズ Bean の開発に加
え、アプリケーションクライアントも IDE を使用して作成できます。この場合、アプ
リケーションクライアントとは、自分自身の mainメソッドで開始し、J2EE クライア
ントコンテナ中で実行され、EJBモジュールをはじめとする他の J2EE アプリケーショ
ンコンポーネントと対話的に動作する独立した Javaプログラムを指します。クライア
ントの設計と開発の詳細については、マニュアル『J2EEアプリケーションのプログラ
ミング』を参照してください。
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詳細情報の参照先
エンタープライズ Beanと EJB 層の設計についての詳細は、次のWeb サイトにある
「Enterprise JavaBeans Specification 2.0」を参照してください。

http://java.sun.com/products/ejb/docs.html

その他の情報源については、xviiiページの「お読みになる前に」を参照してくださ
い。
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第2章

設計とプログラミング

エンタープライズ Beanの設計とプログラミングに精通していない場合は、まず各種
の Beanの違いと使用目的を考慮する必要があります。それぞれの Beanのライフサイ
クル、メソッドと例外の適用方法、および別のアプリケーション環境で Beanを再利
用するための設定方法についての知識も必要です。また、持続性、トランザクショ
ン、およびセキュリティの取り扱い方法を理解する必要もあります。この章では、こ
れらの内容について説明し、最後に詳細情報についての文献リストを掲載します。

必要な Beanの種類の決定
「Enterprise JavaBeans仕様 2.0」では、セッション Bean、エンティティ Bean、およ
びメッセージ駆動型 Beanという 3種類のエンタープライズ Bean が定義されていま
す。さらに、セッション Beanとエンティティ Beanにもいくつかの種類があり、それ
ぞれに目的に応じた機能が組み込まれています。Forte for Java 4 IDE の EJBビルダー
を使用すると、これらのエンタープライズ Beanを画面上の指示に従って効率的に作
成できます。

この章では、設計作業の参考情報として、エンタープライズ Beanの種類について説
明します。

図 2-1に、IDE のテンプレートを使用してエンタープライズ Bean を作成する前に決
定する基本的な項目を示します。
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図 2-1 Forte for Java 4 IDEでのエンタープライズ Bean の基本的な選択項目
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コンテナ管理によるトランザクション
Bean管理によるトランザクション
リモートインタフェースのみ (デフォルト )

メッセージ駆動型 EJB

CMPエンティティ EJB

関係 CMPエンティテ EJB

コンテナ管理によるトランザクション
Bean管理によるトランザクション

リモートインタフェースと

リモートインタフェースのみ
ローカルインタフェースのみ (デフォルト )
リモートインタフェースと

データベース接続からの表
データベーススキーマオブジェクトからの表
最初から作成

ローカルインタフェースのみ
リモートインタフェースと

データベース接続からの表を使用
データベーススキーマからの表を使用

コンテナ管理による関係

ローカルインタフェースのみ (デフォルト )

ローカルインタフェースのみ
リモートインタフェースと
ローカルインタフェースの両方

ローカルインタフェースの両方

ローカルインタフェースの両方

ローカルインタフェースの両方
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アプリケーションコンポーネントには、しばしばエンティティ Beanが含まれ、エン
ティティ Bean独自の層に、持続性に対応した Beanからアクセス可能なデータベース
が含まれています。

セッション Beanは、1つ以上のエンティティ Bean を操作し、エンティティ Bean間
の情報のやり取りを管理し、エンティティ Beanによって表現されたデータと、その
データに適用されるビジネスロジックとの橋渡しを行います。1つのセッション Bean
から、同じアプリケーションに含まれている複数のエンティティ Beanのトランザク
ション処理を管理できます。

セッション Beanが管理する通信 (セッション)や、セッション Bean の内部のデータ
は一時的なものです。クライアント・サーバーセッションが終了したり、クライアン
ト、またはサーバーが停止すると、クライアントがそのセッション用に作成したセッ
ション Beanのインスタンスが破棄されます。ただし、クライアントはセッションの
ハンドルを保存し、停止後に同じセッションを再開することができます。

セッション Beanに主キーはありません。エンティティ Bean と異なり、セッション
Beanは 1度に 1つのクライアントからのみ使用されるため、クライアントに対して
セッション Beanを匿名にすることができます。そのため、セッション Beanには、主
キーが提供する一意の識別子は必要ありません。

オンラインショッピングアプリケーションの ShoppingCartオブジェクトのよう
に、セッション Beanでエンティティが表現される場合もありますが、ほとんどの
セッション Beanは、エンティティの状態をデータベースに保存することを想定して
いません。たとえば、ユーザーがオンラインショッピングを行なっている間、
ShoppingCart Beanインスタンスはユーザーがショッピングカートに入れた商品を
一時的に保持します。ユーザーによる商品の購入処理がコミットされる前にサーバー
が停止した場合は、これらの商品をそのトランザクション内でデータベースに保存す
るのは適切ではありません。これらのデータを破棄し、次のセッションでユーザーに
新しいショッピングカートを使用させるのが一般的な設計手法です。

ステートレスセッション Bean の使用

クライアントとセッション Beanとの対話処理は、単一のメソッドにパラメータを渡
すような短くて単純なこともあります。また、多数のメソッドと複数のデータベース
トランザクションにわたる複雑で長い通信をセッション Beanで管理することもでき

ます。その場合、セッション Beanは複数のメソッド呼び出しにわたって情報を保持
する必要があります。
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最初の状況、すなわち 1回の要求と 1回の応答で構成されるセッションには、ステー
トレスセッション Beanが最適です。ステートレスセッション Beanは、メソッド呼び
出しの間の状態を保持しません。このような軽量の Beanは、アプリケーションのリ
ソースをほとんど消費せず、コンテナによる管理が簡単で、高速な処理が可能です。
また、多数のクライアントを持つアプリケーションでは、スケーラビリティも高まり
ます。

その代わり、ステートレスセッション Beanには、データ操作の自由度が制約される
という弱点もあります。ステートレスセッション Beanは、クライアントから渡され
たパラメータしか操作できません。それぞれのメソッドの呼び出しは、それ以前のメ
ソッドの呼び出しとは無関係です。

たとえば、ステートレスセッション Beanで郵便番号を検索する場合を考えてみま
す。それぞれの検索処理は、getZipというメソッドを 1回呼び出すだけで完了でき
ます。これは、検索を処理するのに必要な情報が、このメソッドのパラメータにすべ

て含まれているからです。すべてのトランザクションが、呼び出されたメソッドの内
部で、そしてコンテナの内部で実行されます (トランザクションについては、この章
の後続の節と第 3章を参照してください)。

ステートレスセッション Beanのインスタンス変数に、メソッドを実行している間だ
け状態を格納することができます。ステートレスセッション Beanのインスタンス
は、プールに格納されている間はすべて同じです。したがって、EJBコンテナは、こ
れらの Beanインスタンスを自由に割り当て、クライアントからメソッドが呼び出さ
れるたびに、使用するインスタンスを入れ換えることができます。この方法で、複数
のクライアントの間でステートレスセッション Beanを共有できます。それぞれの
Beanは、クライアントからは匿名に見えます。

ステートレスセッション Beanを使用できるのは、別々のクライアントがセッション
Beanを順番に使用し、特定のクライアントに合わせてセッション Bean を調節する必
要がない場合です。ステートレスセッション Beanは、特定のクライアントの状態情
報を保持しません。ただし、クライアントに固有ではない状態、たとえば開かれてい
るデータベース接続を保持することは可能です。

ステートフルセッション Bean の使用

セッション Beanは、クライアントとの間で複雑な通信を行うこともできます。この
ような Beanは、複数のメソッドを使用してビジネスロジックをカプセル化し、複数
のメソッドの呼び出しにわたって状態を保持する必要があります。このような Bean
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が、ステートフルセッション Beanです。クライアントが対話型のアプリケーション
の場合や、作成時にセッション Beanの状態を初期化する必要がある場合は、ステー
トフルセッション Beanを使用してください。

セッション Beanの状態は必要に応じてデータベースに書き込むことができます。状
態はクライアントに固有で、セッションが終了するまではメモリーに保持されます

が、持続的ではありません。ステートフルセッション Beanをメモリーから削除する
必要がある場合は、EJBコンテナが状態を管理します。Bean のインスタンスの状態は
セッション中は保持されますが、クライアントが終了したり、サーバーが停止したり
した場合は保持されません。

コンテナのクラッシュ、インスタンス非活性化中のタイムアウト、またはメソッドが
スローしたシステム例外の発生後は、ejbRemoveメソッドは呼び出されません。こ
ういった状態をリセットするためのプログラムの用意が必要なこともあります。

ステートフルセッション Beanは、複数のクライアントの間で共有されません。この
Beanはただ 1つのクライアントのために機能し、セッション全体にわたって、クライ
アントとの通信状態を保持します。ステートフルセッション Beanのインスタンスは
プールには格納されません。

前述のオンラインショッピングカートは、ステートフルセッション Beanの使用例の 1
つです。ショッピングの論理的なビジネストランザクションに、ユーザーの複数の意
志決定が含まれているのと同様に、このアプリケーションのセッション Beanには複
数のメソッド呼び出しが含まれています。ShoppingCart Beanは、ユーザーが選択
した商品を蓄積し、ユーザーが購入商品のリストを確認した時点で、商品ごとに購入
を受け付けるか拒否するかを決定し、注文を確定する必要があります。

トランザクションモードの選択

ステートフルセッション Beanとステートレスセッション Beanのどちらをプログラミ
ングする場合も、EJBビルダーのウィザードで次のいずれかの項目を選択する必要が
あります。

� コンテナ管理によるトランザクション。Beanのトランザクションを EJB コンテナ
に管理させます。トランザクションを管理するコードを記述する必要はありませ
ん。この Bean を CMT (Container-Managed Transaction)セッション Beanといい
ます。
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� Bean 管理によるトランザクション。Bean のトランザクションを Bean自身に管理
させます。Bean のメソッドをコーディングし、それぞれのトランザクションを明
示的に指定する必要があります。この Bean を BMT (Bean-Managed Transaction)
セッション Bean といいます。

CMT セッション Beanでは、コーディング作業が簡単になり、すべてのトランザク
ションが予測可能で整合性のとれた方法で処理されます。また、作成した Beanに設
定したトランザクションポリシーは、宣言的に変更することができます。ただし、そ
れぞれのメソッドは 1つのトランザクションしか処理できません。通常は、コンテナ
によって、メソッドが開始される直前にトランザクションが開始され、メソッドが終
了する直前にトランザクションがコミットされます。1つのメソッドで、入れ子に
なったトランザクションや複数のトランザクションを処理することはできません。

トランザクション属性の割り当て

Beanのトランザクションを EJB コンテナに管理させる場合は、コンテナは Beanや
Bean内の特定のメソッドのトランザクション属性を参照します。トランザクション属
性とは、トランザクションのスコープ (トランザクションにどのメソッドが含まれ、
これらのメソッドの結果をトランザクションごとにどのように取り扱うか)を指定し
たものです。これらの属性は次のように割り当てます。

� CMT セッション Bean - IDE が CMT セッション Beanの必須トランザクション属
性を自動的に割り当て、これらのトランザクション属性が Bean 内のすべてのビジ
ネスメソッドに適用されます。ただし、特定のメソッドのトランザクション属性を
手作業で割り当てたり、Bean の優先トランザクション属性を設定したりすること
もできます (CMT セッション Bean のトランザクション属性は EJBモジュールレベ
ルで設定します)。

� エンティティ Bean - CMTセッション Beanの場合と同じです。エンティティ Bean
は、すべてコンテナ管理によるトランザクションを使用します。

BMTセッション Beanのトランザクション属性は設定できません。BMTセッション
Beanのトランザクションの範囲は、Bean クラスで明示的に指定する必要がありま
す。

JTA や JDBC の使用

Bean管理によるトランザクションを明示的にコーディングする場合は、Java
Transaction API (javax.transaction.UserTransactionインタフェース、すな
わち JTA) か JDBC API を使用できます。
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� JTA - Forte for Java 4 IDEを使用して新しい BMTセッション Beanを作成する場合
は、JTAを使用してください。JDBC APIよりも高機能で、柔軟性にすぐれていま
す。

� JDBC API -従来の JDBC テクノロジを使用したコードや、SQL コードをカプセル
化したコードをセッション Bean に組み込む場合は、JDBC APIを使用してくださ
い。

JTAには、JDBC APIといったほかのリソース用のトランザクションを含めることが

できます。JTAを使用してエンタープライズ Beanのトランザクションをコーディン
グする場合は、データベース接続には JDBC APIを、トランザクションには JTAを使
用します。

トランザクション処理では、Beanのメソッドから JTAメソッドを呼び出します。呼
び出された JTA メソッドは、JTS (Java Transaction Service、J2EEが使用するトランザ
クションマネージャ)の下位ルーチンを呼び出します。このような間接的な呼び出し
により、JTAではトランザクションマネージャの実装とは無関係に、トランザクショ
ンを指定す定することができます。1つの JTA トランザクションで、別々のベンダー
の複数のデータベースを更新することもできます。

JDBC トランザクションは、使用しているデータベースのトランザクションマネー
ジャによって管理されます。

JTAでは、入れ子になったトランザクションを処理できません。トランザクションを
終了しないと、別のトランザクションを開始できません。

トランザクションに関する詳細は、マニュアル『J2EEアプリケーションのプログラミ
ング』を参照してください。

セッション Bean のライフサイクル

実行時には、アプリケーションサーバーが EJBクライアントからの要求に応じて Bean
インスタンスを作成します。作成された Beanインスタンスは、EJBコンテナによって
管理される複数の処理段階で使用されます。インスタンスは不要になった時点で破棄
されます。

ここからは、セッション Beanのライフサイクル段階、セッション Beanを次のライフ
サイクル段階へ移行させるメソッド、プログラマが行う必要のある作業を説明しま
す。
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Bean インスタンスの作成と初期化

セッション Beanの実行時のライフサイクルは、EJB クライアントが Beanに何らかの
処理を要求したときに始まります。このライフサイクル段階は次のように進行しま
す。

クライアントが Beanのホーム (またはローカルホーム)インタフェースの生成メソッ
ドを呼び出します。それに応じて、コンテナは次の 3つのメソッドを順番に呼び出し
ます。

1. newInstance メソッドを呼び出して、セッション Beanの新しいインスタンスを
作成します。

2. setSessionContext メソッドを呼び出して、作成したインスタンスをセッショ
ンコンテキストオブジェクトに関連付けます。

3. ejbCreate メソッドを呼び出して、このインスタンスを初期化します。

注 - IDEは setSessionContextメソッドと ejbCreateメソッドのシグニチャを
生成します。プログラマは、これらのメソッドのコードを完成させる必要があり
ます。

クライアントは、Beanインスタンスのリモートオブジェクトの参照を受け取ります。

ビジネスロジックの実行

Beanインスタンスが作成され、初期化されると、EJB クライアントはこのインスタン
スに処理を行わせます。このライフサイクル段階は次のように進行します。

クライアントが Beanのリモートオブジェクトのビジネスメソッドを呼び出します。
それに応じて、コンテナは次の処理を行います。

� セキュリティ認可をチェックし、クライアントにビジネスメソッドを実行する権限
が与えられているかどうかを確認します。

� メソッドのトランザクション属性で指定されたトランザクション制御を適用しま
す。

� インスタンスのビジネスメソッドを呼び出します。

クライアントはビジネスメソッドの結果を受け取ります。
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注 - プログラマは、セキュリティ制御を Beanのコードの中でプログラム的に指定す
ることも、EJBモジュールのプロパティインスペクタを使用して宣言的に指定す
ることもできます。プログラマは、EJBモジュールのプロパティシートを使用し
て、Beanのメソッドのトランザクション属性を設定します。

Bean インスタンスの削除

クライアントはセッションを完了したときに、Beanインスタンスを破棄することがで
きます。このライフサイクル段階は次のように進行します。

クライアントがホームインタフェース (またはローカルホームインタフェース) かリ
モートインタフェース (またはローカルインタフェース) の removeメソッドを呼び出
します。それに応じて、コンテナは ejbRemoveメソッドを呼び出し、インスタンス
で使用されていたリソースをすべて閉じます。その後で、コンテナはメモリーからイ
ンスタンスを削除します。

注 - IDEは ejbRemoveメソッドのシグニチャを生成します。プログラマは、このメ
ソッドのコードを完成させる必要があります。

ステートレスインスタンスのプールへの格納

通常の本稼働環境では、多数のクライアントが同じエンタープライズ Beanに同時に
処理を要求します。この状況に対処するため、コンテナはステートレスセッション
Beanの複数のインスタンスを同時に作成し、後で使用できるようにプールに格納して
おくことができます。コンテナは、自分自身の判断でプールにインスタンスを格納す
ることができます。

ステートレスセッション Beanは、クライアントに関連する状態情報を複数のメソッ
ドの呼び出しにわたって保持しません。そのため、プールに格納されたインスタンス
は相互に交換できます。コンテナは、同じクライアントからの複数の要求を処理する
ために、プールから別々のセッション Beanを呼び出すことができます。

コンテナは、クライアントから大量かつ頻繁に要求があっても、ステートレスセッ
ション Beanのインスタンスが不足しないように、プールの中のインスタンス数を絶
えず調節します。たとえば、クライアントからの要求の数が増加すると、ステートレ
スセッション Beanのインスタンスを新しく作成し、メモリーが足りなくなると、こ
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れらのインスタンスを削除します。コンテナは、ステートレスセッション Beanの
ejbCreate メソッドと ejbRemoveメソッドを自分自身の判断で呼び出して、プー
ルを管理します。

ステートフルインスタンスの非活性化

ステートフルセッション Beanは、セッション全体にわたって、クライアントとの通
信状態を保持する必要があります。そのため、EJBコンテナはこれらの Beanのインス
タンスをプールには格納しません。これらのインスタンスは、クライアントから明示
的に指示されたときだけ、作成または削除されます。

その場合でも、リソースの使用量を制御するには、ステートフルセッション Beanが
一定時間保持するアクティブなインスタンス数を、コンテナによって管理させる必要
があります。コンテナは、メモリーが足りなくなったときにインスタンスを非活性化
し、その通信状態を二次記憶領域に待避させることができます。これにより、ほかの
クライアントのセッションを処理できるようになります。この処理では、コンテナは
まずインスタンスの ejbPassivate メソッドを呼び出し、プログラマがこのメソッド
に記述したコードに従ってリソースを解放し、すべてのフィールドを直列可能な状態
にします。コンテナは、その後でインスタンスの一時的ではないフィールドを二次記
憶域に書き出します。

クライアントが非活性化インスタンスのビジネスメソッドを呼び出すと、コンテナは
該当するインスタンスの状態を二次記憶域から復元し、そのインスタンスの
ejbActivate メソッドを呼び出します。プログラマがこのメソッドに記述したコー
ドに従って、ejbPassivateメソッドで解放されたリソースを取得し、直列可能では
なかったフィールドの値を復元します。

注 - IDEは、ステートフルセッション Beanとステートレスセッション Beanのどち
らについても、ejbPassivate メソッドと ejbActivateメソッドのシグニ
チャを生成します。プログラマは、これらのメソッドのコードを完成させる必要
があります。

セッションでの状態の同期化

プログラマは、ステートフル CMTセッション Beanにセッション同期化インタフェー
スを実装できます。コンテナは、ステートフル Beanのライフサイクルの間に、また
トランザクションの特定の時点でこのインタフェースを使用し、Beanのインスタンス
にトランザクションが開始または終了されようとしていることを通知します。プログ



第 2章 設計とプログラミング    33

ラマは、このインタフェースのメソッドをプログラミングし、Beanのインスタンス変
数をデータストアの最新のデータに同期させたり、トランザクションを中止させたり
することができます。このインタフェースには、afterBegin、
beforeCompletion、および afterCompletionの 3つのメソッドが含まれていま
す。

注 - IDEはセッション同期化メソッドのシグニチャを生成します。プログラマは、こ
れらのメソッドのコードを完成させる必要があります。

エンティティ Bean

エンティティ Beanはデータストア中の持続データを表現します。この種類の Bean
は、データベース表の行といったデータセットのオブジェクトビューを提供します。
エンティティ Beanのそれぞれのインスタンスには、データのエンティティが 1つず
つ含まれています (データのエンティティに加えて、そのエンティティに固有のビジ
ネスロジックが含まれる場合もあります)。クライアントとして動作する、またはクラ
イアントの処理を代行するセッション Beanは、エンティティ Beanを使用してデータ
ベースからデータを検索したり、データベースにデータを挿入したりできます。

エンティティ Beanの状態は環境に依存しません。エンティティ Bean は主キーとリ
モート参照が持っているため、サーバー、EJBコンテナ、またはクライアントに障害
が発生しても、消失することはありません。エンティティの状態は、最後にコミット
されたトランザクションの直後の状態に自動的に復元されます。

それぞれのクライアントは、エンティティ Beanの別々のインスタンスを取得するた
め、複数のユーザーが同じデータセットへアクセスすることができます。2つのクラ

イアントがエンティティ Beanの同じ検索メソッドを実行した場合は、両方のクライ
アントが同じリモートオブジェクトを参照します。それぞれの検索は互いに独立して
いるため、競合の問題は発生しません。そのため、エンタープライズ Beanでは、マ
ルチスレッドに対応したコードを使用する必要はありません (ただし、状況によって
は並行プロセスの実行が必要なこともあります。メッセージ駆動型 Beanを使用する
と、J2EEアプリケーションでのマルチスレッドをほぼ実現できます。この方法につい
ては 42ページの「メッセージ駆動型 Bean」を参照してください)。

クライアントは、固有のオブジェクト識別子 (Bean の主キー)に基づいて特定のエン
ティティ Beanを検出します。
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EJB コンテナのサービスの利用

エンティティ Beanのすべてのトランザクションは、EJBコンテナによって自動的に管
理されます。プログラマは、エンティティ Beanのコードを作成し、EJBモジュールを
作成した後で、EJBモジュールのプロパティシートを使用して Beanのトランザクショ
ン属性を宣言します。コンテナは、宣言されたトランザクション属性に従って、Bean
のトランザクションの範囲を識別します。IDE は、エンティティ Beanのビジネスメ
ソッド、生成メソッド、削除メソッド、検索メソッド、選択メソッド、およびホーム
メソッドのすべてに、デフォルトのトランザクション属性を自動的に割り当てます。

EJBプログラマは、エンティティ Beanの持続性をコンテナに管理させることも、コー
ドを記述して、エンティティ Bean自身にデータストアとの関係を管理させることも
できます。

IDE を使用して、コンテナ管理による持続性を使用するエンティティ Bean (CMP エ
ンティティ Bean)を作成する場合は、Beanクラスにデータストアに対する JDBC呼び
出しを記述する必要はありません。Beanのインスタンス変数をデータストアに同期さ
せるコードは、コンテナが提供します。プログラマは、インスタンス変数をデータ
ベース表の列にマップするための情報をコンテナに提供するだけで済みます。また、
サーバーに Beanの照会メソッドの実装させる方法は、EJB 照会言語 (EJB QL) で定義
できます。

検索メソッド中の EJB QLによる照会は、クライアントが既存のエンティティオブ
ジェクトを選択する際に使用できます。また、クライアントに結果を直接公開させな
いで、オブジェクトやエンティティ Beanの状態に関連する値を選択し、その値をク
ライアントに戻すようにする場合にも、オブジェクトの EJB QLによる照会を利用で
きます。このように情報を検索したい場合、EJB QLの照会処理では Bean の抽象持続
性スキーマを使用することができます。抽象持続性スキーマは、Beanの配備記述子の

一部で、Beanの持続フィールドと関係を定義するものです。

J2EE リファレンス実装 (RI) サーバーにアプリケーションを配備する例を考えてみま
す。サーバーは、 Bean中のメソッドと指定された EJB QL照会を見つけます。サー
バーは、この EJB QL照会から、この照会をマッピングするためにサーバー固有の
SQL 文を生成します。

場合によっては、サーバープラグインが自身で利用するために生成した SQL 文を部分
的に変更する必要があります。これは、そのサーバーが自身で作成した SQL へのアク
セスを許可していることを前提としています。たとえば、J2EEリファレンス実装 (RI)
サーバーを使用していて、アプリケーションに EJB 1.1 環境で作成された CMPエン
ティティ Beanが含まれている場合、現在の環境で正しく動作させるために、サー
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バーが生成したあるメソッドに対する SQL を変更する必要があります。また、生成し
た SQL を書き換えると、CMT エンティティ Bean のマッピング規則も変更できま
す。

エンティティ Bean間での関係は EJB コンテナによって管理できます。外部キーを使
用しているデータベースから、複数の関係 CMPエンティティ Beanを含んだセットを
生成すると、Bean間の関係は IDE によって自動的に保持されます。

コンテナ管理による持続性を使用すると、コーディング作業が簡単になり、特定の
データストアに依存しないエンティティ Beanを作成できるようになります。

それと同時に、マッピングツールによってサポートされない旧式のコードをラップす
るための EJBアプリケーションの作成が必要なこともあります。また、複数の表の連
結や、場合によっては異なるデータベースの連結 (リレーショナルでないデータベー
スなど)が必要なこともあります。こういった場合、EJB アプリケーションを配備する
アプリケーションサーバーの能力に応じて、持続性を Beanに管理させ、EJBプログラ
マがすべてのデータベース呼び出しをエンティティ Beanに手作業で記述する必要が
出てくることもあります。利用するサーバーが、処理に必要な持続性をサポートして
いる場合は、コンテナに持続性を管理させる方法が最良です。ただし、エンティティ
の状態管理の柔軟性の点では、Beanが持続性を管理した方が一般的に優れています。

エンティティ Bean のライフサイクル

アプリケーションサーバーは、EJBクライアントが使用するエンティティ Beanインス
タンスのプールを作成します。実行時には、EJBコンテナによって管理される複数の
処理段階で、これらのインスタンスがクライアントからの要求に応じて使用されま
す。これらのインスタンスは、不要になった時点で破棄されます。

ここからは、エンティティ Beanのライフサイクル段階、エンティティ Beanを次のラ
イフサイクル段階へと移行させるメソッド、プログラマが行う必要のある作業を説明
します。

Bean インスタンスのプールの作成と管理

エンティティ Beanの実行時のライフサイクルは、コンテナが Beanのインスタンスを
作成し、プールに格納したときに始まります。

多数の EJBクライアントが多数のエンティティ Bean を同時に使用し、処理を行わせ
る場合があります。コンテナは、自分自身の判断で Beanの複数の匿名インスタンス
を前もって作成し、プールに格納しておくことができます。これらのインスタンスを
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検索メソッドによる照会の実行に使用したり、これらのインスタンスに識別情報を割
り当てたりすることができます。データストアのデータを格納するためにインスタン
スが必要になると、コンテナはプールに格納されているインスタンスを使用可能状態
にします (使用可能状態のインスタンスには、そのインスタンスを一意に識別する主
キーが割り当てられます)。コンテナは、新しいインスタンスを作成したり、不要に
なったインスタンスを削除したりして、プールのサイズを調節できます。

コンテナは、次のメソッドを呼び出して、プールに新しいインスタンスを作成しま
す。

1. newInstance メソッドを呼び出して、エンティティ Beanの新しいインスタンス
を作成します。

2. setEntityContext メソッドを呼び出して、作成したインスタンスをエンティ
ティコンテキストオブジェクトに関連付けます。

これで、インスタンスがプール状態になります。

コンテナは、インスタンスをプール状態から使用可能状態へと、さらに使用可能状態
からプール状態へと切り替えます。クライアントが識別情報を使用してエンティティ
を要求し、使用可能状態のインスタンスの中に、その識別情報に対応するものがない

場合は、コンテナはインスタンスをプール状態から使用可能状態に切り替えます。そ
の際に、コンテナは該当するインスタンスの ejbActivateメソッドを呼び出しま
す。プログラマがこのメソッドにコードを記述して、(プール状態のインスタンスでは
なく)識別情報が割り当てられたインスタンスに必要なリソースを取得できます。コ
ンテナは、ejbActivate メソッドを呼び出した後で、エンティティのインスタンス
変数に値を格納し、そのインスタンスをリモートオブジェクトに関連付けます。

これで、インスタンスが使用可能状態になります。

ejbActivate メソッドでは、エンティティのインスタンス変数に値を読み込まない
ことに注意してください。インスタンス変数への値の読み込みは、BMPエンティティ
Beanでは ejbLoadメソッドで処理され、CMPエンティティ Beanではコンテナ自身
によって処理されます。

使用可能状態のインスタンスが増えすぎた場合は、コンテナはそれらのインスタンス
を非活性化し、プール状態に戻すことができます。その際に、コンテナは該当するイ
ンスタンスの ejbPassivateメソッドを呼び出し、プログラマがこのメソッドに
コードを記述して、プール状態のインスタンスに不要なリソースを解放できます。さ
らに、コンテナはこのインスタンスをリモートオブジェクトから切り離し、エンティ
ティのインスタンス変数の現在値をデータベースに保存します。
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この場合も、ejbPassivateメソッドでは、エンティティのインスタンス変数値を
データベースに保存しないことに注意してください。インスタンス変数値のデータ
ベースへの保存は、BMP エンティティ Beanでは ejbStoreメソッドで処理され、
CMPエンティティ Beanではコンテナ自身によって処理されます。

非活性化インスタンスをプールから取り除く場合は、コンテナは該当するインスタン
スの unsetEntityContextメソッドを呼び出し、そのインスタンスをエンティティ
コンテキストオブジェクトから切り離します。コンテナは、その後でこのインスタン
スを破棄します。

注 - IDEは、setEntityContextメソッド、unsetEntityContextメソッド、
ejbActivate メソッド、ejbPassivateメソッドのシグニチャを生成しま
す。プログラマは、特定のエンティティのコンテキストやリソースが必要な場合
に、これらのメソッドを完成させる必要があります。

Bean インスタンスを使用した新しいエンティティの作成

(データをデータストアに挿入するために) 新しいエンティティを作成する必要が生じ
ると、EJBクライアントは Beanのホームインタフェースの生成メソッドを呼び出しま
す。それに応じて、コンテナは次の処理を行います。

1. セキュリティチェックを実行し、生成メソッドのトランザクション属性で指定され
たトランザクション制御を適用します。

2. プール内の Beanインスタンスの ejbCreateメソッドを呼び出します。CMPエン
ティティ Bean では、このメソッドは持続フィールドの値を初期化し、コンテナが
データストアにデータを挿入できるようにします。BMP エンティティ Bean では、
このメソッドはフィールドの値を初期化し、レコードをデータベースに挿入しま
す。

3. Beanのリモートオブジェクトを作成し、新しい Bean インスタンスに関連付けま
す。

4. Beanインスタンスの ejbPostCreateメソッドを呼び出して、初期化を完了しま
す。この Bean インスタンスには、コンテナによって識別情報がすでに割り当てら

れています。そのため、ejbPostCreateメソッドでは、関連付けられたリモート
(またはローカル)インタフェース、主キーといった識別情報を、ほかのエンタープ
ライズ Bean に渡すことができます。
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クライアントは、インスタンスのリモートオブジェクトの参照を受け取ります。この
インスタンスは使用可能状態になり、ビジネスメソッドを実行できるようになりま
す。30ページの「ビジネスロジックの実行」を参照してください。

注 - IDEは ejbCreateメソッドと ejbPostCreateメソッドのシグニチャを生成
します。プログラマは、これらのメソッドを完成させる必要があります。さら
に、コンテナによって適用されるセキュリティ制御とトランザクション属性も指
定する必要があります。

既存の Bean インスタンスの検出

EJBクライアントは、Bean インスタンスのホームオブジェクトの検索メソッドを呼び
出して、既存のエンティティを検出することができます。検索メソッドは、特定の検
索条件に適合するエンティティをすべて返します。findByPrimaryKeyメソッドに
加えて、エンティティ Beanにほかの検索メソッドをいくつでも追加することができ
ます。

クライアントがインスタンスのホームオブジェクトの検索メソッドを呼び出すと、次
の処理が実行されます。

1. コンテナはセキュリティチェックを行い、検索メソッドのトランザクション属性で
指定されたトランザクション制御を適用します。

2. コンテナはプール内の匿名インスタンスの検索メソッドを呼び出します。

3. 検索メソッドは 1つ以上のインスタンスの主キーを返します。検索メソッドが返す
のは主キーだけです。

4. コンテナは、それぞれの主キーに対応するリモートオブジェクトを検出または作成
し、クライアントにこれらのオブジェクトの参照を返します。

注 - IDEは findByPrimaryKeyメソッドのシグニチャを生成します。プログラマ

は、Beanに必要なその他の検索メソッドを作成する必要があります。

クライアントは、リモートオブジェクトのメソッドを使用して、検出されたインスタ
ンスのビジネスメソッドを呼び出すことができます。30ページの「ビジネスロジック
の実行」を参照してください。
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ビジネスロジックの実行

EJBクライアントは、エンティティ Beanのインスタンスに処理を行わせる必要が生じ
たときに、該当するインスタンスのリモートオブジェクトのビジネスメソッドを呼び
出します。それに応じて、コンテナは次の処理を行います。

1. セキュリティチェックを行い、ビジネスメソッドのトランザクション属性で指定さ
れたトランザクション制御を適用します。

2. インスタンスのビジネスメソッドを呼び出します。

ビジネスメソッドが終了すると、クライアントはその結果を受け取ります。35 ページ
の「Beanインスタンスのプールの作成と管理」で説明したように、コンテナは必要に
応じてインスタンスを休止させます。

注 - IDEを使用すると、リモート (またはローカル)インタフェースと Beanクラスの
両方にビジネスメソッドのシグニチャを簡単に作成することができます。プログ
ラマは、Beanクラスのビジネスメソッドのコードを完成させる必要がありま
す。

Bean インスタンスを使用した既存のエンティティの削除

(データストアからデータを削除するために) 既存のエンティティを取り除く必要が生
じると、EJBクライアントはインスタンスのホームオブジェクトやリモートオブジェ
クトの削除メソッドを呼び出します。それに応じて、コンテナは次の処理を行いま
す。

1. セキュリティチェックを行い、削除メソッドのトランザクション属性で指定された
トランザクション制御を適用します。

2. インスタンスの ejbRemoveメソッドを呼び出します。これにより、CMPエン
ティティ Bean のインスタンスではコンテナが削除するデータが用意され、BMP エ
ンティティ Bean のインスタンスではデータが削除されます。

3. トランザクションを適切にコミットします。

注 - IDEは、ejbRemoveメソッドのシグニチャを生成します。プログラマは、この
メソッドを完成させる必要があります。
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インスタンスとデータストアとの同期

コンテナは、トランザクションの特定の時点で、Beanインスタンスのデータをデータ
ストアのデータに同期させる必要があります。そのために、コンテナは次の処理を行
います。

� エンティティがアクティブなトランザクションに移行したときに、インスタンスの
ejbLoad メソッドを呼び出します。

� CMPエンティティ Beanでは、コンテナがエンティティオブジェクトの状態
を、データストアから Beanのコンテナ管理フィールドに読み込んだ後で、この
メソッドが呼び出されます。プログラマは、このメソッドを使用して、コンテナ
が読み込んだフィールド値に演算を適用できます。

� BMPエンティティ Beanでは、通常このメソッドはデータストアからデータを
読み込み、Beanのインスタンス変数に代入します。

� トランザクションがコミットされるか、インスタンスが非活性化されたときに、イ
ンスタンスの ejbStoreメソッドを呼び出します。

� CMPエンティティ Beanでは、コンテナがコンテナ管理フィールドの内容を
データストアに書き込む前に、このメソッドが呼び出されます。プログラマは、
このメソッドを使用して、コンテナ管理フィールドの内容 (すなわちデータスト
アに書き込む値)を用意することができます。

� BMPエンティティ Beanでは、このメソッドは Beanのインスタンス変数の値を
データストアに書き込みます。

注 - IDEは、ejbLoad メソッドと ejbStoreメソッドのシグニチャを生成します。
BMPエンティティ Beanでは、プログラマがこれらのメソッドを完成させる必
要があります。CMPエンティティ Beanでは、データストアとの同期はコンテ
ナによって管理されるため、通常はこれらのメソッドにコードを追加する必要は

ありません。

関係 CMP エンティティ Bean のセットとコンテナ管理に
よる関係

CMPエンティティ Beanのインフラストラクチャの作成には、 1度に 1つのインフラ
ストラクチャだけを作成する EJBビルダーのウィザードを使用できます。ただし、外
部キーをもつデータベース表や連結された表に対して、複数の CMPエンティティ
Beanのインフラストラクチャを作成したい場合は、こういった CMPエンティティ
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Bean全体のインフラストラクチャを一度にまとめて生成した方が簡単で信頼性も高く
なります。この操作に用意された EJBビルダーのウィザード画面では、データベース
またはスキーマ中の表を表示し、選択した表から対応する CMPエンティティ Beanの
セットを生成できます。Beanを作成すると共に、ウィザードは外部キーを表す論理エ
ンティティを作成し、表を連結します。さらに、格納用の EJBモジュールを生成し、
最後に Beanの関係を追跡します。

作成したセットに含まれる CMPエンティティ Bean 1つ 1つは、個々に独立して作成
された CMPエンティティ Beanと違いがありません。Bean の機能、処理能力、プロ
パティ、およびライフサイクルは同じです。ただし、関係 CMPエンティティ Beanの

セットの生成にウィザードを使用した場合、表の連結や外部キー用に必要な
Enterprise Beanのコードにあたるようなコードを記述する必要はありません。IDE
は、こういったリンクをコンテナ管理による関係 (CMR: Container-Managed
Relationship)と呼ばれる論理フィールドとして表します。CMR フィールドは外部
キーのようなものです。EJB QLによる照会では、CMPフィールドの代わりに CMR
フィールドを使用して表の連結に等しい処理を実行できます。

EJBコンテナは、Enterprise JavaBeans仕様に沿って CMR を管理することで、関連す
る複数の CMPエンティティ Bean間の参照の完全性を確保します。IDE Collection
APIを使用すれば、Bean の CMRを操作することができます。CMR についての情報
は、関連する Beanのセットが常駐する EJB モジュールに含まれています。

Beanでは、クラスは CMR の指向性と基本性を指定する抽象アクセサメソッドとなっ

ています。たとえば、Orderと LineItemsという 2つの Bean間の関係は次のよう
になります。

� Order Beanには getLineItemsメソッドと setLineItemsメソッドがありま

す。 Order Bean は、これらのメソッドを使用して注文用の商品リストにアクセス
できます。

� LineItems Beanには getOrderメソッドと setOrderメソッドがあります。
Order Bean は、これらのメソッドを使用して商品が属する注文にアクセスできま
す。

CMR には、カスケード削除機能が使用できます。この機能は宣言的に指定され、配
備記述子に保存されます。

CMR フィールドは、CMPエンティティ Beanからのローカルインスタンスへのアク
セスを提供します。したがって、CMR フィールドを持てるのはローカル型インタ
フェースを持つ Beanだけです。
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メッセージ駆動型 Bean

クライアントからメッセージを受信し、そのメッセージに従いプロセスを非同期的に
開始する、アプリケーションコンポーネント間の仲介として動作する特殊なエンター
プライズ Beanがあります。これをメッセージ駆動型 Beanといい、エンタープライズ
Beanの多くの機能と Javaメッセージサービス (JMS)メッセージ指向型ミドルウェア
(MOM: Message-Oriented Middleware) のリスナーとしての機能を兼ね備えていま
す。メッセージ駆動型 Beanを使用すると、スレッドや並行処理に近い処理が EJB 環
境で実行できます。

J2EEアプリケーションのエンタープライズ Bean が RMI呼び出しに応答するのに対
し、メッセージ駆動型 Beanは他のアプリケーションコンポーネント (通常はクライア
ント)から送信されるメッセージの特定のリソースを待機します。こういったメッ
セージが着信すると、その時点で動作しているプロセッサまたはサーバーに関係な
く、onMessage メソッドが起動され、メッセージの受信がメッセージ駆動型 Beanに
通知されます。メッセージ駆動型 Beanは、ステートレスセッション Beanを呼び出し
てプロセスを開始すると共に、そのメッセージに従った処理を実行します。

メッセージソースの使用 (送信先)

送信先はクライアントがメッセージを送信する相手で、メッセージ駆動型 Beanが待
機するリソースです。キューやトピックなどが送信先となります。

� キュー -メッセージキューは、ポイントツーポイントまたはプル (電子メールの発
信・受信形態に類似したモデル) を使用します。クライアントは、メッセージを
キューオブジェクトに送信します。メッセージ駆動型 Bean はキューに対して定期
的にポーリングし、自分宛のメッセージを取得します。メッセージ 1つは 1つの受
信者に対して送信されます。

� トピック -メッセージトピックはパブリッシュとサブスクライブまたはプッシュ
(オンラインニュースへの登録に類似したモデル)を使用します。クライアントはト
ピックオブジェクトへメッセージを送信します。その特定のトピックに登録してい
るすべてのメッセージ受信者は同じメッセージを受信します。1つのメッセージは
多くのメッセージ受信者にブロードキャストされます。

トピックサブスクリプションには永続と非永続があります。

� 永続 -メッセージは、後でメッセージ受信者がシステムに接続したときに取り出
せるよう保存されます。
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� 非永続 -メッセージは、そのときに接続していた受信者だけが取得でき、古い
メッセージは保存されません。

メッセージ駆動型 Bean が有効な利用形態

メッセージ駆動型 Beanを使用するアプリケーションでは、他のアプリケーションコ
ンポーネントの状態への依存性が最少になります。メッセージ駆動型 Beanは 1方向
の操作でだけ使用されます。

送信先が有効になっている限り、メッセージ駆動型 Beanのサーバーや目的のアプリ
ケーションが現在配備されているかどうかに関係なく、アプリケーションクライアン
トはメッセージを送信先に送信できます。コンテナが、クライアントによって起動さ
れたプロセスの完了を待つ必要はありません。さらに、メッセージ駆動型 Beanとそ
れが呼び出した Beanが処理を実行している間、クライアントはサーバーに拘束され
る必要がなくなります。したがって、1つ以上のクライアントが 1つ以上のサーバー
にメッセージを送信し、複数のプロセスを起動させることができます。

メッセージが着信する前に、アプリケーションが処理に時間のかかるプロセスを開始
させたり、サーバーが停止したり、またはその他の理由によってリソースが利用でき
なくなった場合、メッセージ駆動型 Beanが形成する中間層を利用して処理を継続さ
せることができます。メッセージ駆動型 Beanは、一方でユーザーへの応答を確保し
ながら、他方でプロセスを開始できるようなクライアントに理想の手段を提供しま
す。たとえば、オンラインショッピングのアプリケーションではメッセージ駆動型
Beanを使用して、顧客のクレジットカードの番号が有効かどうかを確認している最中
にも、顧客が他の商品の検索を続けられるような処理を実行できます。ショッピング
アプリケーションのクライアントコンポーネントはメッセージ駆動型 Beanにメッ
セージを送信するだけで、これまでの処理を継続できます。

メッセージ駆動型 Beanの利用は、アプリケーションの負荷分散とスケジューリング
の効率化をもたらします。たとえば、データベースの閑散期に処理を開始したりでき
ます。非同期型プロセスは、異なる時間帯に属していたり、地理的に離れたりしてい
る複数のシステムでの通信や処理で特に有利です。

あるアプリケーションが、処理手続きのよくわからない他のアプリケーションと対話
型の処理を実行する必要がある場合、メッセージ駆動型 Beanを使ってこの 2つのア
プリケーションをゆるやかに接続させることができます。多くの旧型システムはメッ
セージによる処理ができるので、 J2EEアプリケーションとのインタフェースとして
メッセージ駆動型 Beanが利用できます。
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メッセージ駆動型 Beanは onMessageメソッドが呼び出された場合にだけ、JMS 環

境と対話します。IDE の EJBビルダーのウィザードを使用して生成したメッセージ駆
動型 Beanは、JMS と透過的に結合できるため、 JMS コードを別に記述する必要があ
りません。JMS への接続とそのメッセージ用のチャネル (送信先) は Bean のプロパ
ティとして指定するため、必要であれば 1つのメッセージ駆動型 Beanを簡単に書き
換えて、異なる送信先へ接続できます。

メッセージ駆動型 Bean が有効でない利用形態

状況によっては、メッセージ起動型 Beanの利用が適切でないこともあります。次に
そういった状況の例を挙げます。

� 戻り値が必要な場合。メッセージ駆動型 Beanが、void以外の値を戻す場合は、
手作業によるコーディングが必要です。また、これは特定のクライアントだけに対
して記述される必要があります。結果を戻す必要がある場合には、セッション
Bean を利用した方が効率的です。

� 処理が成功したことを確認する必要がある場合。メッセージ駆動型 Beanは、他の
エンタープライズ Bean と異なり例外をスローできません。

� Beanの操作が、一定時間内に処理を終了する必要があるトランザクションの一部
である場合。

� サーバーがクライアントのセキュリティ ID を知る必要がある場合。メッセージ
は、メッセージ駆動型 Bean にセキュリティ IDを伝播しません。この種類の Bean
では、すべてのインスタンスは同じに扱われます。

� 性能が要求される場合。メッセージによる処理はクライアントとサーバーとの中間
層になります。メッセージ駆動型 Bean が比較的軽量だとはいえ、層をもう 1つ持
つことはシステム応答時間を遅らせる原因になります。

� アプリケーションを小型で単純に保ちたい場合。非同期型プロセスを必要としない
アプリケーションは、コーディングとデバッグが簡単です。

メッセージ駆動型 Bean のライフサイクル

実行時には、アプリケーションクライアントによってメッセージ駆動型 Beanが待機
する送信先にメッセージが送信されます。これらのメッセージが着信すると、アプリ
ケーションサーバーは、その Beanのインスタンスを作成してクライアントの要求に
応えます。
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この種類の Beanは非常に単純なライフサイクルを持っています。ステートレスセッ
ション Beanの場合、インスタンスは EJB コンテナによって動的に管理されるいくつ
かの段階を経て処理されます。そして、インスタンスが不要になると破棄されます。

メッセージ駆動型 Beanのライフサイクルでの個々の段階、Bean が次の段階に移る
きっかけとなるメソッド、および EJBプログラマの役割についてを次の節で説明しま
す。

Bean インスタンスの生成と初期化

メッセージ駆動型 Beanの実行時ライフサイクルは、クライアントがキューまたはト
ピックに対して、メッセージ駆動型 Beanに取得される (読み込まれて処理される)
メッセージを送信した時点で開始します。それに応えて、EJBコンテナは次の 2つの
メソッドを順に呼び出します。

1. newInstance メソッド -メッセージ駆動型 Bean の新規インスタンスを生成しま
す。

2. setMessageDrivenContext メソッド -各インスタンスをメッセージ駆動型コ
ンテキストオブジェクトと関連付けます。

3. ejbCreate メソッド -インスタンスを初期化します。

注 - IDEは、setMessageDrivenContextメソッドと ejbCreateメソッドのシグ
ニチャを生成します。プログラマは、このメソッドの本体を完成させる必要があ
ります。

メッセージの送信後は、結果が戻される場合を除き、クライアントが処理に関与する
必要はありません。

ビジネスロジックの実行を目的とした他の Bean の起動

これでメッセージ駆動型 Beanのインスタンスが生成され、初期化されました。イン
スタンスとコンテナは、次のように協調動作します。

� Beanインスタンスは、メッセージを取得し、クライアントの要求するタスクを確
認します。

� 同じ Beanインスタンスが、適切なステートレスセッション Bean のインスタンス
の作成をコンテナに依頼します。
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� コンテナがセッション Beanインスタンスを作成し、メッセージ駆動型 Bean の
onMessage メソッドのトランザクション属性よって指定されたトランザクション
制御を適用します。

� メッセージ駆動型 Beanインスタンスによって、ステートレスセッション Bean の

インスタンスにあるビジネスメソッドを呼び出します。

最後に、指定がある場合は、クライアントが再び同じセッション Beanまたはその
サーバー上の他のエンタープライズ Beanを呼び出して、ビジネスメソッドの結果を
受け取ります。

注 - IDEは、onMessageメソッドのシグニチャを生成します。プログラマはこのメ
ソッドの本体を完成される必要があります。また、EJBモジュールのプロパティ
シートを使用して、Beanのメソッドにトランザクション属性を設定します。

Bean インスタンスの削除

メッセージ駆動型 Beanの仕事は、アプリケーション中の他の Beanに割り当てられた
タスクを手渡した時点で終了します。コンテナはメッセージ駆動型 Beanインスタン
スの ejbRemove メソッドを呼び出して、そのインスタンスが使用して開いたままに
なっているリソースを終了します。その後、コンテナはその処理を終了したインスタ
ンスをメモリーから削除します。

注 - IDEは ejbRemoveメソッドのシグニチャを生成します。プログラマは、このメ
ソッドの本体を完成させる必要があります。

メッセージ駆動型 Bean インスタンスのプールへの格納

ステートレスセッション Beanの場合、コンテナはメッセージ駆動型 Beanの複数のイ

ンスタンスを同時に生成し、プールへ格納できます。コンテナは、自身の命令でイン
スタンスプールを管理できます。着信メッセージの数が増えた場合には新規インスタ
ンスを作成でき、メモリーが足りなくなった場合はインスタンスを削除できます。

メッセージ駆動型 Beanのインスタンスが状態情報を維持していない場合は、プール
中のメッセージ駆動型インスタンスはすべて同一で、どれも同じように使用できま
す。
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J2EE仕様は、あるメッセージ駆動型 Bean の複数のインスタンスに対するメッセージ
が特定の順序で配信されることを保証しません。したがって、アプリケーションは、
任意の順序で配信された複数メッセージを処理できることが前提となります。

アプリケーションでのエンタープライズ Beanの使
用
メッセージ駆動型 Bean、セッション Bean、エンティティ Beanの組み合わせの要否
およびその方法は、アプリケーションの目的によって決まります。場合によっては、1
種類の Beanだけを使用した方が良い結果を得られることもあります。ごく単純なア

プリケーションの場合は (CRUD 操作を 1つだけ実行するアプリケーションなど)、
EJBモジュールにセッション Bean またはエンティティ Beanを 1つだけ持たせること
ができます。それ以外の場合には、複数の種類のエンタープライズ Beanの能力と機
能を最大に実行できるような形態が望まれます。

EJBモジュールにエンタープライズ Beanを追加することで、アプリケーションの処理
範囲と能力を増やし続けていくことができます。EJBアプリケーションは、高い拡張
性を持っています。

次に、アプリケーション内でのエンタープライズ Beanとその他のコンポーネントと
の組み合わせの例を挙げます。

� ステートフルセッション Bean 1つと複数の CMPエンティティ Beanを含む EJBモ
ジュールの場合。セッション Bean は、複数のユーザーセッションを形成します。

各セッションでは、そのセッション Bean のインスタンスがエンティティ Beanの
インスタンスに命令し、データベースに対する検索とデータの書き込みを実行しま
す。EJB コンテナは、そのためのエンティティ Beanの持続性とトランザクション
を管理します。

� 複数の CMPエンティティ Beanを含む EJBモジュールの場合。このモジュール
は、同じアプリケーション内にあるWebモジュールと対話します。Webモジュー
ルはアプリケーションクライアントとして動作し、それが持つ 1つ以上のコンポー
ネントによって EJB モジュール中の個々のエンティティ Beanのメソッドが呼び出

されます。エンティティ Beanはデータベースと対話し、エンドユーザーにはWeb
モジュールのコンポーネントを介して結果が戻されます。
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� メッセージ駆動型 Beanとセッション Beanを 1つずつと、1つ以上のエンティティ
Bean を含む EJBモジュールの場合。このモジュールは、Webモジュールと対話し
ます。このWebモジュール中のクライアントコンポーネントはキューに対して
メッセージを送信します。メッセージ駆動型 Bean は待機し、このキューへのメッ
セージを取得すると、そのセッション Bean で非同期型プロセスを開始します。こ
のプロセスを通じて、エンティティ Bean からのデータベースに対する処理が実行
されます。

これらの例については、マニュアル『J2EEアプリケーションのプログラミング』で詳
しく説明されています。

例外を使用した問題の対処
実行時に問題が発生した場合の対処方法は、Beanクラスで定義します。データベース
接続を使用できない、データベースのメモリが不足しているために SQL の挿入エラー
が発生する、オブジェクトが見つからないといったシステムレベルの問題は、
javax.ejb.EJBException インタフェースを使用するシステム例外で表現します。
コンテナは、このタイプの例外を検出し、リモート例外の中に組み込み、システム管
理者が対処できるようにクライアントに返します。

エンタープライズ Beanのビジネスロジックのエラーといったアプリケーションレベ
ルの問題は、javax.ejb パッケージなどに用意されている事前定義例外か、プログ
ラマが作成するカスタム例外で処理できます。コンテナは、このタイプの例外を検出
し、クライアントに返して対処させます。

Forte for Java 4 IDE のウィザードを使用して、エンタープライズ Bean やそのメソッ
ドを作成すると、必要な例外がメソッドのシグニチャに自動的に追加されます。たと
えば、ホームインタフェースとリモートインタフェースのすべてのメソッドのシグニ
チャには、java.rmi.RemoteExceptionが組み込まれます。さらに、すべての生
成メソッドのシグニチャには、javax.ejb.CreateExceptionが組み込まれます。

IDE のエクスプローラウィンドウの GUI機能を使用してメソッドを作成した場合は、
メソッドからスローするアプリケーションレベルの例外も指定することができます。
これらのアプリケーション例外は、リモート (またはローカル) インタフェースと
Beanクラスの両方に自動的に追加されます。



第 2章 設計とプログラミング    49

配備記述子の操作
エンタープライズ Beanの基本目的は、同じエンタープライズ Bean を別々のアプリ
ケーションで再利用できるようにし、別々のサーバーに配備できるようにすることで
す。この目的のために、個々のサーバーが実行時に知る必要のあるすべての情報を、
配備記述子という XML メタファイルにまとめます。この記述子ファイルには、Bean
の構造、ほかの Beanとの関係、データストアの場所、ユーザーがデータストアにア
クセスするのに必要な情報、その他外部依存性についての情報がすべて含まれていま
す。

エンタープライズ Beanを作成すると、IDEによって、その Beanの初期配備記述子が
生成されます。Beanのプロパティシートを使用すると、Bean の外部依存性をすべて
宣言することができます。IDEを使用して、Beanを EJBモジュールにアセンブルする
ときに、Beanのデフォルトのプロパティ値に優先する値を指定したり、EJB モジュー
ル全体のプロパティを設定したりできます。これらのプロパティは、EJBモジュール
のプロパティシートで設定することもできます。配備時には、IDE は EJBモジュール
の配備記述子を生成し、その中にプログラマが指定したプロパティをすべて組み込み
ます。

セキュリティポリシーの適用
EJBコンテナには、アプリケーションを保護する機能、すなわちエンタープライズ
Beanのメソッドを呼び出すことのできるユーザーを制限する機能があります。アプリ
ケーションのセキュリティポリシーは、宣言とプログラムのどちらかで指定できま
す。宣言によるセキュリティは、配備記述子の中で指定するため、配備を行う前であ
れば、いつでも変更できます。プログラムによるセキュリティは、エンタープライズ
Beanのコードの中で、プログラマが定義します。

ほとんどの場合は、宣言によるセキュリティ指定が適しています。宣言によるセキュ
リティは、指定するのが簡単で、開発、アセンブル、配備のどの段階でも指定するこ
とができます。
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プログラムによるセキュリティ指定は、これよりも複雑です。ただし、セキュリティ
をより細かく制御できるので、アプリケーションによっては、このセキュリティが必
要になります。たとえば、呼び出し元のユーザーの識別情報に応じて、メソッドの本
体で別々のロジックを実行したい場合は、プログラムによるセキュリティを使用する

必要があります。

エンタープライズ Beanのセキュリティポリシーを指定するには、アプリケーション
に対する一連のセキュリティロールを定義します。セキュリティロールとは、エン
タープライズ Beanのメソッドの実行権限を共有するユーザーの集まりです。

宣言によるセキュリティ指定では、それぞれのセキュリティロールを、そのロールを
持つユーザーが実行可能な Beanメソッドに割り当てます。実行時には、コンテナは
メソッドを呼び出したユーザーのセキュリティロールをチェックし、そのユーザーに
メソッドを実行する権限を与えるかどうかを決定します。

プログラムによるセキュリティ指定では、コンテナから提供されるメソッド
(getCallerPrincipal と isCallerInRole) を使用して、メソッドを呼び出した
ユーザーの識別情報やロールを特定し、必要に応じて条件付きロジックを使用するこ
とができます。

エンタープライズ Bean のセキュリティの宣言

エンタープライズ Beanを EJB モジュールにアセンブルした後で、セキュリティロー
ルとメソッドの実行権限を宣言します。EJBモジュールのプロパティシートでは、該
当する EJBモジュールに対するセキュリティロールを定義できます。アセンブル後の
EJBコンポーネントのプロパティシートでは、セキュリティロールごとに、そのロー
ルを持つユーザーが実行可能なメソッドのリストを定義します。

宣言によるセキュリティを使用した場合は、開発段階やテスト段階の任意の時点で、
セキュリティ権限を変更することができます。同じ Beanを含んでいる EJB モジュー
ルごとに、セキュリティロールやメソッドの実行権限を使い分けることもできます。

エンタープライズ Bean のセキュリティのプログラミング
プログラムによるセキュリティ指定では、次の情報を特定することができます。

� メソッドを呼び出したユーザーの個人識別情報
� メソッドを呼び出したユーザーに、特定のセキュリティロールが与えられているか
どうか
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これらの情報をもとに、ユーザーの識別情報やロールに応じてロジックを条件分岐さ
せることができます。

呼び出し元のユーザーの識別情報を特定するには、javax.ejb.EJBContextオブ
ジェクトの getCallerPrincipalメソッドを使用します。このメソッドから返され
る java.security.Principalオブジェクトから、呼び出し元のユーザーの名前を
特定することができます。この情報を使用してユーザーについてのさらに詳しい情報
をデータベースに照会できます。

呼び出し元のユーザーに、特定の論理的ロールが与えられているかどうかを確認する
には、javax.ejbEJBContextオブジェクトの isCallerInRole(String <ロール
名>)メソッドを使用します。このメソッドは、呼び出し元のユーザーに、引数で指定
された論理的ロールが与えられているかどうかを示す Boolean値を返します。このメ
ソッドを使用する場合は、コードで使用する <ロール名>を、Bean のプロパティシー
トでのセキュリティロールの参照として宣言する必要があります。

アセンブル時に、この Beanを EJBモジュールに組み込むと、その Beanでのセキュリ
ティロールの参照が、EJBモジュールで定義されたセキュリティロールに対応付けら
れます。したがって、プログラマは、アセンブル時に決定される実際のセキュリティ
ロール名を知る必要はありません。

エンタープライズ Beanと J2EE アプリケーションのセキュリティ機能の実装に関する
詳細については、マニュアル『J2EEアプリケーションのプログラミング』を参照して
ください。

アプリケーションサーバーとデータベース
Forte for Java 4 IDE で作成したエンタープライズ Bean は、IDEに組み込まれている
アプリケーションサーバーを使用してテストするのが一般的です。このサーバーは、
J2EEリファレンス実装 (RI)サーバーであり、非商用のオペレーションサーバーです。
このサーバーは、デモンストレーション用、プロトタイプ用、教育用に無料で使用す
ることができます。エンタープライズ Beanを RI でテストして、さまざまなアプリ
ケーション条件での Beanの動作を確認することができます。このマニュアルでの例
題はすべて、RI をアプリケーションサーバーとして記述されています。

その他のアプリケーションサーバーおよび IDE に使用できるサーバープラグインにつ
いての情報は、「Forte for Java 4リリースノート」を参照してください。
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IDE を使用して生成したエンティティ Beanは、IDE に組み込まれているデータベー
ス PointBase Server 4.2 Restricted Editionを使用してテストできます。このマニュア
ルでの例題はすべて、PointBase をデータベースとして記述されています。

詳細情報の参照先
このマニュアルですでに紹介した仕様書と Blueprints に加えて、EJBプログラマ向け
の多数の資料があります。たとえば、次の各文書には、エンタープライズ Beanの設
計やプログラミングを改良するためのテクニックが示されています。

� Forte for Java 4 tutorials and example applications
http://forte.sun.com/ffj/documentation/

tutorialsandexamples.html

� Java 2 Platform, Enterprise Edition Blueprints
http://java.sun.com/j2ee/blueprints

� Designing Enterprise Applications with the J2EE Platform, Second Edition
http://java.sun.com/blueprints/guidelines/

designing_enterprise_applications_2e/index.html

� Seven Rules for Optimizing Entity Beans (著: Akara Sucharitakul)
http://developer.java.sun.com/developer/technicalArticles/ebeans/

sevenrules/

� Working with J2EE Application Clients (著: Monica Pawlan)
http://developer.java.sun.com/developer/technicalArticles/J2EE/

appclient/

� Designing Entity Beans for Improved Performance (著: Beth Stearns)
http://developer.java.sun.com/developer/technicalArticles/ebeans/

ejbperformance/
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第3章

セッション Beanの開発

Forte for Java 4 IDE の EJBビルダーを使用して、セッション Bean をプログラミング
することができます。セッション Beanは、Enterprise JavaBeans アプリケーションの
内部で、クライアントのためにサーバー側のビジネスロジックを実行します。この章
では、ステートフル (状態を保持する)、およびステートレス (状態を保持しない)セッ
ション Beanの作成、操作方法を説明します。

どちらの種類のセッション Beanでも、EJBコンテナにトランザクションを管理させた
り、Bean提供者がコードを作成して、セッション Bean 自身にトランザクションを管
理させたりすることができます。セッション Beanは、JDBC APIを使用して持続デー
タにアクセスします。代わりに、IDE の透過的持続性 (Transparent Persistence)モ
ジュールを使用することもできます。1つのセッション Beanで、1つ以上のエンティ
ティ Beanを管理することができます。

IDEのウィザードを使用すると、エンタープライズ Beanの要素である Beanクラスと
そのインタフェースを 2つまたは 4つ作成できます。デフォルトのインタフェースは
リモートインタフェースとホームインタフェースですが、これらをローカルインタ
フェースおよびローカルホームインタフェースで代替したり、前者の 2種類のインタ
フェースに後者 2種類のインタフェースを追加したりできます。セッション Beanの
作成に関する処理の多くは自動化されています。

セッション Beanのプログラミングでは、この章に記載するオプションのほかにも、
さまざまなオプションを指定することができます。Forte for Java 4 IDE は、コーディ
ング作業を省力化することを目的にしていますが、これらのオプションを柔軟にサ
ポートし、Bean提供者が多数の情報を指定できるように配慮されています。セッショ

ン Beanの詳細なコーディング手順については、xviii ページの「お読みになる前に」
に記載した文献、またはエンタープライズ Beanのプログラミングについての資料を
参照してください。
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EJBビルダーの使用
EJBビルダーは、ウィザード、プロパティシート、およびエディタから構成されてい
ます。これらの機能を使用して、エンタープライズ Beanを整合性のとれた方法で簡
単に作成することができます。EJBビルダーがインストールされているかどうかを確
認するには、メインウィンドウから「ツール」 > 「オプション」 >「IDE 構成」 >
「システム」 > 「モジュール」 >「J2EE サポート」を選択してください。モジュー
ルのリストに「EJB 2.0 ビルダー」が表示されていて、プロパティシートの「使用可
能」プロパティが True に設定されていれば、EJB ビルダーは使用できる状態になって
います。

Forte for Java 4 IDE では、いくつかの方法でセッション Bean を作成できますが、こ
の章で推奨している手順に従うと、もっとも広範にサポート機能を活用し、通常は
もっとも早く Beanを完成させることができます。この章では、 IDE の機能を最大限
に活用した、Beanの一貫性と J2EE 標準への準拠を確実にする手法が記載されていま
す。

最良の結果を得るために、EJBビルダーを使用して、次の手順でセッション Beanをプ
ログラミングしてください。

� セッション Beanと、セッション Bean に必要なクラスを作成します。

EJB ビルダーのウィザードの手順に従うと、セッション Beanの枠組みができあが
ります。その Bean の 3つ (または 5つ) のクラスと論理ノードは、エクスプローラ
の「ファイルシステム」タブに表示されます。ウィザードは、これらのすべてのク
ラス用の宣言を生成します。Bean 提供者は、メソッドの実装を提供する必要があ
ります。

論理ノードは、セッション Bean を操作する出発点として最適です。論理ノード
は、エクスプローラにアイコンで表示されます。

� メソッド、パラメータ、および例外を追加します。

後述の手順に従って、IDE の GUI機能を使用します。コンテキストメニューから
表示できるダイアログを使用するか、必要なクラスのセットを直接編集すること
で、Bean にメソッドを追加することができます。
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� セッション Beanの配備記述子を設定します。

論理ノードで使用できるセッション Bean のプロパティシートを使用して、プロパ
ティを編集します。このプロパティシートは、論理ノードから表示させることがで
きます。

セッション Beanの論理ノードから、Bean を検査できます。また、Beanに対して
IDE のテスト機能を使用することもできます。

セッション Beanの種類の選択
セッション Beanは、クライアントとアプリケーションサービスとの相互作用を処理
します。この相互作用が続く期間をセッションといいます。まず、ステートフルセッ
ション Beanとステートレスセッション Bean のどちらを作成すればよいか、Bean管
理によるトランザクションとコンテナ管理によるトランザクションのどちらを使用す
ればよいかを決定する必要があります。ここからは、これらの選択肢について説明し
ます。

EJBビルダーは、これらの選択肢をすべてサポートしています。どのようなセッショ
ン Beanを作成する場合も、同じウィザードを使用してセッション Beanの基盤を作成
することができます。この作業の後で、セッション Beanの種類ごとに指定作業を行
います。

詳細については、次の節を参照してください。

� 55ページの「ステートフルセッション Beanとステートレスセッション Bean」
� 57ページの「コンテナ管理によるトランザクションと Bean管理によるトランザク
ション」

ステートフルセッション Beanとステートレスセッション
Bean

セッション Beanの主な目的は、クライアントアプリケーションの代わりに処理を実
行することです。つまり、クライアント側とサーバー側のエンティティ Beanとの通
信を橋渡しすることです。この通信が、複数回の要求と応答の組み合わせから構成さ
れる場合は、通信を管理するセッション Beanは、通信が終了するまで特定の情報を
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保持する必要があります。その場合には、ステートフルセッション Beanが必要で
す。それよりも単純な通信を管理する場合は、ステートレスセッション Beanを使用
することができます。

この選択肢の詳細については、第 2章を参照してください。表 3-1に、設計上の検討
項目をいくつか示します。

表 3-1 ステートフルセッション Bean とステートレスセッション Bean の選択

項目 ステートレス ステートフル

スコープ ステートレスセッション Bean

は、クライアント－エンティティ
間の単純な通信を管理し、1回の
セッションで 1つのメソッドだけ
を呼び出す

ステートフルセッション Bean

は、クライアント－エンティティ
間のより複雑な通信を管理し、1

回のセッションで複数のメソッド
を呼び出す

初期化 ステートレスセッション Bean に
は、初期化が必要なデータはない

ステートフルセッション Bean の
状態を初期化する必要がある。た
とえば、リモートリソースへのア
クセスを設定する Bean は、リ
ソースファクトリへの参照を取得
する必要がある

情報の保存 ステートレスセッション Bean

は、セッション全体にわたって、
メソッド呼び出しの間の状態情報
を保存しない

ステートフルセッション Bean

は、セッション全体にわたって、
クライアント－サーバー間の通信
状態を保持する。複数のメソッド
の呼び出しにわたって状態情報を
保存し、セッションが終了したと
きに、これらの情報を破棄する

クライアント
との関係

ステートレスセッション Bean の
インスタンスは、1度に 1つのク
ライアントのために、1つのオペ
レーションだけを実行する。1つ
のメソッドの呼び出しが完了した
時点で、このインスタンスをプー
ルに格納し、同じセッションの間
であっても、別のクライアントに
再割り当てすることができる

ステートフルセッション Bean の
インスタンスは、1度に 1つのク
ライアントのために、一連のオペ
レーションを実行する。そのクラ
イアントのセッションが完了した
時点で、このインスタンスは破棄
される (プールには格納されない)
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コンテナ管理によるトランザクションと Bean 管理による
トランザクション

Beanのトランザクションをコンテナに管理させるか、それとも Bean 自身に管理させ
るかを指定する必要があります。詳細については、第 2章を参照してください。これ
らの選択肢の違いを表 3-2に示します。

アプリケー
ション例

ステートレスセッション Bean は
カタログビューアとして使用でき
る。Beanのメソッド 1つで、エン
ドユーザーにオンラインカタログ
の商品を 1つだけ検索させるよう
にできる。

ステートフルセッション Bean は
オンラインショッピングカートと
して使用できる。この Bean から
複数のメソッドを起動して、エン
ドユーザーが選択した商品を蓄積
し、複数の商品の購入を一括して
処理できる。

表 3-2 コンテナ管理によるトランザクションと Bean 管理によるトランザクションの選
択

項目

コンテナ管理によるトランザク

ション

Bean 管理によるトランザク

ション

トランザクション
範囲の設定

EJBコンテナが Java 2

Platform, Enterprise Edition仕
様に従って、トランザクション
をいつ開始し、いつコミットす
るかを決定する

プログラマがトランザクション
の範囲を明示的にコーディング
する。トランザクションをより
綿密に制御できる

トランザクションの
管理

コンテナ自身がトランザクショ
ンを管理する

JTAを使用してトランザクショ
ンを管理する。JTAには、
JDBC といったほかのリソース
用のトランザクションを組み込
むことができる

トランザクションと
メソッドの関係

1つのメソッドでは 1つのトラ
ンザクションしか取り扱えな
い。トランザクションに関係し
ないメソッドも使用することが
できる

1つのメソッドで複数のトラン
ザクションをコーディングする
ことができる。ただし、状況が
より複雑になる

表 3-1 ステートフルセッション Bean とステートレスセッション Bean の選択 (続き)

項目 ステートレス ステートフル
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コンテナ管理によるトランザクション (CMT)を使用する通常のエンタープライズ
Beanでは、コンテナはメソッドが開始される直前にトランザクションを開始し、メ
ソッドが終了する直前にトランザクションをコミットします。CMT を使用した場合
は、クライアントにトランザクションを制御させることができます。たとえば、クラ
イアントは、ステートフル CMTセッション Beanから呼び出される別々のメソッドを
使用して、論理的なビジネストランザクションを 1つにまとめることができます。

Bean管理によるトランザクション (BMT) を使用するセッション Beanでは、Bean提
供者が作成するコードの中で、トランザクションの開始および終了を指定する必要が
あります。

セッション Beanの定義
EJBビルダーのウィザードを使用すると、セッション Bean に必要な 3つのデフォル
トクラスである Beanクラスと選択したインタフェース (リモートかローカル、または
その両方)の作成作業の大半が自動化されます。セッション Bean を定義するには、次
の手順に従います。

1. セッション Beanを格納するパッケージを選択または作成します。

2. EJBビルダーのウィザードを使用して、セッション Bean のインフラストラクチャ
を作成します。

3. Beanのコードに生成メソッドとビジネスメソッドを追加します。

4. 追加したメソッドの本体を完成させます。

ここからは、これらの基本手順を説明します。

パッケージの作成

セッション Beanを格納するパッケージを作成する必要がある場合は、ファイルシス
テムを選択して右クリックし、「新規」->「パッケージ」を選択します。

EJB ビルダーのウィザードの起動

セッション Beanを作成する方法を次に示します。
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1. IDE のメインウィンドウから「表示」->「エクスプローラ」を選択し、IDE のエクス
プローラウィンドウを開きます。

2. エクスプローラの「ファイルシステム」タブから、セッション Bean を格納するパッ
ケージを選択します。

3. 右クリックし、「新規」->「J2EE」->「セッション EJB」を選択します。

EJBビルダーのウィザードが表示されます。左側のパネルに、現在の手順と、セッ
ション Beanの作成を終えるまでの一連の手順が表示されます。

デフォルトのセッション Bean の作成

EJBビルダーの「セッションBean 名とプロパティ」区画で、状態、トランザクション
型、およびインタフェースの種類を選択する必要があります。操作方法は次のとおり
です。

1. セッション Bean の名前を入力して、必要な種類のセッション Bean を選択します。

Beanの状態、トランザクションモード、および実装するインタフェースの種類を指定
するボタンをクリックします。図 3-1に選択画面を示します。デフォルトは、「ス
テートレス」、「コンテナ管理」、および「リモートインタフェースのみ」です。

図 3-1 ウィザードで選択できるステートレスセッション (またはステートフル BMT)
Bean に対する指定
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注 - この最初の区画で選択した項目によって、ウィザードが生成するコードが決定さ
れます。これらの最も基本的な選択項目を後から変更したい場合は、第 8章で
説明する Beanのプロパティシートを使用して変更できます。

2. 「次へ」をクリックします。

ステートレスセッション Bean用に、次のような「セッション Beanクラスファイル」
区画が表示されます。

ステートフルセッション Beanについては、さらに「セッション同期化 (Session
Synchronization)インターフェースの実装」を選択できます。

この選択項目については表 3-4と 72ページの「セッション同期化の使用」で説明しま
す。

3. Bean クラスとインタフェースを確認し、必要に応じて変更します。

この区画に、セッション Beanを構成するクラスがパスと共に表示されています。

� パッケージの場所を変更することができます。
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� 各項目の変更ボタンを使用してクラス名を変更し、既存のクラスを指定するか、新
しいクラスを作成することができます。たとえば、ホームインタフェースとリモー
トインタフェースはすでに指定されているものを使用し、Bean クラスだけを新し
く生成できます。

指定したパッケージの外部にあるクラスを指定した場合は、生成されるクラスは図
3-2 とは別の形式で表示されます。

� Beanのインタフェースのスーパークラスは変更しないで下さい (スーパークラス
がある場合は、IDE はコード生成をスーパークラスの実装に委任します。ただし、
生成されたコードの内容は基本的に確認する必要があります)。

これらのフィールドを変更する前には、次の点を考慮してください。

� サーバーの要件。EJBビルダーのウィザードでは、セッション Bean の構成要素を
別の場所に移動することができます。たとえば、関連するオブジェクトの格納先の
パッケージ名を変更し、Bean クラスをホームインタフェースやリモートインタ
フェースとは別のディレクトリに格納することができます。その場合は、使用する
アプリケーションサーバーが、このようなファイルの分散配置に対応しているかど
うかを事前に確認しておく必要があります。

� クラスの再利用。必要であれば、この時点で Beanの各クラス (Bean クラス、ホー
ムインタフェース、リモートインタフェース) を別のセッション Beanのものに置
き換えることができます。置き換えようとしているクラスに、必要なメソッドや例
外が含まれていない場合は、そのことを通知するメッセージが表示されます。

� パッケージ名とディレクトリ名。
Javaの有効なパッケージ名とディレクトリ名を指定する必要があります。

4. 「完了」をクリックします。

セッション Beanの基盤になる構成要素が自動的に生成されます。これらの構成要素
については、次の節を参照してください。
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セッション Beanのクラスの参照
EJBビルダーのウィザードは、セッション Bean のデフォルトクラスを自動的に生成

し、これらのクラス間の関係を設定します。典型的なセッション Bean (すべてのクラ
スを同じパッケージに収容する Bean) は、エクスプローラの「ファイルシステム」区
画に図 3-2のように表示されます。

図 3-2 リモートインタフェースを持つ典型的なセッション Bean のデフォルトクラス

クラスアイコン が付いたノードは、セッション Beanのクラスを表しています。
Beanアイコン が付いたノードは、セッション Beanの論理ノードです。編集作業
は、すべて論理ノードで行います。例題で使用されている Beanの主ノードは次のと
おりです。

� リモートインタフェースは、javax.ejb.EJBObjectインタフェースのサブクラ
スです。このクラスは、その Bean の EJBモジュールの外から呼び出されるセッ
ション Bean のビジネスメソッドのシグニチャを提供します。

� Beanクラスは、javax.ejb.SessionBeanインタフェースを実装したクラスで
す。このクラスには、セッション Bean のメソッドが実装されます。

� ホームインタフェースは、javax.ejb.EJBHomeインタフェースのサブクラスで
す。このクラスは、そのセッション Bean の EJBモジュールの外から呼び出される
生成メソッドのシグニチャを提供します。

� ローカルインタフェースを選択した場合は、Localbean_nameというラベルの付い
たノードが表示されます。このインタフェースは javax.ejb.EJBLocalObject

インタフェースのサブクラスで、Bean の EJBモジュール内から呼び出されるセッ
ション Bean のビジネスメソッドのシグニチャを提供します。

� ローカルホームインタフェースを選択した場合は、Localbean_nameHomeというラ
ベルの付いたノードが表示されます。このインタフェースは
javax.ejb.EJBLocalHomeインタフェースのサブクラスで、Bean の EJBモ
ジュール内から呼び出されるセッション Bean の生成メソッドのシグニチャを提供
します。

� 論理ノードは、エンタープライズ Beanのすべての要素を 1か所にまとめ、これら
の要素を操作しやすくするために作成されます。

リモートインタフェース

Beanクラス
ホームインタフェース

論理ノード
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ノードの展開

セッション Beanのパッケージノードに含まれている 4つのノードを展開すると、図
3-3のようなツリーが表示されます。

図 3-3 リモートインタフェースを持つ典型的なセッション Bean の詳細表示

生成されたクラスの確認

EJBビルダーは、1つの生成メソッドといくつかのライフサイクルメソッドを、セッ
ション Beanに自動的に配置します。ここからは、これらのメソッドを説明します。

デフォルトの生成メソッド

ウィザードは、セッション Beanの各クラスに、ejbCreateメソッドのシグニチャを
配置します。

これに対応する createメソッドが、セッション Beanのホームインタフェースに配
置されます。

public void ejbCreate() {
}

public interface AcctBalHome extends EJBHome {
public AcctBal create()

throws RemoteException, CreateException;
}

セッション Bean の
3 つの主要構成要素

デフォルトの生成
メソッド

ビジネスメソッド
(未作成 )

リモートインタ
フェース

論理ノード

Bean クラス
ホームインタ
フェース
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詳細については、66ページの「生成メソッドの完成」を参照してください。

ライフサイクルメソッド

ウィザードは、セッション Beanの Beanクラスに、次のライフサイクルメソッドを追
加します。

セッション Beanクラスでの、これらのメソッドの使用目的を表 3-3 に示します。

public void setSessionContext(SessionContext context) {
this.context = context; }

public void ejbActivate() {
}
public void ejbPassivate() {
}
public void ejbRemove() {
}

表 3-3 セッション Beanクラスでのライフサイクルメソッドの目的

メソッド 目的

setSessionContext このメソッドは、フィールドに SessionContext の参照を
格納し、インスタンス変数に値を格納できるようにする。こ
のメソッドを使用して、セッション Bean の全期間にわたっ
て存続するリソース (たとえばデータベース接続ファクトリ)

を割り当てることができる。デフォルトでは、context とい
うフィールドに SessionContext を代入するコードが生成
される

ejbActivate このメソッドは、Bean を初期化して使用できるようにし、イ
ンスタンスに必要なリソースを取得する

ejbPassivate このメソッドは、Bean のインスタンスが非活性化される前
に、その Bean が使用していたリソースを解放する

ejbRemove このメソッドは、ejbCreate メソッドやビジネスメソッド
で取得されたリソースを解放する
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セッション Beanでセッション同期化インタフェースを使用する場合は、ウィザード
はさらに 3つのメソッドを Beanクラスに生成します。

これらのセッション同期化メソッドを表 3-4に示します。

public void afterBegin() {
}
public void beforeCompletion() {
}
public void afterCompletion(boolean committed) {
}

表 3-4 セッション Bean クラスでのセッション同期化メソッドの目的

メソッド 目的と使用法

afterBegin このメソッドは、新しいトランザクションが開始されたことを
インスタンスに通知する。EJBコンテナは、ビジネスメソッド
を呼び出す直前に、このメソッドを呼び出す。このメソッドの
中で、データベースからインスタンス変数に値を読み込むこと
ができる

beforeCompletion このメソッドは、ビジネスメソッドが完了したが、トランザク
ションはまだコミットされていないことをインスタンスに通知
する。これが、セッション Bean がトランザクションをロール
バックする最後の機会になる。データベースにインスタンス変
数の値がまだ格納されていない場合は、このメソッドの本体に
データベースの更新を行うコードを記述することができる

afterCompletion このメソッドは、トランザクションが完了したことをインスタ
ンスに通知する。このメソッドはパラメータを 1つ受け取る。
Boolean値 trueはトランザクションがコミットされたことを
意味し、false はトランザクションがロールバックされたこと
を意味する。トランザクションが失敗し、ロールバックされた
場合は、このメソッドでセッション Bean のインスタンス変数
をリフレッシュし、データベースから値を読み込み直すことが
できる
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セッション Beanの完成
セッション Beanを完成させる手順は、選択した Beanの種類によって異なります。こ
こからは、次の作業のガイドラインを示します。

� 生成メソッドの完成
� ライフサイクルメソッドの完成
� ビジネスメソッドの追加
� トランザクションのコーディング

推奨する エンタープライズ Bean の開発手順

付録 Aでは、エンタープライズ Beanに変更を加える際の最適な方法や、推奨手順以
外の方法で行った場合に発生する可能性のあるエラーや異常状態について説明してい
ます。一般に、個々のクラスノードを操作するよりは論理ノードを操作する、メソッ
ドの変更には Beanのプロパティシートや「カスタマイザダイアログ」を使用する、
およびダイアログからでは操作できない Beanのコードを完成させたり、編集したり
するには IDE のソースエディタを使用するといった方法をお勧めします。

生成メソッドの完成

ステートレス Beanには、生成メソッドは 1つしかなく、このメソッドはパラメータ
を受け取りません。ステートレスセッション Beanでは、ユーザーやクライアントに
固有のデータは保持できません。

ステートフル Beanには、1つ以上の生成メソッドを含めることができます。また、こ
れらのメソッドはパラメータを受け取ることができます。

どちらの Beanの場合も、論理ノードで作業を行います。create()ノードを右ク
リックし、「開く」を選択して、ソースエディタで生成メソッドを開きます。このエ
ディタを使用して、生成メソッドを完成させます。
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ステートレス Bean の生成メソッドの完成

ステートレスセッション Beanでは、生成メソッドはリソースに接続するのによく使
われます。たとえば、このメソッドでリソースファクトリの参照を検出し、フィール
ドとして保存することができます。このようにすると、それ以降のメソッドの呼び出
しで JDBC 接続を取得することができます。

ステートフル Bean の生成メソッドの完成

ステートフルセッション Beanでは、生成メソッドのパラメータを使用してリソース
ファクトリの参照を検出したり、ユーザー名およびパスワードといったクライアント

固有の情報を送出することができます (コード例 3-1 を参照)。このメソッドでは、後
で使用する情報を保存することができます。コード例 3-1の生成メソッドでは、
IdVerifier というヘルパークラスを使用しています。

コード例 3-1 ステートフルセッション Bean の生成メソッド

public void ejbCreate(String userid, String pwd)

throws CreateException {

if (userid == null) {

throw new CreateException("Please enter a user ID.");

}

else {

this.userid = userid;

}

IdVerifier idChecker = new IdVerifier();

if (idChecker.validate(pwd)) {

this.pwd = pwd;

}
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ステートフル Bean への生成メソッドの追加

ステートフルセッション Beanに生成メソッドを追加するには、次の手順に従いま
す。

1. Bean の論理ノードを選択し、右クリックし、「生成メソッドを追加」を選択しま
す。

「新規生成メソッドを追加」ダイアログが表示されます。

2. create で始まるメソッド名を入力し、必要に応じてパラメータと例外を追加して、
「了解」をクリックします。

Beanのホームインタフェースに生成メソッドのシグニチャが追加され、それに対応す
る ejbCreate メソッドが Beanクラスに追加されます。

3. ソースエディタでコードを完成させます。

Beanの論理ノードに含まれている「クラス」ノードを展開し、「Beanクラス」を右
クリックし、「開く」を選択します。

ライフサイクルメソッドの完成

EJBビルダーは、4つのライフサイクルメソッドを自動的に生成します。ステートレ
スセッション Beanでは、生成されるライフサイクルメソッドを使用するだけで十分
です。ステートフルセッション Beanでは、2つのメソッド、ejbPassivateと
ejbActivate にコードを追加する必要があります。

たとえば、ステートフル Beanにシリアライズ不可能なフィールドが含まれていて、

それらのフィールドが参照を置き換えることでシリアライズ可能になる場合がありま
す。また、Beanの通信状態の中に、開かれているリソースが含まれていて、Bean の
インスタンスが非活性化された場合に、コンテナがそれらのリソースを保持できない

else {

throw new CreateException("Invalid password: " + pwd);

}

contents = new Vector();

}

コード例 3-1 ステートフルセッション Bean の生成メソッド (続き)
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場合もあります。どちらの場合も、ejbPassivateメソッドでシリアライズ不可能な
フィールドを解放し、ejbActivateメソッドでこれらのフィールドを復元する必要
があります。

ejbPassivate メソッドの完成

このメソッドで、インスタンスのフィールドをコンテナがシリアライズできるように
する必要があります。たとえば、コード例 3-2に示すように、JDBC 接続をすべて閉
じて、これらの接続を格納しているフィールドに nullを代入する必要があります。

ejbActivate メソッドの完成

コード例 3-3に示すように、このメソッドでインスタンスのフィールドを再び使用で
きるようにする必要があります。

コード例 3-2 ejbPassivate メソッド

public void ejbPassivate() {

        try {

            con.close();

        } catch (Exception ex) {

            throw new EJBException("ejbPassivate Exception: " +

ex.getMessage());

} finally {

con = null;

        }

    }

コード例 3-3 ejbActivate メソッド

public void ejbActivate() {

        try {

            InitialContext ic = new InitialContext();

            DataSource ds = (DataSource) ic.lookup(dbName);

            con =  ds.getConnection();

        } catch (Exception ex) {

            throw new EJBException("ejbActivate Exception: " +

ex.getMessage());

        }

    }
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ビジネスメソッドの追加

セッション Beanには、クライアントのビジネスタスクを実行するためのビジネスメ
ソッドを追加します。ビジネスメソッドでは、データベースにアクセスしたり、エン
ティティ Beanを管理したり、その持続フィールドを使用してデータベースエンティ
ティを操作したりできます。

ステートフルセッション Beanにビジネスメソッドを追加するには、次の手順に従い
ます。

1. Bean の論理ノードを選択し、右クリックし、「ビジネスメソッドを追加」を選択し
ます。

「新規ビジネスメソッドを追加」ダイアログが表示されます。

2. メソッドに名前を付け、戻り値の型が適切かどうかを確認し、必要に応じてパラメー
タと例外を追加し、「了解」をクリックします。

Beanのリモートインタフェースにビジネスメソッドのシグニチャが追加され、それに
対応するメソッドが Beanクラスに追加されます。

3. ソースエディタでコードを完成させます。

Beanの論理ノードに含まれている「クラス」ノードを展開し、「Beanクラス」を選
択して右クリックし、「開く」を選択します。

セッション Beanからデータベースにアクセスする場合は、Bean で使用する JDBC呼
び出しを削減し、システムリソースとネットワーク帯域幅を節約するために、データ
ベースアクセスをデータアクセスオブジェクト (DAO) にカプセル化し、DAOで実際
のデータ取得処理を実行できます。DAOを使用すると、セッション Beanのコードが
単純でわかりやすくなり、特定のベンダーのツールやデータベースに依存しない Bean
を作成できるようになります。

トランザクションのコーディング

トランザクションをコーディングする方法は、ステートフルセッション Beanとス
テートレスセッション Beanのどちらを使用するか、それらのセッション Bean で
BMTと CMTのどちらを使用するかによって異なります。ここからは、トランザク
ション範囲の指定、ロールバック処理、セッション同期化インタフェースの使用につ
いてのガイドラインを示します。
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トランザクション範囲

トランザクション範囲は、セッション Beanの種類によって異なります。この違いを
表 3-5に示します。ステートフルセッション Beanで CMTを使用すると、柔軟性がよ
り高くなります。

トランザクション範囲とロールバックの指定

ここでは、CMT Beanと BMT Beanの両方について、トランザクションの開始と終了
をコーディングするためのガイドラインを示します。まず、次の 2つの一般的な規則
に注意してください。

� セッション Beanや JTAコードでは、入れ子になったトランザクションは取り扱え
ません。

� JDBC トランザクションと JTAトランザクションを併用しない方が、コードの保守
が簡単です。一般には、JTAを使用した方が便利です。JTAには、JDBC といった
ほかのリソース用のトランザクションを含めることができるからです。

CMT Bean

CMT Beanでは、EJBコンテナがすべてのトランザクション範囲を設定します。した
がって、Bean提供者は、トランザクションをいつ開始し、いつ終了するかを指定しま
せん。通常、EJBコンテナはメソッドが開始される直前にトランザクションを開始
し、メソッドが終了する直前にトランザクションをコミットします。

コンテナが設定したトランザクション範囲と競合する可能性があるメソッドは呼び出
さないでください。問題のあるメソッドを次に示します。

表 3-5 トランザクションとメソッドの関係

(自身のトランザクションを管理する)ステー
トレス BMT Bean では、トランザクション
の範囲は 1つのメソッドに限られる。

ステートフル BMT Bean では、トランザ
クションは同じセッション Bean の 1つ
以上のメソッドにわたって実行できる。

(トランザクションがコンテナによって管理
される) ステートレス CMT Bean の場合、1

つ以上のメソッドにわたるトランザクション
が実行できるが、それぞれのメソッドは異な
るセッション Bean のものに限られる。

ステートフル CMT Bean の場合、トラン
ザクションは同じセッション Bean の 1

つ以上のメソッドにわたって実行でき
る。



72 Enterprise JavaBeansコンポーネントのプログラミング  •  2002年 6月

� java.sql.Connection の commitメソッド、setAutoCommitメソッド、ロー
ルバックメソッド

� javax.ejb.EJBContext の getUserTransactionメソッド
� javax.transaction.UserTransactionのすべてのメソッド

セッション Beanは、次の 2通りの方法でコンテナ管理によるトランザクションを
ロールバックすることができます。

� システム例外がスローされると、コンテナは該当するトランザクションを自動的に
ロールバックします。

� javax.ejb.EJBContext の setRollBackOnly メソッドを呼び出して、アプリ
ケーション例外がスローされているかどうかに関係なく、コンテナにトランザク
ションをロールバックさせます。

BMT Bean

BMT Bean では、トランザクションの開始と終了を明示的にコーディングする必要が
あります。トランザクション範囲を明示的に指定するには、
javax.transaction.UserTransactionインタフェースを使用します。JTA イン
タフェースを使用した場合のコード例を次に示します。

トランザクションで指定した更新が保存された場合は、トランザクションがコミット
されます。トランザクションが失敗した場合は、トランザクションがロールバックさ
れ、そのトランザクションに含まれている文の効果がすべて取り消されます。BMTを
使用するセッション Beanでは、getRollbackOnlyメソッドや setRollbackOnly

メソッドでロールバックを行わないでください。この 2つのメソッドは CMT Beanか
らしか使用できません。

セッション同期化の使用

ステートフル CMTセッション Beanでは、セッション同期化インタフェースを使用す
ることができます。このインタフェースを使用すると、トランザクションでキャッ
シュされたデータベースデータを、より綿密に制御することができます。

UserTransaction ut = ejbContext.getUserTransaction();
ut.begin();
// ここでトランザクション処理を実行
ut.commit();
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このインタフェースは、EJBコンテナがトランザクションを開始、コミット、または
ロールバックする前に呼び出すコールバックメソッドを提供します。このインタ
フェースを使用すると、トランザクションの特定の時点で、セッション Beanのイン
スタンス変数が、データベース中の対応する値に自動的に同期化されます。セッショ
ン Beanは、トランザクションが完了する前であれば、インスタンス変数の値をロー
ルバックすることができます。

� afterBegin。コンテナは、トランザクションの最初のビジネスメソッドが開始さ
れる前に、セッション Bean の afterBeginメソッドを呼び出します。Bean提供
者は、このメソッドにコードを記述して、該当するトランザクションのスコープで
インスタンスに必要なデータベース処理を実行することができます。

� beforeCompletion。コンテナは、セッション Beanのクライアントが現在のト
ランザクションの処理を完了したときに (ただし、インスタンスによって使用され
ていたリソースマネージャがコミットされる前に)、beforeCompletionメソッド
を呼び出します。Bean 提供者は、このメソッドにコードを記述して、Beanによっ
てキャッシュされていたデータベース更新情報を書き出すことができます。さら
に、セッションコンテキストの setReadbackOnlyメソッドを呼び出して、トラ
ンザクションをロールバックさせることもできます。

� afterCompletion。コンテナは、このメソッドを呼び出して、現在のトランザク
ションが完了したことを通知します。トランザクションがコミットされた場合は状
態 Trueが渡され、トランザクションがロールバックされた場合は状態 Falseが渡
されます。Bean 提供者は、このメソッドにコードを記述して、トランザクション
がロールバックされた場合にインスタンスの状態をリセットすることができます。

セッション Beanにセッション同期化インタフェースを追加するには、ウィザードで
次のように設定します。

1. セッション EJB ウィザードの最初の区画にある「状態」から「ステートフル」を選択
します。

2. ウィザードの次の区画で「セッション同期化 (Session Synchronization) インタフェー
スの実装」を選択します。

このように設定すると、コード例 3-4のようなコードがセッション Bean クラスに挿
入されます。この例では、afterBeginメソッドに checkingBalance変数と
savingBalance 変数が読み込まれています。
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afterCompletion メソッドの例をコード例 3-5に示します。このメソッドを使用す
ると、トランザクションが失敗し、ロールバックされた場合に、セッション Beanの
口座残高フィールドに、データベースから値を読み込み直すことができます。

セッション Beanを作成した後の作業
作成したセッション Beanを、最終環境で使用できるようにする必要があります。配
備記述子、プロパティシートの使用法といった、モジュールのアセンブルとアプリ
ケーションの配備についての情報は、第 8章を参照してください。

コード例 3-4 afterBegin メソッドの例

public void afterBegin() {

System.out.println("afterBegin()");

try {

checkingBalance = selectChecking();

savingBalance = selectSaving();

} catch (SQLException ex) {

throw new EJBException("afterBegin Exception: " +

ex.getMessage());

}

}

コード例 3-5 afterCompletion メソッドの例

public void afterCompletion(boolean committed) {

System.out.println("afterCompletion: " + committed);

if (committed == false) {

try {

checkingBalance = selectChecking();

savingBalance = selectSaving();

} catch (SQLException ex) {

throw new EJBException("afterCompletion SQLException: " +

ex.getMessage());

}

}

}
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また、付録 Aでは、作成したエンタープライズ Beanの望ましい操作手順を説明して
います。

詳細情報の参照先
エンタープライズ Beanは、非常に高機能で、高い柔軟性を備えたアプリケーション
の構成要素になります。エンタープライズ Beanの基本要素の作成は、特に Forte for
Java 4 IDE のようなツールを使用すれば非常に簡単です。しかし、アプリケーション
のニーズを満たすように Beanを完成させることは、場合によっては非常に複雑で
す。詳細については、次のWebサイトにある「Enterprise JavaBeans仕様 2.0」を参
照してください。

http://java.sun.com/products/ejb/docs.html
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第4章

CMPエンティティ Beanの開発

Forte for Java 4 IDEの EJBビルダーを使用すると、J2EEアプリケーションでデータを
表すのに必要なエンティティ Beanをプログラムすることができます。この章では、
コンテナ管理による持続性が設定された個々のエンティティ Bean (CMP エンティ
ティ Bean) を開発する方法について説明します。

IDE では、Enterprise JavaBeansコンポーネント (エンタープライズ Bean) に必要なク
ラスを作成するためのウィザードが用意されています。作成するコンポーネントには
Beanクラス、インタフェース (ローカル、リモート、または両方)、および場合に応じ
て主キーのクラスがあります。ほとんどの処理は自動化されています。

エンティティ Beanをプログラムする場合、この章で説明する以外の方法を選択する

こともできます。Forte for Java 4 IDE は、コーディング処理のほとんどを自動化して
いますが、プログラマが自身で多くを決定できるように柔軟な手段も提供していま
す。詳細については、xviiiページの「お読みになる前に」で紹介しているマニュアル
を参照するか、市販のエンタープライズ Beanのプログラミングに関する文献を参照
してください。

CMPエンティティ Bean作成のための EJBビル
ダーの使用
EJBビルダーは、ウィザード、プロパティシート、およびエディタから構成されてい
ます。これらの機能を使用して、エンタープライズ Beanを整合性のとれた方法で簡
単に作成することができます。EJBビルダーがインストールされているかどうかを確
認するには、メインウィンドウから「ツール」 > 「オプション」 >「IDE 構成」 >
「システム」 > 「モジュール」 >「J2EE サポート」を選択してください。モジュー
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ルのリストに「EJB 2.0 ビルダー」が表示されていて、プロパティシートの「使用可
能」プロパティが True に設定されていれば、EJB ビルダーは使用できる状態になって
います。

Forte for Java 4 IDE でエンティティ Bean を作成するにはいくつかの方法があります
が、この章で推奨している方法を取ることで、最もわかりやすく、かつ、短期間で
Beanを完成させることができます。ここで説明する操作方法は、Bean の一貫性と
J2EE標準への準拠を確実にするために IDE の機能を最大限に活用した手法となって
います。

最良の結果を得るために、EJBビルダーを使用して、次の手順でエンティティ Beanを
プログラミングしてください。

� エンティティ Bean と、エンティティ Bean に必要なクラスを作成します。EJBビ
ルダーのウィザードの手順に従うと、セッション Bean の枠組みができあがりま
す。その Beanの 3つまたは 4つの必要なクラスと論理ノードは、エクスプローラ
の「ファイルシステム」タブに表示されます。ウィザードは、これらのうち 2つの
クラスであるホームインタフェースとリモートインタフェースの宣言を生成しま
す。生成された Bean クラスには必要なメソッドの宣言とプログラマの指定した持
続フィールドが含まれます。

エンティティ Bean は、論理ノードから操作するのが最適です。エクスプローラで
は、すべての論理ノードは として表示されます。

� メソッド、パラメータ、および例外を追加します。この章で後述する手順に従っ
て、IDE の GUI機能を使用します。コンテキストメニューから表示できるダイア
ログを使用するか、必要なクラスのセットを直接編集することで、Bean にメソッ
ドを追加することができます。

� エンティティ Bean の配備記述子を設定します。論理ノードで使用できるエンティ
ティ Bean のプロパティシートを使用して、プロパティを編集します。このプロパ
ティシートは、論理ノードから表示させることができます。

エンティティ Beanの論理ノードからは、Bean の検査、クラスへのメソッドの追加、
フィールドの追加、Beanの配備関連プロパティの指定、アプリケーションに Bean を
配備する EJBモジュールの作成が実行できます。また、Bean に対して IDE のテスト
機能を使用することもできます。
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CMPおよび BMPエンティティ Beanの比較
エンティティ Beanを作成する前に、CMPを利用するのか、BMPを利用するのかを

検討します。IDE の EJBビルダーはどちらのエンティティ Bean にも対応しています
が、これら 2種類の Beanは異なる手順で作成します。どちらのエンティティ Beanを
使用するのかについては第 2章で説明しています。この章で検討する設計時の考慮点
を表 4-1に挙げます。

表 4-1 CMPエンティティ Bean とBMP エンティティ Bean の選択

項目 CMP BMP

データベースとの
関連

CMPエンティティ Bean は、自
身とデータベースとの関係の管
理をコンテナに依存するが、特
定のデータストアには依存しな
い。

BMP エンティティ Bean は特定
のデータベースとの関係を自身
で管理する。

持続性 持続性を保つためにコンテナが
データベースアクセスとアプリ
ケーション中の各 CMPエン
ティティ Bean を管理する。
Bean コードには、データベース
への呼び出しは含まれない。
Bean の持続状態は仮想持続
フィールドによって表現され
る。

BMP エンティティ Bean には、
指定されたデータベースへ自身
を接続するためのすべてのコー

ドが含まれる。(インスタンス変
数として記述されている) 持続
データを持つ BMP エンティ
ティ Bean には、データベース
への呼び出しもすべて記述され
ている必要がある。SQL コード

はすべて手動で追加する。EJB

コンテナがデータストアへの適
切な持続性をマッピングできな
い場合は、プログラマが BMP

エンティティ Bean を作成す
る。
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以降では、CMPエンティティ Beanの作成方法と開発中の留意点について説明しま

す。BMP エンティティ Beanの作成手順については第 6章を参照してください。

関係 CMPエンティティ Beanのセットの作成
J2EEアプリケーションの多くには、関係 CMPエンティティ Bean が含まれていま
す。関係 CMPエンティティ Beanとは、コンテナ管理による関係 (CMR) によって表
現される関係を互いに持った 2つの CMPエンティティ Beanを指します。この関係
は、２つのエンティティまたは 2つの表が関連する列を含む場合のデータベースや
データベーススキーマに類似しています。たとえば、スキーマが Customer、
Order、LineItem、および Partという表を含んでいたとします。この場合、
Order は Customer の外部キーを持ち、LineItemは Orderへの外部キーと、
Partへの外部キーを持つことになります。

IDEを使用すると、関係 CMPエンティティ Beanのセットを 1度にまとめて簡単に作

成できます。EJBビルダーのウィザードを使用して、関連したデータベースのエン
ティティを操作するための CMPエンティティ Beanのセットを生成すると、これらの
エンティティの関係は作成された CMPエンティティ Beanの中に再生成されます。こ

処理 CMPエンティティ Bean の基本
構造 (デフォルトのクラス)は、
BMP エンティティ Bean に比
べ、簡単に早く作成できる。
コードも少なくて済む。

BMP エンティティ Bean に必要
なコードは CMPエンティティ
Beanに比べ多い。経験の豊かな
JDBC プログラマには魅力とも
考えられる。

対象範囲 単一の CMPエンティティ Bean

は、通常、1つの表だけを表す
が、Bean は複数の表にマップで
きる。

BMP エンティティ Bean は、手
動でコーディングすることで 1

つ以上の表として表現できる。

能力と柔軟性 CMPエンティティ Bean は、
データベースへのアクセスをコ
ンテナに依存するが、Bean その
ものは異なるデータベース環境
に配備できる。

個々の BMP エンティティ Bean

のデータベースへのアクセスは
手動でプログラムする必要があ
る。BMP エンティティ Bean は
プログラムされた環境でだけ動
作する。

表 4-1 CMPエンティティ Bean とBMP エンティティ Bean の選択 (続き)

項目 CMP BMP
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れを利用して、Bean間に別の関係を指定できるようになります。このような関係は、
CMPエンティティ Bean中で CMR フィールドして表現されます。これらのフィール
ドを編集して、濃度、種類、およびカスケード削除機能を指定できます。

関係 CMPエンティティ Beanのセットを作成したい場合、また、 2つのエンティティ

Beanの間の外部キーの関係を維持したい場合は、第 5章を参照してください。

CMPエンティティ Beanの定義
EJBビルダーのウィザードを使用すると、CMPエンティティ Bean に必要最低限のク
ラスである Beanクラスと、選択したインタフェース (ローカルかリモート、または両
方)を自動的に作成できます。複合主キーを指定した場合、または作成する表に複合
主キーが必要な場合は、ウィザードによって主キークラスが自動的に作成されます。
CMPエンティティ Beanを定義するには、次の操作を実行してください。

1. Beanを格納するパッケージを作成または選択します。

2. EJBビルダーのウィザードを使用して CMPエンティティ Bean のインフラストラ
クチャを作成します。

3. 必要に応じて、生成メソッド、ビジネスメソッド、検索メソッド、選択メソッド、
およびホームメソッドを Bean に追加します。

4. 追加したメソッドの本体を完成させます。

5. 必要であれば、主キークラスを追加します。

以上の基本的な操作を、次に詳しく説明します。

パッケージの作成

エンティティ Beanを格納するためのパッケージを作成するには、ファイルシステム
を右クリックし、「新規」->「 Javaパッケージ」を選択します。
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データソースの準備

CMPエンティティ Beanはデータベースの実際の表に基づいていて、Bean の持続
フィールドは表の列と対応しています。 EJBビルダーのウィザードを使用すると、実
際のデータベース接続またはデータベーススキーマオブジェクト (データベースのス
ナップショット)から表を収集できます。また、ウィザードの特定の区画を使用する
と、表の列を Beanの持続フィールドとして手動で指定できます。その後の配備時に
は、それらのフィールドはデータベースの列に対応付けられます。

列とフィールドを対応付ける処理方法は EJBコンテナによって異なります。以降で
は、IDE に含まれる PointBase データベースサーバーを例に説明しています。
PointBase データベースサーバー以外のサーバーを IDE と共に使用している場合の対
応付けの処理については、それらのサーバーのマニュアルを参照してください。

使用するデータソースの種類を決定する際は、次の点を考慮してください。

� 稼働中のデータベース接続 - CMPエンティティ Beanを稼働中のデータベースから
作成することを検討している場合は、稼動中のデータベースサーバーに接続してい
る必要があります。データベースへの接続は EJB ビルダーのウィザードの開始前で
も開始後でも構いません。次に示す手順では、ウィザードの開始前にサーバーを起
動する場合を説明しています。ウィザードでサーバーを起動する手順については、
86ページの「データベース接続からの表の選択」で説明しています。

PointBase データベース以外のデータベースを使用している場合は、Forte for Java
のインストールディレクトリ配下の lib/extディレクトリにそのデータベースの
ドライバファイルが含まれていることを確認してください。新規スキーマの作成時
には、必ずこのことを確認して正しいデータベースドライバを選択してください。
エクスプローラでドライバファイルをマウントしたり、CLASSPATH環境変数にド
ライバファイルを指定したりすることはできません。

起動 - PointBase データベースを開始するには、メインウィンドウから「ツール」
->「PointBase ネットワークサーバー」->「サーバーを起動」を選択します。

接続 - 稼動中の PointBase データベースに接続するには、エクスプローラの「実行
時」タブを表示します。「Databases」ノードを展開します。ラベルが
jdbc:pointbase で始まり、2つに裂かれているように見えるアイコンを持つ
ノードを選択します。選択したノードを右クリックして「接続」を選択します。
PointBase アイコンが 1つにまとまり、Tables、Views、Processesがサブノードと
して表示されます。
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この方法が、データベースへの接続には適しています。特に複数のエンティティ Bean
を作成するのに最適です。EJBビルダーウィザードを開始する前にデータベースに接
続しないで、ウィザードの中からデータベースに接続することもできますが、この場
合はエンティティ Beanを作成するたびにデータベースに再接続する必要がありま
す。

� データベーススキーマ -データベーススキーマの表から Bean を作成する場合は、
IDE のエクスプローラウィンドウにある「ファイルシステム」タブからスキーマに
アクセスできるようになっている必要があります。

EJB ビルダーのウィザードの開始
単一 CMPエンティティ Beanを作成するには、次の操作を実行します。

1. IDE のメインウィンドウで「表示」->「エクスプローラ」を選択し、エクスプローラ
ウィンドウを表示します。

2. エクスプローラの「ファイルシステム」タブで、CMP エンティティ Bean の格納先と
なる Java パッケージを選択します。

3. 右クリックして、「新規」->「J2EE」->「CMP エンティティ EJB」を選択します。

EJBビルダーのウィザードが表示されます。左側のパネルに、現在の手順と、CMPエ
ンティティ Beanの作成を終えるまでの一連の手順が表示されます。

CMP エンティティ Bean のインフラストラクチャの作成

図 4-1に示す EJB ビルダーの「CMPエンティティ Bean名とプロパティ」区画で、
CMPエンティティ Beanの名前を指定します。この区画では、Bean がどこから持続
フィールドを取得するのかと、その Beanが持つインタフェースの種類も指定しま

す。必要であれば、Beanの格納先であるパッケージの変更もできます。
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図 4-1 CMPエンティティ Bean 作成時の EJBビルダーウィザードでの選択項目

各選択項目の説明と、対応する操作の参照先を次の表に示します。

「エンティティおよびフィールド用ソース」と表示されたラジオボタンボックスで
は、次の項目を選択できます。

データベース接続か
らの表

CMPエンティティ Bean が既
存のデータベースの表を表現す
る場合に選択する。

86ページの「データベース接
続からの表の選択」を参照。

データベーススキー
マオブジェクトから
の表

使用できるデータベーススキー
マがあり、動作中のデータベー
スに接続したくない場合に選択
する。

89ページの「データベースス
キーマオブジェクトからの表の
選択」を参照。

最初から作成 すべての CMPフィールドをプ
ログラマが指定する場合に選択
する。

90ページの「Bean の持続
フィールドの新規作成」を参
照。
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「コンポーネントインタフェース」と表示されたラジオボタンボックスでは、次の項
目を選択できます。

必要な項目を選択すると、ウィザードによって次の操作が表示されます。この操作に
ついて、次の節で説明します。

データベースの表からの持続フィールドの指定

データベースからの持続フィールドの指定を選択する場合は、稼動中のデータベース
にすでに接続しているか、既存のデータベーススキーマが使用できる状態になってい
る必要があります。詳細については、82ページの「データソースの準備」および 88
ページの「データベーススキーマの収集」を参照してください。EJBビルダーウィ
ザードは、データベース (「データベース接続からの表」を選択した場合) 、またはス
キーマ (「データベーススキーマオブジェクトからの表」を選択した場合) の表の列を
対応付けて、CMPエンティティ Beanの持続フィールドを作成します。どちらを選択
しても、作成された CMPエンティティ Beanの内容は同じとなります。

ほとんどのアプリケーションサーバーでは、Beanの配備時に CMPフィールドとデー
タベースの列とを対応付けることになります。その際、サーバーは、そのサーバープ
ロセス内でのマッピングを表す SQL 文を動的に生成します。J2EE RI サーバーでは、

このマッピングを表す SQL 文は静的に作成されます。このため、マッピングに対して
変更を加えたい場合は、生成された SQL 文を直接編集する必要があります。この編集
操作については第 8章で説明しています。

リモートインタ
フェースのみ

作成する CMPエンティティ Bean のメソッドに対し、外部クラ
イアントからの呼び出しはあっても、内部のローカルクライアン
トからの呼び出しがない場合に選択する。

ローカルインタ
フェースのみ
(デフォルト)

作成する CMPエンティティ Bean のメソッドに対し、ローカル
インタフェースを介した呼び出しはあっても、外部クライアント
からの直接呼出しがない場合に指定する。

リモートインター
フェースとローカ
ルインタフェースの
両方

作成する CMPエンティティ Bean のメソッドに対し、外部と内
部のローカルクライアント (他の Beanである可能性もある) の両
方から呼び出しがある場合に選択する。
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データベース接続からの表の選択

データベースへ直接アクセスでき、データベースのユーザー間での競合が問題になら
ない場合は、データベースへの直接接続を選択できます (データベースの起動・接続
については、82ページの「データソースの準備」を参照してください)。

ウィザードの「データベース接続からの表」区画が表示されていることを確認してく
ださい。エンティティ Beanを接続できるデータベースが、ウィザードの区画内にツ
リーで表示されているはずです。ここで、次の操作を実行します。

1. データベースを選択します。

データベースの状態に応じて、次の操作のうち、どちらかを実行してください。

� データベースはインストールされているが、接続の定義がない。データベースがイ
ンストールされていても、接続の定義がない場合は、「接続を追加」をクリックし
ます。表示された「データベースの新規接続」ダイアログで、次の操作を実行しま
す。

a. 「名前」コンボボックスからデータベースを選択します。

b. 「ドライバ」フィールドでパスが正しいかどうかを確認します。

c. 「データベース URL」フィールドに必要な情報を指定します。

d. データベースへのアクセスにユーザー名とパスワードが必要であれば、指定しま

す。

e. 必要に応じて「セッション中はパスワードを保存」ボックスにチェックをつけま
す。

f. 「了解」をクリックします。ウィザードの「データベース接続からの表」区画にあ
る「次へ」をクリックします。

データベースへ接続します。

� データベースがインストールされていて、接続の定義までが済んでいる。データ
ベースがインストールされていて接続も定義済みだが、有効になっていない場合
は、データベースのアイコンが 2つに分かれているように表示されます。次の操作
を実行してください。

a. データベースを選択して、「データベースに接続」をクリックします。

2つに分かれたアイコンが 1つにまとまります。
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b. データベースのノードを展開して、「Tables」ノードを表示させます。

「接続できません」というエラーメッセージが表示された場合は、データベースが
起動しているかどうかを確認してください。

� データベースがインストールされていて、接続も有効になっている。データベース
への接続が定義済みで有効になっている場合 (同じ接続を使って 2つ目のエンティ
ティ Beanを作成している場合など)、アイコンは 2つに分かれていないで、 1つに
まとまって表示されます。この場合に必要な操作は、データベースのノードを展開
して、「Tables」ノードを表示させることだけです。

2. 選択したデータベースの階層を下がっていって、Bean に対応付けたい表のノードを
見つけます。該当する表を選択し、「次へ」をクリックします。

「CMPフィールド」区画が表示されます。この区画では、データベース表の列とそれ
に対応するフィールドが表示されます。このフィールドは、 EJBビルダーのウィザー
ドがこれから CMPエンティティ Bean内に作成するフィールドです。ウィザードはこ
れらのデータベース中の列と Beanの持続フィールドを対応付けます。

3. Java フィールド名と型を確認し、必要に応じて変更を加えます。

Javaフィールドには、IDE によってデフォルトの名前と型が割り当てられます。これ
らの名前とタイプは必要に応じて変更できます。変更する際は、該当するフィールド
を選択し、「編集」ボタンをクリックしてほかに指定できる型の中から選択します。

この操作の詳細についてはマニュアル「JDBC APIご使用にあたって」の第 8章
「SQL と Javaタイプのマッピング」を参照してください。このマニュアルは次の
URLから入手できます。

http://java.sun.com/j2se/1.3/docs/guide/jdbc/getstart/
GettingStartedTOC.fm.html

4. 「次へ」をクリックします (ウィザードが割り当てたデフォルトのクラスの確認や変
更が必要ない場合は、この手順を省いて「完了」をクリックします)。

「CMPエンティティ Beanクラスファイル」区画が表示されます。区画には、エン
ティティ Beanのインフラストラクチャの要素である Bean クラス、選択したインタ

フェース (ローカルかリモート、または両方)、および主キークラスの型が表示されま
す。

この区画では、Beanのクラスの確認または変更ができます。必要に応じて、他の
Beanクラス、インタフェース、または主キークラスを指定できます。各項目の変更ボ
タンをクリックすると、そのクラスやインタフェースを格納したり、取り出したりす
るパッケージを指定できるようになります。



88 Enterprise JavaBeansコンポーネントのプログラミング  •  2002年 6月

� たとえば、関連する 1つ以上のオブジェクトに対するパッケージ名を変更すること
で、Bean クラスはあるディレクトリに保存し、ホームインタフェースとリモート
インタフェースは別のディレクトリに保存する、といった処理ができます。

ただし、これを実行する前には、利用するアプリケーションがファイルの分散保存
をサポートしているかどうかを確認する必要があります。

� 指定した既存のクラスまたはインタフェースが、必要とされるメソッドや例外を
持っていない場合は、エラーメッセージが表示されます。

� パッケージおよびディレクトリ名には、有効な Java識別子を使用してください。

5. 「完了」をクリックします。

EJBビルダーによって、CMPエンティティ Bean のインフラストラクチャが自動的に
生成されます。これについての詳細は、92ページの「CMPエンティティ Beanのクラ
ス」を参照してください。

データベーススキーマの収集

表に対応する CMPエンティティ Beanを、直接データベースに接続しないで、データ
ベーススキーマから作成することもできます。スキーマがまだない場合は、IDE の
データベーススキーマウィザードを使用してスキーマを作成できます。最初にデータ
ベースを起動・接続する必要がある場合は、82ページの「データソースの準備」を参
照してください。その後、次の操作を実行します。

1. Forte for Java 4 IDE を使用して、次のどちらかの方法でデータベーススキーマウィ

ザードを開きます。

� エクスプローラでパッケージノードを選択します。右クリックして「新規」->
「データベース」->「データベーススキーマ」を選択します。

� メインウィンドウから「ツール」->「データベーススキーマの収集」を選択しま
す。

2. ウィザードの表示に従い、使用するデータベースを指定し、スキーマに含める表を選
択します。

選択した表とビューが進捗ダイアログの進捗バーに表示されます。
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データベーススキーマオブジェクトからの表の選択

データベースへのアクセスが制限されてはいるが、スキーマオブジェクトは使用でき
るといった場合、スキーマからの表を利用して CMPエンティティ Beanを作成できま
す (スキーマがない場合は作成する必要があります。前述の節を参照してください) 。

ウィザードの最初の区画で「データベーススキーマオブジェクトからの表」を選択す
ると、「データベーススキーマオブジェクトからの表」区画が表示されます。この区
画には、エクスプローラの「ファイルシステム」タブでマウントされたディレクトリ
が表示されています。次の操作を実行してください。

1. Bean に対応付けたい表が含まれているデータベーススキーマを見つけます。

選択したスキーマの階層を下っていって、Beanに対応付けたい表のノードを見つけま
す。

2. スキーマのノードを展開して、使用したい表を見つけます。表が見つかったら選択し
ます。

「次へ」と「完了」ボタンが有効になります。

3. 「次へ」をクリックすると、Bean の持続フィールドに対応付けられるデータベース
列が表示されます (ウィザードに Bean のインフラストラクチャを自動生成させたい
場合は、「完了」をクリックしてこの手順と次の手順を省くこともできます)。

「CMPフィールド」区画が表示されます。この区画では、データベース表の列とそれ
に対応するフィールドが表示されます。このフィールドは、 EJBビルダーのウィザー
ドがこれから CMPエンティティ Bean内に作成するフィールドです。必要に応じて
フィールド名や型の変更もできます。フィールドを選択して「編集」ボタンをクリッ
クすると、ほかに指定できる型が表示されます。

4. 「次へ」をクリックして、ウィザードが割り当てたデフォルトのクラスを確認または
変更します。この手順を省きたい場合は、「完了」をクリックするとウィザードに
よって Bean のインフラストラクチャが自動的に生成されます。

ウィザードの「CMPエンティティ Beanクラスファイル」区画が表示されます。区画
には、エンティティ Beanのインフラストラクチャの要素である Beanクラス、選択し
たインタフェース (ローカルかリモート、または両方)、および主キークラスの種類が
表示されます。

この区画では、Beanのクラスの確認または変更ができます。必要に応じて、他の
Beanクラス、インタフェース、または主キークラスを指定できます。各項目の変更ボ
タンをクリックすると、そのクラスやインタフェースを格納したり、取り出したりす
るパッケージを指定できるようになります。
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� たとえば、関連する 1つ以上のオブジェクトに対するパッケージ名を変更すること
で、Bean クラスはあるディレクトリに保存し、ホームインタフェースとリモート
インタフェースは別のディレクトリに保存する、といった処理ができます。

ただし、これを実行する前には、利用するアプリケーションがファイルの分散保存
をサポートしているかどうかを確認する必要があります。

� 指定した既存のクラスまたはインタフェースが、必要とされるメソッドや例外を
持っていない場合は、エラーメッセージが表示されます。

� パッケージおよびディレクトリ名には、有効な Java識別子を使用してください。

5. 「完了」 をクリックします。

EJBビルダーによって、CMPエンティティ Bean のインフラストラクチャが自動的に
生成されます。これについての詳細は、82ページの「CMPエンティティ Beanのクラ
ス」を参照してください。

Bean の持続フィールドの新規作成

EJBビルダーの「CMPエンティティ Bean 名とプロパティ」区画で「最初から作成」
を選択する理由として、データベースが作成されていない、アクセスが許可されてい
ない、またはデータベースがどこにあるかわからないといったことが考えられます。
また、エンタープライズ Beanを含んだアプリケーションが配備されたときに、アプ
リケーションサーバーにデータベースを作成させたい、といったこともあります。

CMPエンティティ Beanのコンテナによって、Bean とデータベースの対応付けが要
求されることもありますが、これはアセンブルと配備の段階になるまでは要求されま
せん。「最初から作成」オプションを選択した場合、指定したフィールドは配備記述
子には「持続」として記録され、後に、そのフィールドが特定のデータベーススキー
マに対応していることがコンテナに通知されます。この対応付けは、J2EEアプリケー
ションが配備される直前に実行されます。

IDE では、Beanの Javaフィールド名を指定することで、エンティティ Bean の接続
を設定することができます。残りのデータベース接続に関する情報は、配備の実行中
に指定できます。

ウィザードの「CMPエンティティ Bean名とプロパティ」区画で次の操作を実行しま
す。

1. 「EJB 名」フィールドで Bean の名前を指定します。
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2. 表示された以外の場所に Bean を保存したい場合は、「ブラウズ」ボタンを使って既
存の Java パッケージを選択します。

3. 「最初から作成」を選択し、「次へ」をクリックします。

「CMPフィールド」区画が表示されます。Bean には、ウィザードによって自動的に
defaultField という名前を持つデフォルトの CMPフィールドが作成されます。

4. CMP フィールドの名前を指定したい場合は、デフォルトのフィールドを選択して「編
集」をクリックします。

次のガイドラインに従って、フィールドに名前を付けて定義します。

� 通常は、最少でも 1つの主キーフィールドを指定します。ただし、CMPエンティ
ティ Bean の主キーは省略できます。

� 指定したいフィールドの型がコンボボックスに表示されない場合は、別の型を指定
できます。型には、java.lang.Integerなどの有効なパス名を指定してくださ
い。

5. 「追加」をクリックして、追加する持続フィールドを定義します。

6. 「次へ」をクリックして、ウィザードが割り当てたデフォルトのクラスを確認または
変更します。この手順を省きたい場合は、「完了」をクリックするとウィザードに
よって Bean のインフラストラクチャが自動的に生成されます。

ウィザードの「CMPエンティティ Beanクラスファイル」区画が表示されます。区画
には、エンティティ Beanのインフラストラクチャの要素である Beanクラス、選択し

たインタフェース (ローカルかリモート、または両方)、および主キークラスの型が表
示されます。

この区画では、Beanのクラスの確認または変更ができます。必要に応じて、他の
Beanクラス、インタフェース、または主キークラスを指定できます。各項目の変更ボ
タンをクリックすると、そのクラスやインタフェースを格納したり、取り出したりす
るパッケージを指定できるようになります。

� たとえば、関連する 1つ以上のオブジェクトに対するパッケージ名を変更すること
で、Bean クラスはあるディレクトリに保存し、ホームインタフェースとリモート
インタフェースは別のディレクトリに保存する、といった処理ができます。

ただし、これを実行する前には、利用するアプリケーションがファイルの分散保存
をサポートしているかどうかを確認する必要があります。
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� 指定した既存のクラスまたはインタフェースが、必要とされるメソッドや例外を
持っていない場合は、エラーメッセージが表示されます。

� パッケージおよびディレクトリ名には、有効な Java識別子を使用してください。

7. 「完了」をクリックします。

EJBビルダーウィザードによって、CMPエンティティ Bean のインフラストラクチャ
が自動的に生成されます。次に生成されたクラスを見てみます。

CMPエンティティ Beanのクラス
EJBビルダーウィザードは、デフォルトの CMPエンティティ Bean クラスを生成し、
すべてのクラスの関係を設定します。図 4-2に、エクスプローラの「ファイルシステ
ム」区画に表示される一般的な CMPエンティティ Beanを示します。この例では、デ
フォルトのインターフェース設定「ローカルインターフェースのみ」が有効になって
います。この Beanは同じ JVM 内で動作しているアプリケーションコンポーネントに
よってのみ呼び出されます。

図 4-2 一般的な CMPエンティティ Bean のデフォルトクラス

図 4-2に示されている 4つのノードのうち、(クラスアイコンで表示されている) 3つ
は実際のクラスを表し、 (Beanアイコンで表示されている) 1つは論理ノードを表して
います。編集はすべて論理ノードで行ってください。例題に示されている Beanの主
なノードについて説明します。

� エクスプローラによって提供される論理ノードには、エンタープライズ Beanのす
べての要素がグループとしてまとめられており、論理ノードへの操作がそれぞれの
クラスに伝達されます。

� Beanクラスは、 javax.ejb.EntityBeanインタフェースと、エンティティ
Bean のメソッドを実装します。

� ローカルインタフェースは javax.ejb.EJBLocalObjectのサブクラスで、同じ
コンテナに格納されているビーン間の通信を実現します。

Beanの論理ノード
Beanクラス
ローカルインタフェース
ローカルホームインタフェース
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� ローカルホームインタフェースは javax.ejb.EJBLocalHomeのサブクラスで、
生成メソッドと検索メソッドのシグニチャを提供します。

主キークラスを作成した場合は (Bean に複合主キーが使われている場合など)、その
Beanに対する追加のノードがエクスプローラに表示されます。

「リモートインターフェースとローカルインターフェースの両方」を選択した場合
(Beanがアプリケーションの同じ JVM中の Beanと外部 JVMの Beanの両方から使用
される場合)、作成されたエンティティ bean は 4つのインタフェースすべてを持つこ
とになります。

� リモートインタフェースは javax.ejb.EJBObjectのサブクラスで、CMPエン
ティティ Bean のビジネスメソッドを宣言します。

� ホームインタフェースは javax.ejb.EJBHomeのサブクラスで、クライアントが
呼び出す対象となる CMPエンティティ Beanの生成メソッドと検索メソッドを宣
言します。

ノードの展開

エンティティ Beanのパッケージノードの下位にあるノードを展開すると、図 4-3 に
示すようなツリーが表示されます (これは、デフォルトの「ローカルインターフェー
スのみ」が選択された場合の例です)。

主キークラス

リモートインタフェース

ホームインタフェース

ローカルインタフェース

ローカルホームインタフェース
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図 4-3 ローカルインタフェースを持つ一般的な CMPエンティティ Bean のエクスプロー
ラでの詳細表示

新しい主キークラスを生成した場合のエクスプローラの表示例は 図 4-4のとおりで
す。

論理ノード

ローカルインタ
フェース

CMP エンティ
ティ Bean の主な
要素

生成メソッドは
未作成

デフォルトの検索
メソッド

選択した持続
フィールド

ホーム・選択・ビ
ジネスメソッドは
未作成

ローカルホーム
インタフェース

Bean クラス
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図 4-4 複合主キーを持つ一般的な CMPエンティティ Bean のエクスプローラでの詳細表
示

論理ノード

主キークラス

主キークラス
ノード

主キーの 2 つ
のフィールド

主キークラス
のメソッド
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生成されたクラスの確認

データベースの列に対応付けられたフィールドはすべて CMPエンティティ Beanに表
示されます。更に、特定のデフォルトメソッドはすべてのエンティティ Bean内に自
動的に作成されます。

デフォルトの検索メソッド

すべてのエンティティ Beanは主キーによって検索できるように Enterprise JavaBeans

仕様によって規定されているため、エンティティ Beanのホームインタフェースには
メソッドシグニチャである findByPrimaryKeyが自動的に追加されます。CMPエ
ンティティ Beanでは、Bean のコンテナに findByPrimaryKeyメソッドが実装される
ため、メソッドシグニチャだけで充分です。

持続フィールドと補助メソッド
IDE は、CMPエンティティ Beanに指定した各持続フィールドに対し、get メソッド

と setメソッドを作成し、それらを Beanクラスに設定します。これらの補助メソッド
を参照するには論理ノードを右クリックし、「開く」を選択します。ソースエディタ
が開いて、生成された Beanクラスのコードが表示されます。コードの終わりの方に
次に示す例のような行が見つかるはずです。

CMPフィールドそのものは、配備記述子内に宣言されます。これを参照するには、論

理ノードの Beanクラスを選択し、右クリックしてから「配備記述子を表示」を選択
します。次の例では、 Customerという名前の抽象スキーマ (持続性プランともいう)

public CustomerLocal findByPrimaryKey(java.lang.Integer aKey)
throws javax.ejb.FinderException;

public abstract java.lang.Integer getCustomerNum();

public abstract void setCustomerNum(java.lang.Integer

customerNum);

public abstract java.lang.String getDiscountCode();

public abstract void setDiscountCode(java.lang.String

discountCode);

public abstract java.lang.String getName();

public abstract void setName(java.lang.String name);
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を持つ CMPエンティティ Beanに対して、customerNum、discountCode、および
nameという名前を持つ CMPフィールドを宣言したときの配備記述子の XML コード
を示しています。

持続フィールドをまだ指定していない場合は、CMPエンティティ Beanには
defaultField と呼ばれるデフォルトの CMPフィールドが 1つと、そのフィール
ドに対する補助メソッドだけが含まれています。このフィールドは自動的に主キーと
して扱われます。

ウィザードを使用して CMPエンティティ Beanを定義した後は、 いつでも CMP
フィールドを変更できます。Beanの論理ノードを選択後、右クリックして「CMP
フィールドを追加」を選択するとフィールドを追加できます。また、新しい CMP
フィールドを主キーとして指定することもできます。

Beanの作成後でも CMPフィールドの名前は変更できます。名前の選択は、論理ノー

ドの下にある CMPフィールドを選択し、右クリックしてから「名前を変更」を選択
するだけで実行できます。EJBビルダーによって変更範囲の入力が促されます。

残りの CMPエンティティ Beanの持続性 (アセンブルとサーバーへの配備に Beanが
必要とする実際の SQL文)については、後述します。EJB QL文に選択メソッドか検索
メソッドを追加することで、Beanはすべてのアプリケーションとデータベースサー
バーに移植することができます。この EJB QL文は EJB コンテナの配備記述子と指定
したアプリケーションサーバーに保持されます。配備の実行中に、この EJB QLコー
ドはサーバ固有のデータベースへのアクセス用のコードに変換されます。ほとんどの
持続性はリレーショナルデータベースで実装されるので、通常は SQL がオブジェクト
コードとなります。J2EE RI サーバーの場合、変換後の SQL コードは Beanのプロパ
ティシートにあるサーバーのタブに表示されます。

<abstract-schema-name>Customer</abstract-schema-name>

<cmp-field>

<field-name>customerNum</field-name>

</cmp-field>

<cmp-field>

<field-name>discountCode</field-name>

</cmp-field>

<cmp-field>

<field-name>name</field-name>

</cmp-field>

...

<primkey-field>customerNum</primkey-field>
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エンタープライズ Beanの準備の詳細については、第 8章を参照してください。EJB
QLコードのコーディングについては IDE のオンラインヘルプを参照してください。

主キークラスと必要なメソッド

これまでの操作で、EJBビルダーのウィザードによってデータベース表の主キーが
CMPエンティティ Beanの主キーフィールドに対応付けられているか、1つ以上の主
キーフィールドが手動で定義されているはずです。Beanが複合主キーを持っている場

合、ウィザードが主キークラスを生成します (複合主キーを持っていない場合は、
Beanには主キークラスがありません。後でデータベースの主キーを対応付ける主キー
フィールドを作成する際には、最初に主キークラスを作成する必要があります。105
ページの「主キーの新規作成」を参照してください)。

主キークラスには、Beanのインスタンスを一意に識別する一連のデータが含まれてい
ます。Beanに単一の主キーフィールドがある場合、ウィザードはフィールドのクラス
をその Beanの主キークラスとして使用します。 Bean が複合主キー (複数の持続
フィールドで構成されている主キー)を持っている場合、ウィザードは同じ名前とタ
イプを持つ複数フィールドに対して主キークラスを 1つ生成します。

更に、新しい主キークラスが作成されると、EJBビルダーによってコンテナに必要な
2つのメソッドが次のように挿入されます。

equals メソッドは、id値が同一のオブジェクト (すなわちハッシュコードが同じ
キー)同士を比較します。このメソッドには、パラメータとしてキー値が渡されま
す。このメソッドは、渡されたキー値が現在のキー値と一致しているかどうかを示す
論理値を返す必要があります。

hashCode メソッドは、キーを整数値に変換し、ハッシュ表からキーをすばやく検出
できるようにします。このメソッドは、現在のインスタンスのハッシュコードキーを
返す必要があります。この値は一意である必要はありませんが、ハッシュ値が重複す
る確率が低いほど、エンティティ Beanのパフォーマンスが高くなります。

public boolean equals(java.lang.Object otherOb) {
...

}
public int hashCode() {

...
}
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主キークラスは、java.rmi.Remoteインタフェースではなく
java.io.Serializableインタフェースを実装している必要があります。

IDE のテスト機能を使用して、CMPエンティティ Beanのメソッドをテストする場合
に知っていると便利な点を次に挙げます。

� Beanの主キークラスに全フィールドコンストラクタを含めるか、クラスメンバー
に設定メソッドを設定します。

� テストするアプリケーションの表示がわかりやすいように適切な toString メソッド
を定義します。

テスト機能の使用に関する詳細は第 9章を参照してください。

CMP エンティティ Bean のライフサイクルメソッド

ウィザードは、すべてのエンティティ Beanの Beanクラスに次のデフォルトのライフ
サイクルメソッドを追加します。

public void setEntityContext(EntityContext context) {
this.context = context;

}
public void unsetEntityContext() {

context = null;
}
public void ejbActivate() {
}
public void ejbPassivate() {
}
public void ejbLoad() {
}
public void ejbStore() {
}
public void ejbRemove() {
}
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表 4-2に CMPエンティティ Bean のライフサイクルメソッドの目的を示します。

表 4-2 CMPエンティティ Beanクラスでのデフォルトのライフサイクルメソッドの
目的

メソッド 目的

setEntityContext このメソッドは、フィールドに EntityContextの参照を格
納し、非持続フィールドに値を格納できるようにする。この
メソッドを使用して、EJBオブジェクトに依存せず、エン
ティティ Beanの全期間にわたって存続するリソース (たとえ
ばデータベース接続ファクトリ)を割り当てることができ
る。デフォルトでは、context という非持続フィールドに
EntityContext を代入するコードが生成される

unsetEntityContext このメソッドを使用して、コンテナがエンティティ Bean の
インスタンスを破棄する前に、そのインスタンスで使用され
ていたリソースの割り当てを解除し、メモリーを解放するこ
とができる。デフォルトでは、context フィールドの値を
nullに設定するコードが生成される

ejbActivate このメソッドは、Bean を初期化して使用できるようにし、
インスタンスに必要なリソースを取得する

ejbPassivate このメソッドは、Bean のインスタンスが汎用インスタンス
プールに戻される前に、その Bean が使用していたリソース
を解放する

ejbLoad CMPエンティティ Bean では、このメソッドのコードを編集
する必要はない。コンテナは、使用可能状態の Bean インス
タンスの ejbLoad メソッドを呼び出し、その Bean インス
タンスの状態をデータベースに同期させる

ejbStore CMPエンティティ Bean では、このメソッドのコードを編集
する必要はない。コンテナは、使用可能状態の Bean インス
タンスの ejbStore メソッドを呼び出し、その Bean の状態
をデータベース中のエンティティの状態に同期させる

ejbRemove CMPエンティティ Bean では、このメソッドはクリーンアッ
プ処理を行い、コンテナがデータを削除できるようにする
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CMPエンティティ Beanの完成
CMPエンティティ Beanを完成させるには、次の操作を実行します。

� Beanのクライアントがデータベースにデータを挿入できるようにするには、生成
メソッドを定義します。1つのエンティティ Bean に 1つ以上の生成メソッドを含
めることができます。

� 必要に応じて主キーを追加または置き換えます。

� 必要なビジネスメソッドを定義します。

� findByPrimaryKey以外の検索メソッドが必要な場合は、それらの検索メソッド
を定義します。

� Beanが Bean インスタンスに依存しない操作を実行する必要がある場合は、1つ以

上のホームメソッドを定義します。

� CMPエンティティ Beanに同じ EJB モジュール内の他の Beanを照会させたい場
合、またはデータベースを照会させて結果をローカルインターフェースまたはリ
モートインタフェースを介して戻したい場合は、1つ以上の選択メソッドを定義し
ます。

� 必要に応じて setEntityContext、unsetEntityContext、ejbActivate、
ejbPassivate、ejbRemoveの各メソッドにコードを追加し、これらのメソッド
を完成させます。

ウィザードで Beanに必要なフィールドをすべて指定しなかった場合は、後から 1つ
以上の CMPフィールドを追加することができます。

これらの作業は、エクスプローラで基本的に Beanの論理ノードに用意された GUI
ツールを使用して行います。これらのメソッドの内容を次の手順で指定します。

1. ダイアログでメソッド名を指定し、メソッドのシグニチャを定義します。論理ノー
ドを選択し、右クリックし、「生成メソッドを追加」、「ビジネスメソッドを追
加」、「検索メソッドを追加」、「ホームメソッドを追加」または「選択メソッド
を追加」のいずれかを選択します。定義したメソッドが CMPエンティティ Bean
の適切なクラスに伝達されます。

2. ソースエディタを使用してメソッドの本体を完成させます。
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推奨する エンタープライズ Bean の開発手順

付録 Aでは、エンタープライズ Beanに変更を加える際の最適な方法や、推奨手順以
外の方法を行った場合に発生する可能性のあるエラーや異常状態について説明してい
ます。一般に、個々のクラスノードを操作するよりは論理ノードを操作する、メソッ
ドの変更には Beanのプロパティシートや「カスタマイザダイアログ」を使用する、
およびダイアログからでは操作できない Beanのコードを完成させたり、編集したり
するには IDE のソースエディタを使用するといった方法をお勧めします。

生成メソッドの定義

エンティティ Beanには、複数の生成メソッドを含めることができます。各 Bean で
は、生成メソッドをホームインタフェースに、それに対応する ejbCreateXxx メ
ソッドと ejbPostCreateXxx メソッドを Beanクラスに配置する必要があります。
ここで推奨している手順に従うと、これらのメソッドが適切に生成および伝達されま
す。

通常、CMPエンティティ Beanの ejbCreateXxx メソッドは次の処理を実行しま
す。

� クライアントから渡された引数を検証します。

� インスタンスの変数 (CMPエンティティ Beanでは CMPフィールド)を初期化しま
す。コンテナは、Bean の CMPフィールドをデータベースに書き込む直前に、
ejbCreate メソッドを呼び出します。

ejbPostCreateXxx メソッドは IDE によって自動的に追加されます。このメソッド
は、EJBオブジェクトについての情報 (ホームインタフェース、リモートインタフェー

スなど)を、その情報を参照する必要のあるほかの エンタープライズ Bean に伝達し
たい場合に使用します。このメソッドは、コンテナからパラメータとして渡される
EntityContext を使用して、リモートインタフェースにアクセスすることができま
す。また、このメソッドは通常、他に依存する Beanの作成に使用されます。たとえ
ば、Order Beanの ejbCreateLineItemメソッドによって ejbPostCreateXxx

メソッド内に商品のデータが作成される、という場合などです。

新しい生成メソッドを定義するには、次の手順に従います。

1. CMP エンティティ Bean の論理ノードを選択し、右クリックし、「生成メソッドを追
加」を選択します。

「新規生成メソッドを追加」ダイアログが表示されます。
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2. create に続けて (create から始まる名前でなくてもよい)、生成メソッドの名前を指
定します。

この時点で生成メソッドのパラメータを追加します。

3. 「追加」をクリックします。

4. 「メソッドのパラメータを入力」ダイアログで、パラメータの型と名前を指定しま
す。

CMPエンティティ Beanでは、create メソッドは主キー型または主キーと同じ型を返
す必要があります。次のコード例に示すように、Beanクラスのメソッドシグニチャで
は主キー型が指定されますが、メソッドの本体では nullを返す必要があります。こ
れは、CMPエンティティ Beanの主キーはコンテナが管理するためです。

5. 「了解」をクリックします。

追加したメソッドが、Beanクラスのコードでは ejbCreateXxx として、ホームイン
タフェースでは createとして表示されます。さらに、Beanクラスにはメソッド
ejbPostCreateXxx も表示されます。メソッドの追加時にすでにソースエディタを
開いている場合は、コードの表示がただちに更新されます。

Beanクラスに生成される ejbCreateメソッドと ejbPostCreateメソッドの例を
次に示します。

public 主キー型 ejbCreate(パラメータ 1...) throws 例外 1

public String ejbCreate(java.lang.String custname)
throws CreateException {

}
public void ejbPostCreate(java.lang.String custname)

throws CreateException {
}
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6. ソースエディタを使用して、return 文やその他の必要なコードを新しい生成メソッド
に追加します。

銀行のスタッフが、各支店のサービス品質アンケートに対する顧客からの回答を参照
するWebアプリケーションの生成メソッドを、コード例 4-1に示します。この例で
は、作成された CMPエンティティ Beanのインスタンスに、custName、
branchNo、response の 3つのフィールドが含まれているものとします。

主キーの追加または置き換え

エンティティ Beanの主キークラスが削除されている場合や、クラスに主キーを追加
する必要がある場合は、プロパティシートを次のように使用します。

1. 論理ノードを選択し、右クリックし、「プロパティ」を選択します。

エンティティ Beanのプロパティシートが表示されます。

2. 「主キークラス」フィールドを選択し、省略符号ボタン (...) をクリックします。

「プロパティエディタ」ダイアログが表示されます。

3. 既存のフィールドか既存のユーザー定義クラスを選択し、「了解」をクリックしま
す。

「主キークラス」フィールドに、新しいフィールドやクラスの戻り値の型が表示され
ます。

コード例 4-1 CMPエンティティ Bean クラスの生成メソッドの例

public CustomerSurveyKey ejbCreateResponse(java.lang.String custName,
java.lang.String branchNo,java.lang.String response)
throws CreateException {

if ((branchNo == null) || (custName == null)){
throw new CreateException("Both the branch number and

the customer name are required.");
}
setCustName(custName);
setBranchNo(branchNo);
setResponse(response);

return null;
}
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主キーの新規作成

主キークラスのないエンティティ Beanに新しい主キーを追加する場合、最初に新し
い主キーフィールドを 1つ以上追加する必要があります。その後、EJBビルダーの
ウィザードを使用して、主キークラスを持つ新しいエンティティ Beanを作成しま
す。これは一時的に利用するだけで、ここでは一時 Beanと呼びます。最後に、既存
の Beanに新しい主キークラスを利用するよう指定します。

次の操作を実行します。

1. エクスプローラで、主キーが必要な既存エンティティ Bean を含んでいるパッケージ
を見つけます。

2. パッケージを右クリックし、「新規作成」->「J2EE」->「CMP エンティティ EJB」
を選択します。

3. ウィザードで次の操作を実行します。

a. 既存エンティティ Bean に主キー用のフィールドを必要な数だけ指定します。

b. 最後から 1 つ目のパネルで、主キークラスの名前を必要に応じて変更します。これ
は、そのクラスを使用する既存 Bean との対応をわかりやすくするためです。

たとえば、Bean の名前が Accountだった場合は、主キークラスの名前を
AccountKey とするとわかりやすくなります。

4. 「完了」をクリックします。

これで一時 Beanが作成されました。次の操作を続けてください。

5. エクスプローラウィンドウで、一時 Bean のクラスと論理ノードを必要に応じて削除
します。ただし、主キークラスは削除しないでください。

6. 既存 Bean の論理ノードを右クリックし、「プロパティ」を選択します。

7. プロパティシートの「プロパティ」タブで「主キークラス」フィールドをクリック
し、省略符号ボタン (...) をクリックします。

「主キークラス」ダイアログが開きます。

8. 「既存のユーザー定義クラスを選択」をクリックします。

ファイル選択画面が開きます。
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9. 新しい主キークラスまでナビゲートし、主キーを選択して「了解」をクリックしま
す。

プロパティシートの「主キークラス」フィールドに、新しい主キークラスの名前が表
示されます。

Beanの論理ノードに警告マークやエラーマークが表示される場合があります。これら
のマークはこの時点では無視します。設定を終えたらプロパティシートを閉じます。

10. 既存 Bean の論理ノードを右クリックし、「EJB の検査」または「エラー情報」を選
択します。

解決が必要なエラーが IDE によって表示されます。

11. エラーをすべて修正し、再び Bean 検査を実行するか、Bean をコンパイルします。

主キークラスが必要とする equalsと hashcodeの 2つのメソッドは、この処理では
再生成されません。したがって、通常は equalsメソッド中のクラス名を変更する必
要があります。Beanクラスにある findByPrimaryKeyメソッドには異なるパラ
メータの型の指定が、すべての ejbCreateメソッドには異なる戻り値の型の指定が
必要なこともあります。

12. これまでの操作をすべて保存します。

外部キーの取り扱い

外部キーとして実装されている複数の CMPエンティティ Beanの関係を維持したい場
合、または Beanが複数のデータストアにアクセスする必要がある場合は、個々の
Beanを独立して作成するのではなく、関連した CMPエンティティ Bean のセットと
して作成します。EJBビルダーのウィザードを使用すると、関連した Beanのセットを
まとめて 1度に作成できます。これには、ソースとなる表の外部キーを、それらの
Bean間のコンテナ管理による関係 (CMR) の表現としてそのまま使用します。この詳
細については第 5章を参照してください。

ビジネスメソッドの定義

CMPエンティティ Beanにはビジネスメソッドを追加します。ビジネスメソッドは、
エンティティ Beanにカプセル化されたビジネスロジックを実行します。通常、ビジ
ネスメソッドでは持続フィールドを操作し、データベースには直接アクセスしませ
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ん。ビジネスメソッドの役割は、インスタンス変数を更新することです。EJBコンテ
ナは、トランザクションの必要な時点で ejbLoadメソッドと ejbStoreメソッドを
呼び出し、その時にインスタンス変数がデータベースに書き込まれます。

注 - ビジネスロジックはなるべくデータベースアクセスコードから分離してくださ
い。

ビジネスメソッドを定義するには、次の手順に従います。

1. 論理ノードを選択し、右クリックし、「ビジネスメソッドを追加」を選択します。

「新規ビジネスメソッドを追加」ダイアログが表示されます。

2. メソッド名を入力し、戻り値の型、パラメータと例外を指定します。「了解」をク
リックすると、ダイアログが閉じます。

3. ソースエディタでメソッドのコーディングを完成させます。

または「新規ビジネスメソッドを追加」ダイアログで、メソッド名だけを指定して
「了解」をクリックします。ダイアログが閉じたら、ソースエディタでコードを完成
させます。

コード例 4-1と同じアプリケーションのビジネスメソッドをコード例 4-2 に示しま
す。この例では、銀行の顧客の電話による回答がデータベースから読み出されます。

エンタープライズ Beanに作成したメソッドを参照したい場合は、該当する Beanの論
理ノードを展開して、参照するメソッドの種類までサブノードをナビゲートします。
メソッドのノードを右クリックして「開く」を選択します。ソースエディタが開い
て、そのクラスのメソッドのコードが表示されます。

検索メソッドの追加

EJBビルダーのウィザードは、デフォルトの findByPrimaryKeyメソッドを自動的
に生成します。CMPエンティティ Beanでそれ以外の照会を実行したい場合は、検索
メソッドを追加する必要があります。

コード例 4-2 CMPエンティティ Bean のビジネスメソッドの例

public java.lang.String retrieveComments() {
return phoneResponse();

}
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また、関連するエンティティ Beanの持続フィールドの値を照会したい場合、または
クライアントによって起動されるメソッドが必要ない場合は、選択メソッドが使用で
きます。詳細については 110ページの「選択メソッドの定義」を参照してください。

検索メソッドを追加するには、次の操作を実行します。

1. Bean の論理ノードを選択し、右クリックして「検索メソッドを追加」を選択しま
す。

「新規検索メソッドを追加」ダイアログが表示されます。

2. find で始まるメソッド名を入力します。

3. 次の戻り値の型のうち、どれかを選択します。

� デフォルト名で示される単一オブジェクト
� Collection (集合)
� Enumeration (列挙型)

4. パラメータと例外を指定します。

5. 「SELECT、FROM、WHERE」フィールドに EJB QL 文を指定します。

EJB QLの構文と例題については、IDE のオンラインヘルプを参照してください。ま
た、過去の CMPエンティティ Beanの検索メソッドでの WHERE文の指定方法につい

ては 188ページの「EJB 1.1 CMPエンティティ Beanを含んだ EJBモジュール」を参
照してください。

この時点で EJB QL文を入力する準備がまだできていない場合、コンパイラの EJB QL
コードの入力要求を解除できます。220ページの「エンタープライズ Beanのコンパイ
ルと検証」を参照してください。ただし、RI サーバーに Beanを配備する前には必ず
正しい EJB QL文を指定してください。

メソッドの EJB QLコードは、配備記述子に組み込まれます。EJB QL文は、カスタマ
イザダイアログまたはメソッドのプロパティシートを使用して編集または追加できま
す。ただし、配備記述子を直接編集するのは通常は避けてください。
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6. 指定が完了したら「了解」をクリックします。

次のようにして、ソースエディタを直接開いて検索メソッドを表示させます。CMPエ
ンティティ Beanの論理ノードを展開して検索メソッドまでナビゲートします。目的
の検索メソッドを選択して、右クリックして「開く」を選択します。ソースエディタ
に検索メソッドのホームインタフェースクラスが表示されます (検索メソッドは Bean
クラスでは宣言されていません)。

例題の Account Beanでの検索メソッドは次の 2つの処理を実行します。

� 特定の口座に関するデータが記述されている AccountEJBインスタンスを検索
し、そのインスタンスにリモートオブジェクトを戻します。これを実行するには、
口座を口座番号で SELECTする必要があります。

� すべての赤字口座の AccountEJBインスタンスを検索し、これらのリモートオブ
ジェクトを集合として戻します。これを実行するには、残高がマイナスになってい
る口座を SELECTする必要があります。

検索メソッドはカスタマイザダイアログ (メソッドのノードを右クリックし「カスタ
マイズ」を選択します)か、メソッドのプロパティシート (メソッドのノードを右ク
リックし「プロパティ」を選択します)を使用して編集できます。

ホームメソッドの定義

ホームメソッドを使用すると、エンティティ Beanのインスタンスに依存しない処理
を実行することができます。ホームメソッドは、静的メソッドに似ていて、指定され
たクラスのすべての Beanに対して適用されるビジネスロジックを含んでいます (一
方、ビジネスメソッドはエンティティ Bean中の 1つのインスタンスに固有の識別子
とロジックを持っています)。ホームメソッドは Bean の持続性状態 (インスタンス変

数)またはコンテナ管理による関係には関係しません。

CMPエンティティ Bean の Invoicesが顧客への請求書を表していて、各請求書に
はその顧客が支払った額が記録されていたとします。これら未払いになっている請求
書の合計額を参照したい場合、該当する請求書の Beanインスタンスの収集を繰り返
し、それらの未払い合計額をビジネスメソッドに計算させる getAmountDueという
メソッドを作成し、ホームメソッドに追加することができます。

ホームメソッドを定義するには、次の操作を実行します。

1. 論理ノードを選択し、右クリックして「ホームメソッドを追加」を選択します。

「新規ホームメソッドを追加」ダイアログが表示されます。
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2. メソッド名を指定します。

3. 戻り値の型、パラメータ、および例外を指定します。

4. 指定が完了したら「了解」をクリックします。

新規ホームメソッドの名前を指定した時点で「了解」をクリックし、ソースエディタ

でコーディングを完成させることもできます。

CMPエンティティ Beanにクライアントビューが 2つ (リモートとローカル両方のイ
ンタフェース)あった場合、EJB ビルダーによって含めるホームメソッドがローカル
ホームインタフェースに対するものか、(リモート) ホームインタフェースに対するも
のか、または両方に対するものかが確認されます。

IDE によってどちらかまたは両方のホームインタフェースにホームメソッドが追加さ
れます。また、対応する ejbHomeメソッドも Beanクラスに追加されます。

選択メソッドの定義

データベースに照会を実行し、ローカルインタフェースまたはリモートインタフェー
ス (あるいは両方のインタフェースの集合) を値として戻す CMPエンティティ Bean
を使用する場合、または関連するエンティティ Beanの持続フィールドの値 (複数ある
場合はそれらの値の集合)を返すメソッドを使用したい場合、選択メソッドを使用す

ることができます。選択メソッドは、複数の CMPエンティティ Beanの関係が定義さ
れる際に作成される get メソッドに直接関係していてます。また、選択メソッドは、
そのエンティティ Beanクラス内の 1つのメソッド (通常はビジネスメソッド)だけか
ら呼び出すことができます。選択メソッドはリモート型インタフェースからはアクセ
スできないため、クライアントから呼び出すことはできません。

選択メソッドを追加するには、次の操作を実行します。

1. Bean の論理ノードを選択し、右クリックして「選択メソッドを追加」を選択しま
す。

2. ejbSelect で始まるメソッド名を指定します。

3. 次のどちらかの戻り値の型を選択します。

� デフォルト名で示される単一オブジェクト

� コンボボックスに表示されている型のどれか

4. パラメータと例外を指定します。
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5. 「SELECT、FROM、WHERE」フィールドに EJB QL 文を指定します。

EJB QLの構文および例題については IDE のオンラインヘルプを参照してください。

6. 指定が完了したら「了解」をクリックします。

選択メソッドはカスタマイザダイアログ (メソッドのノードを右クリックし「カスタ
マイズ」を選択します)か、メソッドのプロパティシート (メソッドのノードを右ク
リックし「プロパティ」を選択します)を使用して編集できます。

メソッドの EJB QLコードは、配備記述子に組み込まれます。EJB QL宣言文は、カス
タマイザまたはメソッドのプロパティシートを使用して編集または追加できます。た
だし、Beanの配備記述子は直接編集できません。

追加フィールドの定義

CMPエンティティ Beanを作成し終わったら、次のようにして CMPフィールドを追
加できます。

� 論理ノードを選択し、右クリックして「CMP フィールドを追加」を選択します。

注 - ソースエディタを使用して Beanクラスに直接フィールドを書き込まないでくだ
さい。IDEは、手動で書き込まれたフィールドと配備記述子との持続性を認識で
きません。

CMPエンティティ Beanを作成した後の作業
作成した CMPエンティティ Beanは、最終環境で使用できるようにする必要がありま
す。これらの最終作業については、第 8章を参照してください。

また、付録 Aでは、推奨するエンタープライズ Beanの操作手順を説明しています。
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詳細情報の参照先
エンタープライズ Beanは、アプリケーションに高い機能性と柔軟性を付加します。
また、エンタープライズ Beanの基本要素は簡単に作成できます。Forte for Java 4 IDE
のようなツールを使用すれば更に簡易化できます。しかし、アプリケーションのニー
ズをすべて満たす Beanの作成は複雑なこともあります。Bean の作成に関する詳細は
次の文献を参照してください。

� Enterprise JavaBeans仕様 , 2.0
http://java.sun.com/products/ejb/docs.html

� Java 2 Platform, Enterprise Edition Tutorial
http://java.sun.com/j2ee/tutorial/1_3-fcs/doc/CMP3.html

� CMP Example Overview　(著 : Beth Stearns)
http://java.sun.com/j2ee/sdk_1.3/techdocs/release/CMP-RI.html
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第5章

関係 CMPエンティティ Beanのセットの
開発

多くの J2EEアプリケーションには、コンテナ管理による持続性 (CMP エンティティ

Bean) を使用する関連エンティティ Beanが含まれています。1つのアプリケーション
に含まれる 2つの CMPエンティティ Bean には、Bean間の関係を示すフィールドが
含まれている場合があります。このフィールドは、データベースまたはデータベース
スキーマにある、異なるエンティティまたは表が関連した列を含んでいることを示す
ものです。たとえば、あるスキーマに Customer、Order、LineItem、および Part

の表が含まれていたとします。Orderには Customerに対する外部キーが含まれ、
LineItemには Orderに対する外部キーが含まれます。また、LineItemには Part

に対する外部キーが含まれます。

この章では、Forte for Java 4 IDE で EJBビルダーを使って一連の関係 CMPエンティ

ティ Beanを一度に作成する方法を、必要なインタフェースと共に説明します。CMP
エンティティ Beanは、データベースまたはスキーマモデル中のすべてのエンティ
ティから、またはそれらのエンティティのサブセットから作成することができます。
作成された Beanはウィザードによって自動的に EJBに保存されます (モジュールに関
する詳細は第 8章を参照してください)。

また、ウィザードはデータソース中のエンティティ間の関係も考慮します。作成され
るCMPエンティティ Bean間の関係は CMR フィールドと呼ばれる論理エンティティ
として保持されます。IDE は、2つのデータベース表の関係を誤って認識するような
こともありません。

関係 CMPエンティティ Beanのセットに対するインフラストラクチャのすべての作成
処理は、ウィザードによって自動的に行われるため、メッセージに従って操作だけで
す。



114 Enterprise JavaBeansコンポーネントのプログラミング  •  2002年 6月

関係 CMPエンティティ Beanを作成する際は、この章で説明する以外にも様々な方法
を取ることができます。詳細については、xviiiページの「お読みになる前に」を参照
するか、エンタープライズ Beanのプログラミングに関する市販の文献を参照してく
ださい。

EJBビルダーと関係 CMPエンティティ Bean
EJBビルダーは、ウィザード、プロパティシート、およびエディタの集まりで、これ

を使用して一貫性のあるエンタープライズ Beanを簡単に作成できます。EJB ビル
ダーを使用すると、わかりやすい機能を利用しながら短期間で Beanを完成できま
す。この章では、 IDE の機能を最大限に活用した、Beanの一貫性と J2EE 標準への準
拠を確実にする手法を説明しています。

関係 CMP エンティティ Bean の一括作成

EJBビルダーで CMPエンティティ Bean を作成する際には、次の手順に従ってくださ

い。

� CMP エンティティ Bean のセットと必要なクラスを作成します。EJBビルダーの
ウィザードで、関係 CMPエンティティ Bean のセットの枠組みを最初に作成しま
す。各 Bean はクラス、インタフェース、および論理ノードを持ち、作成された
Bean はエクスプローラの「ファイルシステム」タブに表示されます。次に、ウィ
ザードはインタフェース宣言文を生成します。各 CMPエンティティ Beanの Bean
クラスには、必要なメソッドの宣言と、データのソースがあるデータベース列に一
致している持続フィールドが作成されます。

ウィザードによって、関係 Bean として含める Beanを指定するよう促されます。
含めない Bean は明示的に除外する必要があるため、Bean間の関係を見失うことは
ありません。

エンティティ Bean は、論理ノードから操作するのが最適です。エクスプローラで
は、すべての論理ノードが アイコンで示されています。
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� メソッド、パラメータ、および例外を追加します。IDE の GUI機能の操作方法

が、この章で後述されています。この GUI 機能とソースエディタを併用して、
CMP エンティティ Bean のメソッド実装部分を完成させます。たとえば、Beanへ
のメソッドの追加は、コンテキストメニューから使用できるダイアログを使用して
も、必要なクラスのセットを直接編集することもできます。

� Bean の配備記述子に値を設定します。論理ノードから表示できるエンティティ
Bean のプロパティシートを使用して、配備に関するプロパティを編集します。

Beanの論理ノードからの個々の CMPエンティティ Bean の妥当性を検査することが
できます。IDE のテスト機能をそれぞれの Beanに対して実行することもできます。

関係 CMP エンティティ Bean のセットの作成

関係 CMPエンティティ Beanのセットは、必要であれば手動で構築できます。それぞ
れの Beanを作成し、次に EJB モジュールに追加し、最後にモジュールのプロパティ

シートを使って Bean間の関係 (CMR) を宣言するという方法です。ただし、EJBビル
ダーのウィザードを使用すればこの処理は自動的に実行されます。ウィザードを使用
すれば、Bean間の関係についても手動に比べて高い完全性や正確性を期待できます。

EJBコンテナの持続性管理が利用できず、自身で持続性 (BMP エンティティ Bean)を
管理するようなエンティティ Beanのセットを作成する必要がある場合、これらの

Bean間の関係はすべて手動で記述する必要があります。 CMPエンティティ Bean と
BMPのエンティティ Beanの違いについては、表 4-1を参照してください。BMPエン
ティティ Beanの作成の詳細については第 6章を参照してください。

この章ではこれ以降、ウィザードを使った関係 CMPエンティティ Beanのセットを一
度に作成する方法と、開発時の注意点について説明します。

関係 CMPエンティティ Beanのセットの定義
EJBビルダーのウィザードを使用すると、関係 CMPエンティティ Bean セットのコン
ポーネント作成処理の大部分を自動化できます。ウィザードが、各 CMPエンティ
ティ Beanに対して実行する処理は次のとおりです。

� Beanクラスと選択したインタフェース (ローカルだけ、またはローカルとリモート

の両方) で構成される必要最小限のクラスを生成します。
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� CMPエンティティ Bean中での主キークラスを作成します。これは、選択した表が
複合主キーを必要とする場合、または主キーに Java の単純型が指定されている場
合に作成されます。

� CMPエンティティ Bean間での関係を作成します。これらの関係はコレクション
(Collection) を戻す補助メソッドとして表されます。

� 関係 CMPエンティティ Beanのセットを格納する EJBモジュールを作成します。

一連の関係 CMPエンティティ Beanを定義する方法を次に説明します。

1. Beanを格納するパッケージと EJB モジュールを選択または作成します。

2. EJBビルダーのウィザードを使用して、関係 CMPエンティティ Bean のインフラ
ストラクチャを作成します。

3. 各 CMPエンティティ Beanのコードに生成メソッド、ビジネスメソッド、検索メ
ソッド、選択メソッド、およびホームメソッドのいずれか適切なメソッドを追加し
ます。

4. 追加したメソッドの本体を完成させます。

5. EJBモジュールのプロパティシートに配備情報を追加します。

以降に、これらの基本手順を説明します。

パッケージの生成

関係 CMPエンティティ Beanを格納するために、パッケージを生成する必要がある場
合は、ファイルシステムを選択して、右クリックして「新規 」->「Javaパッケージ」
を選択します。

データベースまたはスキーマを使用する準備

関係 CMPエンティティ Beanのセットのソースとしてデータベースを利用するのか、
データベーススキーマ (データベースのスナップショット) を利用するのかを決める必

要があります。EJBビルダーのウィザードは、データベースまたはデータベースス
キーマ中の表の列を、関係 CMPエンティティ Beanの中に作成する持続フィールドに
対応付けます。データベースまたはデータベーススキーマのどちらを使用しても完成
したエンティティ Beanの内容は同じになります。

関係 CMPエンティティ Beanのセットを構築すると、EJB ビルダーによってデータ
ベースの複数の表の関係が、セット中の各 CMPエンティティ Beanに保存されます。
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使用するデータソースを決定する場合は、次の点に考慮してください。

� 稼動中のデータベースから関係 CMP エンティティ Bean のセットを作成する。

データベースに直接アクセスができ、データベースのユーザー間で競合が発生しな
い場合は、直接データベース接続を使用して関係 CMPエンティティ Beanのセッ
トを作成することができます。この方法を実行する場合は、EJB ビルダーのウィ
ザードを開始する前に、データベースが稼動していることが前提となります。

� データベーススキーマから関係 CMP エンティティ Bean のセットを作成する。
データベースへのアクセスが制限されてはいるが、スキーマオブジェクトは使用で
きるといった場合、スキーマからの表を利用できます。この方法を実行する場合
は、スキーマを使用するのに IDEのエクスプローラウィンドウが必要です。既存の

スキーマがない場合は、データベースから収集する必要があります。

IDE に含まれる PointBase データベースサーバーに関する詳細、およびデータベース
スキーマ収集に関する詳細については、82ページの「データソースの準備」を参照し
てください。

関係 CMPエンティティ Beanのセットを生成している間は、データベースにアクセス
している必要があります。したがって、少なくとも EJBビルダーのウィザードを終了
するまではサーバーが稼動している必要があります (その後、プラグインを使って表
を作成する場合には、CMPエンティティ Beanを使用するアプリケーションの配備中
および実行中にも、データベースサーバーとアプリケーションサーバーが稼動してい
る必要があります)。

元のデータベースとフィールドとの対応付けに関する情報は、EJBビルダーのウィ
ザードからアプリケーションに提供されます。通常、この情報はプラグインによって
デフォルトでマッピングされます。列とフィールドの対応付けをどう扱うかは EJBコ
ンテナによって異なります。詳細については、コンテナおよびサーバーのプラグイン
のマニュアルを参照してください。

EJB ビルダーのウィザードの開始

関係 CMPエンティティ Beanのセットを作成するには、次の操作を実行します。

1. IDE のメインウィンドウで「表示」->「エクスプローラ」と選択し、エクスプローラ
ウィンドウを開きます。

2. エクスプローラの「ファイルシステム」タブで CMP エンティティ Bean を格納する
パッケージまたはファイルシステムを選択します。
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3. 右クリックして「新規」->「J2EE」->「関係 CMP エンティティ EJB」を選択しま
す。

EJBビルダーのウィザードが表示され、ウィンドウのタイトルバーに「新規ウィザー
ド―関係 CMPエンティティ EJB」と表示されます。左側のパネルに、現在の手順
と、セッション Beanの作成を終えるまでの一連の手順が表示されます。

Bean のセットのインフラストラクチャの生成

EJBビルダーの「EJBモジュール名およびデータソースを指定」区画で、関係 CMPエ
ンティティ Beanを格納する EJB モジュール名を指定します。また、図 5-1に示すよ
うに、持続フィールドと関係のソースについても指定します。

図 5-1 EJB ビルダーのウィザードでの CMP エンティティ Beanに関する選択項目

「EJBモジュール名およびデータソースを指定」区画では、Bean セットに関する次の
基本的な項目を選択してください。

1. モジュール名を指定します。

個々の Beanを EJB ビルダーのウィザードを使用して作成した場合、入力フィールド
には Beanの名前を指定するように第 4章では説明しました。しかし、関係 CMPエン
ティティ Beanのセット内の各 Beanの名前は、生成後すぐにウィザードによって付け
られています。ここでは、関係 CMPエンティティ Beanのセットを格納するモジュー
ルの名前を指定してください。

2. データベースソースを指定します。
� これから生成する CMPエンティティ Beanが既存のデータベースからの表を表す
場合は、「データベース接続からの表」を選択します (データベースはすでに稼動
している必要があります)。詳細は、次の節を参照してください。
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� 既存のスキーマを使用する場合は、「データベーススキーマオブジェクトからの
表」を選択します (スキーマは作成済みで、IDE のエクスプローラで表示される
ファイルシステム中に含まれている必要があります)。126ページの「データスキー
マオブジェクトの使用」を参照してください。

3. 「次へ」をクリックします。

データベース接続の使用

前述のウィザードの区画で「データベース接続からの表」を選択すると「データベー
ス接続を指定」区画が表示されます。

データソースとなるデータベースが稼動中であることを確認してください。IDE が提
供されているデータベースを使用しない場合は、そのデータベース用のドライバファ
イルが Forte for Java 4のインストールディレクトリ配下の lib/extディレクトリに
あることを確認し、データベースを起動してください。

「データベース接続を指定」区画では、次の操作を実行します。

1. 「既存の接続」または「新規接続」をクリックします。
� 接続は定義されているが、有効にはなっていないインストール済みまたは提供され
ているデータベースを使用する場合は、「既存の接続」を選択します。コンボボッ
クスから該当するデータベースを選択します。

� データベースがインストールされていても、接続がまだ定義されていない場合は
「新規接続」を選択します。コンボボックスからデータベースのドライバを選択し
てください。データベースの接続に必要な情報を入力します。

関係 CMPエンティティ Beanのセットの構築に使用できる表が、ウィザードの次の区
画である「データベース表を選択」区画に表示されます。

2. 左側に表示される「使用可能な表」の一覧から使用したい表を選択し、右側の「選択
した表」の一覧に加えます。

EJBビルダーでは、表間のすべての関係を関係 CMPエンティティ Bean のセット内に
保持することができます。

必要のない表が含まれていれば、それを除外することもできます。この場合、除外し
た表と選択した表との関係は失われます。表が除外された場合、EJBビルダーは外部
キーの列と非外部キーの列を同じように処理します。

3. 「次へ」をクリックします。
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選択した表には、選択しなかった表を参照するための外部キーが含まれていることも
あります。この場合、警告ダイアログが表示され、選択されなかった関係のある表の
一覧が表示されます。選択されなかったこれらの表が、セット内のどの CMPエン
ティティ Beanによっても参照されることがないかどうかを確認してください。

このダイアログの一部の例を次に示します。これには、直前のダイアログで選択され
なかった表の一覧が表示されています。デフォルトではすべての表が、セットに含ま
れるように選択されています。

(このダイアログに表示されている表は、最初に表示される一覧で選択状態のままに
なっています。これらの表には外部キーでアクセスできます。前述のダイアログで選
択した表のセットと、このダイアログで選択が確認された表のセットが、CMR に含
められるすべての外部キーでアクセスできる表となります。)

関係 CMPエンティティ Beanのセットには、後からでも表を追加できます。ただし、
その場合は、追加の際に他の CMPエンティティ Beanとの関係も指定する必要があり
ます。使用するかどうかわからない表があって、それを追加してもアプリケーション
の性能に影響が出ないことがわかっている場合は、この時点で追加しておいた方が操
作が簡単に済みます。

4. 警告ダイアログで、関係 CMP エンティティ Bean のセットに含めたくない表の
チェックボックスからチェックを外します。

スクロールバーで一覧全体を参照して、見落としのないようにしてください。

「了解」をクリックすると、選択状態のまま残した表すべてが (手順 2で明示的に選
択した表に加え)セットに含まれる CMPエンティティ Bean となります。
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「CMPエンティティ EJBデータを編集」区画が表示されます。この区画には、これ
から作成される EJBモジュール、そのモジュールに含まれる CMPエンティティ
Bean、EJB モジュール名、およびパッケージ名が表示されます。この区画の一部を次
に示します。

この区画では、CMPエンティティ Bean、フィールド、または 2つの Bean間のコン
テナ管理による関係 (CMR) を選択・編集できます。Beanとそのフィールドには、
IDE によってデフォルトの名前と型が割り当てられていますが、必要であれば変更す
ることもできます。

注 - この区画は参考のために示しているだけです。この区画での操作は、ウィザード
を終了した後に、関係 CMPエンティティ Beanのセットの論理ノードと EJBモ
ジュールを使っても実行できます。

5. 必要に応じて、1 つまたは複数の CMP エンティティ Bean を編集します。

表示されている Beanノードを選択すると、ウィンドウの表示が変わります。次に例
を示します。
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CMPフィールドを表すアイコン ( ) と、コンテナ管理による関係を表すアイコン
( ) があります。

このウィンドウでは次の項目を変更できます。

� (オプション)「EJB名」フィールドで、選択した CMPエンティティ Beanの名前を
変更できます。

加えた変更は、EJB ビルダーのウィザードによって Beanクラス、適切なインタ
フェース、および Bean 間の関係に反映されます。

� (オプション) 「抽象スキーマ名」フィールドで、選択した Beanの抽象スキーマの
名前を変更できます。

関係 CMPエンティティ Bean のセットを指定すると、そのセットの配備記述子の

一部も自動的に作成されます。作成されるのは、Bean の持続性を処理するための
コンテナに対する宣言型命令です。この命令を、抽象持続性スキーマまたは抽象ス
キーマといいます。後で検索メソッドまたは選択メソッドを追加すると (107 ペー
ジの「検索メソッドの追加」を参照してください)、そのメソッドに含まれる EJB
QL による照会処理でこの抽象スキーマ名が使用されます。
スキーマには異なる名前を指定することもできますが、基本的にはデフォルトの
Bean 名を使用することをお勧めします。

� (オプション) 「コンポーネントインタフェース」ラジオボタンを使用して、選択し
た Bean に異なるインタフェースを指定できます。
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「ローカルおよびリモートインタフェース両方」を選択した場合を除き、モジュール
内の各 CMPエンティティ Beanには自動的にローカルインタフェースとローカルホー
ムインタフェースだけが作成されます。CMPエンティティ Beanが他のコンテナ (厳
密にいうと他の JVM )にある Bean に使用されることがわかっている場合は、ローカ
ルインタフェースとリモートインタフェースの両方が必要です。

6. 必要に応じて、1 つまたは複数の CMP フィールドを編集します。

CMPフィールドを選択すると、ウィンドウの表示が変わります。次に例を示します。

このウィンドウでは次の項目を変更できます。

� (オプション) 「CMPフィールド名」フィールドで、デフォルトの名前を別の名前
に変更できます。

加えた変更は、EJB ビルダーのウィザードによって Beanクラスと適切なインタ
フェースに、このフィールドと他のフィールドの関係を保ったまま反映されます。

� (オプション) 「CMPフィールド型」フィールドで、別のフィールドの型を指定で
きます。

7. 必要に応じて、2 つの CMP エンティティ Bean の関係を編集します。

EJBビルダーのウィザードは、2つの Bean の間の関係を異なるノードとして表示しま
す。このノードは実際のオブジェクトを表すものではありません。これは論理ノード
であり、この論理ノードが指す Beanと選択した Beanとの間に、コンテナ管理による
関係 (CMR) があることを示すものです。複数の CMPエンティティ Bean間での関係
は、外部キーを持つ複数の表の間での関係に似たものです。
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次に示す例では、ProductCodeTbl Beanは ProductTbl Bean に対する CMR を
持っています。これは、それぞれ対応する表が共通の外部キーを持っているためで
す。CMR を選択すると、ウィンドウの表示が変わります。次に例を示します。

このウィンドウでは次の項目を変更できます。

� (オプション) 「EJB関連名」フィールドで、ウィザードが 2つの Beanの関係に割
り当てた名前を変更できます。

� (オプション) 「ロール名」フィールドでロール名を変更できます。

区画の右側には 2つの CMPエンティティ Bean が表示されます。ロール名は、こ
の区画の上部に表示されている Bean が、下部に表示されている Beanに対して持
つ役割を説明するものです。
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� (オプション) 「CMR フィールド名」フィールドでフィールドの名前を変更できま
す。

ウィザードは、各 Bean がそれぞれの関係をナビゲートできるように CMR フィー
ルドに名前を与えます。たとえば、外部キーはこの CMR フィールドに対応付けら
れていることがあります。関係には、単方向 (2 つの関連する CMPエンティティ
Bean の間に CMR フィールドが 1つだけあること)と、双方向 (2つの関連する
CMP エンティティ Bean の間に CMR フィールドが 2つあること)の 2種類があり
ます。ここで示している例での関係は双方向なので、各 Bean は異なる名前の
CMR フィールドを 1つずつ持っています。

CMR フィールド名は、Bean クラスでの抽象メソッドとなります。この抽象メソッ

ドはエンティティに対しては直接影響を与えません。

2つの CMP エンティティ Beanがその間に複数の関係を持っていた場合、CMR
フィールド名にはそれぞれの関係を意味する名前を付けておくと便利です。この処
理はこのウィンドウで実行できます。

� (オプション) ある Beanの関係に関するレコードが削除されたときに、対応する他
の Bean のレコードも削除させたい場合は、「カスケード削除」チェックボックス
を選択します。

これを指定するかどうかは、2つの Bean の関係がどのような意味を持つかによっ
て決まります。たとえば、関連したいくつかの商品に対して注文が発生したとしま
す。この注文と商品の関係には、常にカスケード削除を指定できます。これは、注
文がなければ商品との関係がないからです。ただし、ピア関係では、参照される側
の Bean が削除されても、参照する側の Beanが削除されないようにしておく必要
があります。

2つの CMP エンティティ Beanの関係を操作するために、EJBコンテナが CMR
フィールドを使用する場合は、この参照に関する完全性は EJB コンテナによって正
しく保持されます。

8. 操作が終了したら「完了」をクリックします。

EJBビルダーによって、関係 CMPエンティティ Bean のセットのインフラストラク
チャ (Bean クラス、指定したインタフェース型、および Bean間の関係) が自動的に生
成されます。次の操作を、126ページの「CMPエンティティ Beanのコンポーネン
ト」で説明します。
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データスキーマオブジェクトの使用

最初のウィザードの区画で「データベーススキーマオブジェクトからの表」を選択す
ると、「データベーススキーマオブジェクトを選択」区画が表示されます (図 5-1を参
照)。IDE のエクスプローラからスキーマにアクセスできることを確認してください。

「データベーススキーマオブジェクトを選択」区画には、エクスプローラからアクセ
スできるファイルシステムが表示されます。使用したいスキーマが表示されているこ
とを確認してください。その後、次の操作を実行します。

1. 関係 CMP エンティティ Bean のセットで表現したい表が含まれているデータベース

スキーマを選択し、「次へ」をクリックします。

データベーススキーマ中で使用可能な表が含まれている「使用可能な表」と空白の
「選択した表」が 2つ並んで表示されます。

2. 左側に表示される「使用可能な表」の一覧から使用したい表を選択し、右側の「選択
した表」の一覧に加えます。

この時点から、操作手順と使用する GUI機能は 119ページの「データベース接続の使
用」で説明した手順と同じになります。

a. 使用したい表をすべて選択したら「次へ」をクリックします。

b. 警告ダイアログで、関係 CMP エンティティ Bean のセットに含めたくない表の
チェックボックスからチェックを外します。「了解」をクリックします。

c. 「CMP エンティティ EJB データを編集」区画で、Bean、フィールド、または関
係を必要に応じて編集します。

3. 操作が終了したら「完了」をクリックします。

関係 CMPエンティティ Beanのセットのインフラストラクチャが EJB ビルダーに
よって自動的に生成されます。

CMPエンティティ Beanのコンポーネント
EJBビルダーのウィザードは、基本の CMPエンティティ Bean クラスを自動的に生成
し、すべての Beanとそれらのクラスとの間の関係を設定します。図 5-2 では、エク
スプローラの「ファイルシステム」タブに表示された、関係 CMPエンティティ Bean
の一般的なセットとそれらが格納される EJBモジュールの例を示しています。この例
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では、CMPエンティティ Beanに対してデフォルトの「ローカルインタフェースの
み」が選択されています。これが選択されているとオブジェクト間の参照は同じコン
テナ内に限られますが、「ローカルおよびリモートインタフェース両方」が選択され
ていると、他の CMPエンティティ Beanとの参照もできるようになります。

図 5-2 関係 CMPエンティティ Bean の一般的なセットのデフォルトクラス

EJBモジュールノードを除き、ノードは 92ページの「CMPエンティティ Bean のク
ラス」で説明したコンポーネントと同じものを表しています。各 Beanの論理ノード
も、同じように Beanアイコンで示されています。必要な編集は論理ノードで実行し
てください。

Beanクラス
OrderTbl Beanの論理ノード

ローカルインタフェース
ローカルホームインタフェース

関係 CMP エンティティ Bean のセット
全体を含んだ EJB モジュール

SalesTaxCode CMP Bean の
リモートインタフェース
論理ノード
Beanクラス
ホームインタフェース
ローカルインタフェース
ローカルホームインタフェース
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EJB モジュールのノードの展開

関係 CMPエンティティ Beanのセット内での Bean 間の関係には違いがあります。こ
れらの関係は、図 5-3で示すように EJB モジュールのレベルに保存・表示されます。

図 5-3 関係 CMPエンティティ Bean を含んだ EJBモジュールのノードの展開図

モジュールのコンポーネント Beanのノードと関係のノードが異なることに着目して
ください。EJBモジュール内に表示された Bean は単なる論理的なリンクで、実際の
Beanのコピーではありません。

生成されたクラスの確認

第 4章で説明したデフォルトのメソッドは、自動的にすべての CMPエンティティ
Bean内に作成されます。これについての詳細は 96ページの「生成されたクラスの確
認」の説明を参照してください。

関係 CMPエンティティ Beanのセットの完成
関係 CMPエンティティ Beanのセットを完成させるには、次の操作を実行します。

� セットに必要となるその他の CMPエンティティ Beanを、セット内の既存の Bean
に対する関係と共に追加します。

� 必要に応じて CMR を編集します。

EJBモジュールノード
CMPエンティティ Beanノード
CMRノード
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� データベースへのデータの挿入を実行するクライアントを持つ Beanを作成したい
場合は、Bean に生成メソッドを定義します。1つのエンティティ Beanには複数の
生成メソッドを指定できます。生成メソッドの追加操作は、 単独の CMP エンティ

ティ Beanであっても、セット内の関連した Beanであっても同じです。102ページ
の「生成メソッドの定義」での操作に従ってください。

� 必要に応じて、主キーを追加または変更します。この方法もすべての CMPエン

ティティ Bean と同じです。操作手順については、104ページの「主キーの追加ま
たは置き換え」を参照してください。

� 各 Beanが必要とするすべてのビジネスメソッドを、106ページの「ビジネスメ
ソッドの定義」での説明に従って定義します。

� findByPrimaryKey以外に Beanが必要とする検索メソッドを定義します。操作

手順は 107ページの「検索メソッドの追加」で説明しています。

� Beanが実行する処理を、提供されている Bean インスタンスに依存させない場合

は、ホームメソッドを 1つ以上定義します。109ページの「ホームメソッドの定
義」を参照してください。

� CMPエンティティ Beanに、同じ EJB モジュール内にある他の Beanに照会を実行
させたい場合、またはデータベースに照会させて結果をローカルまたはリモートイ
ンタフェースを介して取得したい場合は、選択メソッドを 1つ以上定義します。

� Beanの setEntityContext、unsetEntityContext、ejbActivate、
ejbPassivate、および ejbRemoveの各メソッドにコードを追加し、これらのメ
ソッドを完成させます。

Beanが必要とする CMPフィールドのうち、一部だけが自動生成された場合は、残り
を追加します。

こういった基本的な追加処理は、IDE の GUIツールを使用して論理ノードから実行し

ます。これらのメソッドの内容を次の手順で指定します。

� ダイアログでメソッド名を指定し、メソッドのシグニチャを定義します。論理ノー
ドを選択し、右クリックして「生成メソッドを追加」、「ビジネスメソッドを追
加」、「検索メソッドを追加」、「ホームメソッドを追加」または「選択メソッド
を追加」のいずれかを選択します。定義したメソッドが CMPエンティティ Bean
の適切なクラスに保存されます。

� ソースエディタを使用してメソッドの本体を完成させます。



130 Enterprise JavaBeansコンポーネントのプログラミング  •  2002年 6月

推奨する エンタープライズ Bean の開発手順

付録 Aでは、エンタープライズ Beanに変更を加える際の最適な方法や、推奨手順以
外の方法を行った場合に発生する可能性のあるエラーや異常状態について説明してい
ます。一般に、個々のクラスノードを操作するよりは論理ノードを操作する、メソッ
ドの変更には Beanのプロパティシートや「カスタマイザダイアログ」を使用する、
およびダイアログからでは操作できない Beanのコードを完成させたり、編集したり
するには IDE のソースエディタを使用するといった方法をお勧めします。

セットへの Bean の追加

関係 CMPエンティティ Beanのセットを生成後に、これまでの操作で選択しなかった
別のデータベースの表に対応する新しい Beanをセットに追加したい場合は、次の操
作を実行します。

1. セットに追加したい CMP エンティティ Bean を決定します。

追加したい CMPエンティティ Beanはウィザードによってすでに生成されているはず
です。これは、ウィザードが既存のセット用に CMPエンティティ Beanをすでに生成
しているためです。したがって、追加する CMPエンティティ Beanは単独の Bean

か、他の関係 CMPエンティティ Beanのセットに含まれているものを選択します。

2. 目的の関係 CMP エンティティ Bean が含まれている EJB モジュールノードを選択
し、右クリックして「EJB を追加」を選択します。

「EJBを EJB モジュールに追加」ダイアログが表示されます。IDEのエクスプローラ
ウィンドウにマウントされているすべてのファイルシステムが、ツリーで表示されま
す。

3. セットに追加したい CMP エンティティ Bean を選択し、「了解」をクリックしま
す。

関係 CMPエンティティ Beanのセットに Bean が追加されます。

4. EJB モジュールノードを展開して、関係 CMP エンティティ Bean のセットに CMP

エンティティ Bean が追加されたかどうか確認します。

追加した Beanが表示されますが、他の Beanへの関係はまだ定義されていません。次
に Customer という Beanを追加した例を示します。
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次に、新しい CMPエンティティ Beanまたはセット内の他の Beanに関係を追加しま
す。

5. EJB モジュールノードから、関係を持たせたい 2 つの CMP エンティティ Bean を選
択します。

この例では、 Customer Beanと OrderTbl Bean のノードを選択します。

6. 右クリックして「EJB 関係を追加」を選択します。

「EJB関係を追加」ダイアログが次のように表示されます。ダイアログには、2つの
CMPエンティティ Bean間の関係の名前を示すフィールド、一方のエンティティ
Beanに対する説明、および他方のエンティティ Bean に対する説明の 3つが主に表示
されます。
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7. 2 つの CMP エンティティ Bean の関係を定義します。

フィールドには、選択された 2つの Beanに関する既存の情報に基づいたデフォルト
の情報が表示されています。必要に応じて次の項目を変更します。

� (オプション)「EJB関係名」フィールドで、2つの Bean間の関係の名前を変更しま
す。

� (オプション) それぞれの Beanの「関係ロール名」フィールドで、各 Bean が関係
について果たす役割の名前を変更します。

� (オプション) それぞれの Beanの「CMR フィールド名」フィールドで、2つの
Bean を関連付けるフィールドの名前を変更します。
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� (オプション) 各 Beanの「CMR 型」フィールドで、別の型を選択します。CMR
フィールド名を変更したくない場合は、CMR 型はそのままにしておいてくださ
い。

� (オプション) それぞれの Beanの「多重度」では、関係のある Bean の濃度を変更
します。「CMR フィールド名」フィールドまたは「CMR 型」フィールドを変更
したくない場合は、この多重度はそのままにしておいてください。「複数」と表示
されたラジオボタンを選択すると、「カスケード削除」チェックボックスが有効に
なります。

8. 操作が終了したら「完了」をクリックします。

EJBモジュールノードで、関係を追加した Bean のメインアイコンに関係マーク
が表示されます。

関係 CMPエンティティ Beanを作成した後の作業
作成した CMPエンティティ Beanは、最終環境で使用できるようにする必要がありま
す。これらの最終作業については、第 8章を参照してください。

また、付録 Aでは、推奨するエンタープライズ Beanの操作手順を説明しています。
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第6章

BMPエンティティ Beanの開発

これまでの 2つの章では、持続性管理を EJBコンテナに依存するエンティティ Bean
の開発について説明しました。この章では、自身の持続性を管理するコードをすべて
含んだエンティティ Beanを作成し、完成させる方法について説明します。これを

Bean管理による持続性 (BMP) Beanといいます。CMP Bean と BMP エンティティ
Beanの開発には似た点が多くあります。この章では、主に違いについて説明します。

BMP エンティティ Beanに必要となるさまざまなクラスは、IDE の提供するウィザー
ドを使用して作成できます。作成されるクラスには、Beanクラス、リモートインタ
フェースかローカルインタフェース、または両方、そして必要に応じて、主キークラ
スがあります。このような BMPエンティティ Beanのインフラストラクチャの作成処
理は、EJBビルダーによって自動化されています。

エンティティ Beanを作成する場合、この章に記述された以外の方法を取ることもで
きます。 IDE は、コーディング処理のほとんどを自動化していますが、プログラマが
自身で多くを決定できるように柔軟な手段も提供しています。詳細については、xviii
ページの「お読みになる前に」で紹介しているマニュアルを参照するか、市販の エン
タープライズ Beanのプログラミングに関する文献を参照してください。

作成方法の決定
Forte for Java 4を使用したエンティティ Bean の作成方法にはいくつかありますが、
77ページの「CMPエンティティ Bean作成のための EJBビルダーの使用」で推奨さ
れている方法に従うと、わかりやすい機能を利用しながら短期間で Beanを完成でき
ます。この操作方法は、IDE の機能を最大限に活用した、Beanの一貫性と J2EE 標準
への準拠を確実にする手法です。
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エンティティ Beanによる持続性の管理が必要かどうかわからない場合は、表 4-1 を
参照してください。

BMPエンティティ Beanの構築
EJBビルダーのウィザードは、BMP エンティティ Bean のデフォルトクラスの作成の
一部を自動化します。デフォルトクラスはウィザードによって自動的に生成されま
す。ただし、ウィザードは、その BMPエンティティ Beanとデータベースとの対話処
理の内容はまったく考慮しません。したがって、デフォルトクラスの初期設定はごく
単純なものです。BMP エンティティ Beanを作成するには、次の操作を実行します。

1. BMPエンティティ Beanを格納するパッケージを選択します。

2. EJBビルダーのウィザードを使用して、BMP エンティティ Bean のインフラストラ
クチャを生成します。

3. 必要に応じて、主キークラスを Beanに追加します。

4. 必要に応じて、生成メソッド、ビジネスメソッド、検索メソッド、選択メソッド、
およびホームメソッドを Bean に追加します。

5. 追加したメソッドの本体を完成させます。

6. 持続性のコードを記述します。データベース中のデータに関係するメソッドをすべ
て完成させます。

それぞれの手順について、次に説明します。

パッケージの作成

エンティティ Beanを格納するパッケージの作成が必要な場合は、ファイルシステム
を選択し、右クリックして「新規」->「Javaパッケージ」を選択します。

EJB ビルダーのウィザードの起動
BMP エンティティ Beanを作成するには、次の操作を実行します。

1. IDE のメインウィンドウから「表示」->「エクスプローラ」を選択し、IDE のエクス
プローラウィンドウを開きます。
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2. エクスプローラの「ファイルシステム」タブから、セッション Beanを格納する Java

パッケージを選択します。

3. 右クリックし、「新規」->「J2EE」->「BMP エンティティ EJB」を選択します。

EJBビルダーのウィザードが表示されます。

BMP エンティティ Bean のインフラストラクチャの生成

ウィザードの BMP エンティティ EJB区画で、次の操作を実行します。

1. BMP エンティティ Bean の名前を指定します。

2. BMP エンティティ Bean に、ローカルインフェースだけを指定するのか (デフォル
ト)、リモートインタフェースだけを指定するのか、または両方を指定するのかを決定
します。

必要に応じて、Beanのパッケージの保存先を変更できます。

3. 「次へ」をクリックします (この手順を省いて、その次の手順に進むこともできま
す)。

「BMP エンティティ beanクラスファイル」区画に、BMPエンティティ Bean 用に生
成されるクラスファイルが表示されます。必要に応じて次の操作を実行します。

� 各項目の変更ボタンを使用し、既存のクラスの名前を変更したり、新規クラスに新
しい名前を指定できます。これは、ホームインタフェースとリモートインタフェー
スがすでに指定されている Bean を実装中に、新しい Beanクラスを追加したく
なったときなどに使用できます。

� 各項目の変更ボタンをクリックすることで、スーパークラスを変更できます。この
操作を実行する際は、正しいインタフェースのサブクラスを選択してください。

4. 操作が終了したら「完了」をクリックします。

ウィザードによって、BMP エンティティ Beanのデフォルトクラスが生成されます。
これらのクラスについて次に説明します。
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BMPエンティティ Beanのクラス
EJBビルダーのウィザードは、BMP エンティティ Bean に必要なエンティティ Bean
クラスすべてを作成し、クラス間に必要な通信を設定します。ただし、持続性を保つ
ロジックはプログラマが記述する必要があります。

エクスプローラの「ファイルシステム」タブでは、BMP エンティティ Beanは CMP
エンティティ Beanとほぼ同じように表示されます。違いは、BMP エンティティ
Bean の論理ノードにカーソルを置くと「BMP エンティティ Bean 論理ノード」と表
示される点です。

クラスアイコン が付いたノードは実際のクラスを表しています。Beanアイコン
が付いたノードは論理ノードです。編集はすべて論理ノードから実行してくださ

い。

BMPエンティティ Beanのクラスの実装は、CMPエンティティ Beanのクラスと同じ
です。ただし、BMP エンティティ Beanは abstract でなく、public として定義されま
す。

ノードの展開

BMP エンティティ Beanのパッケージノードを展開すると、図 6-1 のように表示され
ます。この例での Beanにはローカル型インタフェースが指定されています。BMP エ
ンティティ Beanには、選択メソッドはありません。

図 6-1 BMP エンティティ Bean のエクスプローラでの詳細表示

生成メソッド は未作成

必須検索メソッド

ローカルインタ
フェース

論理ノード

Bean クラス

ローカルホーム
インタフェース

ビジネスメソッドと
ホームメソッドは
未作成
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主キークラスが生成された場合は、それもエクスプローラのノードとして表示されま
す。

生成されたクラスの確認

EJBビルダーのウィザードは、各エンティティ Beanにいくつかのデフォルトメソッド
を追加します。

findByPrimaryKey メソッド

BMP エンティティ Beanのホームインタフェースに自動的に追加されるメソッドシグ
ニチャ findByPrimaryKeyを次の例に示します。

これが BMP エンティティ Beanであるため、ウィザードはこのメソッドの対となる
ejbFindByPrimaryKeyを Beanクラスに追加します。

BMP エンティティ Bean のライフサイクルメソッド

BMP エンティティ Beanの Bean クラスにウィザードが追加するデフォルトのライフ

サイクルメソッドをコード例 6-1に示します。

public customer findByPrimaryKey(String aKey)
throws RemoteException, FinderException;

public String ejbFindByPrimaryKey(String aKey) {
return aKey;

}

コード例 6-1 BMP エンティティ Bean のデフォルトのライフサイクルメソッド

public void setEntityContext(javax.ejb.EntityContext aContext) {

context=aContext;

}

public void ejbActivate() {

}

public void ejbPassivate() {

}

public void ejbRemove() {

}
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BMP エンティティ Beanクラスに含まれるこれらのメソッドの目的を表 6-1 に示しま
す (CMPエンティティ Bean クラスでの目的と比較したい場合は、100ページの
「CMPエンティティ Beanクラスでのデフォルトのライフサイクルメソッドの目的」
を参照してください)。

public void unsetEntityContext() {

context=null;

}

public void ejbLoad() {

}

public void ejbStore() {

}

表 6-1 BMP エンティティ Bean クラスでのライフサイクルメソッドの目的

メソッド 目的

setEntityContext このメソッドは、フィールドに EntityContextの参照を格
納し、非持続フィールドに値を格納できるようにする。この
メソッドを使用して、EJB オブジェクトに依存せず、エン
ティティ Beanの全期間にわたって存続するリソース (データ
ベース接続ファクトリなど) を割り当てることができる。デ
フォルトでは、context というフィールドに

EntityContext を代入するコードが生成される

ejbActivate このメソッドは、Bean を初期化して使用できるようにし、イ
ンスタンスに必要なリソースを取得する

ejbPassivate このメソッドは、Bean のインスタンスが汎用インスタンス
プールに戻される前に、その Beanが使用していたリソース
を解放する

ejbRemove BMPでは、このメソッドは SQL DELITE 文を実行し、デー
タストレージからデータを削除する。また、データアクセス
オブジェクト (DAO: Data Access Object ) などの他のオブ
ジェクトを呼び出してデータを削除することもできる

コード例 6-1 BMP エンティティ Bean のデフォルトのライフサイクルメソッド (続き)
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BMPエンティティ Beanの完成
BMP エンティティ Beanを完成させるには、次の操作を実行します。

� すべての持続性ロジックを追加します。

� BMP エンティティ Beanが複合主キーを持つ場合は、主キークラスを追加します。

� データベースへのデータの挿入を実行するクライアントを持つ Beanを作成したい
場合は、Bean に生成メソッドを定義します。1つのエンティティ Beanには複数の
生成メソッドを指定できます。

� findByPrimaryKey以外に Beanが必要とする検索メソッドを定義します。その
後、すべての検索メソッドの本体を完成させます。

� データベースからのレコードの削除処理には、ejbRemoveメソッドを記述しま
す。

� BMP エンティティ Beanに必要なすべてのビジネスメソッドとホームメソッドを定
義・完成させます。

unsetEntityContext コンテナがエンティティ Beanインスタンスを破棄する前
に、そのインスタンスが使用していたメモリやリソースを解
放する

ejbLoad BMP では、このメソッドは SQL SELECT 文を実行し、デー
タソースから Beanインスタンスにデータを読み込む。この
処理は、Bean が有効になったとき、またはエンティティが新
しいトランザクションのコンテキスト中に参照されたときに
実行される。また、DAOなどの他のオブジェクトを呼び出し
て、データを読み込むこともできる

ejbStore BMPでは、このメソッドは SQL UPDATE文を実行し、Bean

の状態 (現在の保存先は持続フィールド) をデータストレージ
に保存する。この処理は、Bean が非活性化状態になったと
き、またはトランザクションがコミットされたときに実行さ
れる。また、DAO などの他のオブジェクトを呼び出して、
データを保存することもできる。

表 6-1 BMP エンティティ Bean クラスでのライフサイクルメソッドの目的 (続き)

メソッド 目的
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� エンティティの状態をメモリーに保持し、これらのフィールドの値を格納するには
private フィールドを追加します。

推奨する エンタープライズ Bean の開発手順

付録 Aでは、エンタープライズ Beanに変更を加える際の最適な方法や、推奨手順以
外の方法を取った場合に発生する可能性のあるエラーや異常状態について説明してい
ます。一般に、個々のクラスノードを操作するよりは論理ノードを操作する、メソッ
ドの変更には Beanのプロパティシートや「カスタマイザダイアログ」を使用する、
およびダイアログからでは操作できない Beanのコードを完成させたり、編集したり
するには IDE のソースエディタを使用するといった方法をお勧めします。

持続性ロジックの追加

エンティティ Beanにエンティティデータストアとの対話処理を実行させるには、
データへのアクセス、持続フィールドの操作、Beanインスタンスの変数とデータスト
アとの間でのデータ転送に必要なコードを記述する必要があります。こういったコー
ドはソースエディタを使用して記述してください。Beanが使用するデータソースの指

定は、リソースの参照 (第 8章で説明しています) を利用してください。

主キークラスの追加

次の場合は、ソースエディタを使用して主キークラスを追加してください。

� BMP エンティティ Beanの作成時に主キークラスを作成しなかったが、Bean に主
キークラスが必要になった。

� 他の既存のクラスでは代用できないような主キーが必要になった。

� 主キーに java.lang.String以外の型、または既存の主キークラス以外が指定さ
れている。

� equals メソッドと hashcodeメソッドの定義にカスタマイズが必要である。

� データベースでキーを使用する前に値が有効かどうかを検査するなど、主キーに機
能を付加したい。

また、主キークラスは次の要件を満たしている必要があります。

� クラスにアクセス制御修飾子 publicがある。
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� すべてのフィールドが publicとして宣言されている。
� クラスに publicデフォルトコントラクタがある。
� クラスが hashCodeメソッドと equalsメソッドを実装している。
� クラスが直列化可能である。つまり、 java.io.Serializableインタフェース
を実装している。

� クラスが java.rmi.Remoteインタフェースを実装していない。

以上の項目の詳細については、104ページの「主キーの追加または置き換え」を参照
してください。

メソッドの追加

新しいメソッドを定義するには、エクスプローラを開いて、論理ノードを右クリック
し、コンテキストメニューの GUIツールを利用します。メソッドに名前を指定した
り、シグニチャを定義するには、ダイアログを使用します。IDE は、メソッドを自動
的に正しいクラスに伝播します。最後にソースエディタでメソッドのコードを完成さ
せます。

生成メソッドの定義

BMP エンティティ Beanのホームインタフェースには生成メソッドを指定できます。
生成メソッドを指定する場合は、Beanクラスには対となる ejbCreate メソッドと
ejbPostCreate メソッドが必要です。推奨される手順にしたがっていれば、これら
のメソッドは IDE によって生成され、正しく伝播されます。

BMP エンティティ Beanの ejbCreateメソッドは、一般的に次の処理を実行しま
す。

1. クライアントが提供する引数の妥当性を検査する。

2. インスタンスの変数を初期化する。

3. SQL INSERT 文を実行する (また、DAOなどの他のオブジェクトを呼び出して、
データストレージにデータを挿入できる)。

4. 主キーを戻す。

プログラマは、BMPエンティティ Beanに SQL INSERT文を生成して実行するのに必
要なコードを記述する必要があります。
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IDE によって自動的に追加される ejbPostCreateメソッドを使用すると、(ホーム
インターフェースやリモートインタフェースなど) EJB オブジェクトに関する情報を、
その情報の参照を必要とする他のエンタープライズ Beanに転送させることができま
す。メソッドは、コンテナからパラメータとして受け取る EntityContextを介し
て、リモートインタフェースにアクセスできます。このメソッドは、依存する Bean
の作成に使われるのが一般的です。たとえば、Order Beanの ejbCreateLineItem

メソッドは、 ejbPostCreateメソッド内に指定された商品を作成する、というよう
に使用されます。

エンティティ Beanには 1つ以上の生成メソッドを指定できます。新しい生成メソッ
ドを定義するには、次の操作を実行します。

1. 論理ノードを選択し、右クリックしてから「生成メソッドを追加」を選択します。

「新規生成メソッドを追加」ダイアログが表示されます。

2. create に続けて、生成メソッドに名前をここで指定する必要があります。

生成メソッドのパラメータを追加します。

3. ダイアログで「追加」をクリックします。

4. 「メソッドのパラメータを入力」ダイアログで、パラメータの名前と型を指定しま
す。

BMP エンティティ Beanクラスのメソッドシグニチャとメソッドの本体は、主キー型
を返します。

5. 「了解」をクリックし、「メソッドのパラメータを入力」ダイアログを閉じます。

6. 「新規生成メソッドを追加」ダイアログで、例外を追加します。

7. 「了解」をクリックし、「新規生成メソッドを追加」ダイアログを閉じます。

追加したメソッドが Beanクラスのコードに ejbCreateとして、ホームインタ
フェースに create として表示されます。Beanクラスには ejbPostCreateメソッ
ドも表示されます。

8. ソースエディタを使用して、 return 文と生成メソッドに必要なその他のコードを追加
します。
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検索メソッドの追加

この時点で、デフォルトの検索メソッドは EJBによって作成されています。BMPエン
ティティ Beanでは、このメソッドはホームインタフェース (findByPrimaryKey)と
Beanクラス (ejbFindByPrimaryKey)の両方に表示されます。エンティティ Bean
にこれ以外の照会をさせたい場合は、追加の検索メソッドを定義する必要がありま
す。

次の操作を実行すると、新しく作成した検索メソッドはホームインタフェースと Bean
クラスに自動的に伝播されます。

1. 論理ノードを選択し、右クリックして「検索メソッドを追加」を選択します。

2. 「find」で始まるメソッド名を入力します。パラメータ、例外、および戻り値の型を
指定し、「了解」をクリックします。

ソースエディタを使用して検索メソッドのコードを完成させます。データソースから
主キーを取得する場合は、JDBC を記述するか、その他のデータベースへのアクセス
手段を使用する必要があります。

ビジネスメソッドとホームメソッドの定義

ビジネスメソッドを BMP エンティティ Beanに追加するには、次の操作を実行しま
す。

� 論理ノードを選択し、右クリックして「ビジネスメソッドを追加」を選択します。

「新規ビジネスメソッドを追加」ダイアログが表示されます。このダイアログで、メ
ソッド名のパラメータと例外を指定できます。または、新しいビジネスメソッドに名
前を指定してから「了解」クリックし、残りのコーディングをソースエディタで記述
することもできます。

ビジネスメソッドは一般的に、持続フィールドの値へのアクセスと変更を実行しま
す。データベースに直接アクセスすることはありません。EJBコンテナは、トランザ
クションセマンティクスの要求に応じて ejbLoadメソッドと ejbStoreメソッドを
呼び出します。

エンティティ Beanに提供されているインスタンスに依存しない操作を実行する場合

にも、ホームメソッドを追加できます。ホームメソッドの詳細については 109ページ
の「ホームメソッドの定義」を参照してください。
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BMPエンティティ Beanを作成した後の作業
作成した BMPエンティティ Beanは、最終環境で使用できるようにする必要がありま
す。これらの最終作業については、第 8章を参照してください。

また、付録 Aでは、完成したエンタープライズ Beanの推奨する操作方法を説明して
います。

詳細情報の参照先
エンタープライズ Beanは、アプリケーションに高い機能性と柔軟性を付加します。
また、エンタープライズ Beanの基本要素は簡単に作成できます。Forte for Java 4 IDE
のようなツールを使用すれば更に簡易化できます。しかし、アプリケーションのニー
ズをすべて満たす Beanの作成は複雑なこともあります。Bean の作成に関する詳細
は、次の URLからアクセスできる Enterprise JavaBeans仕様 2.0 を参照してくださ
い。

http://java.sun.com/products/ejb/docs.html
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第7章

メッセージ駆動型 Beanの開発

Forte for Java 4 IDE の EJBビルダーを使用して、アプリケーションクライアントによ
る非同期処理要求に必要とされるメッセージ駆動型 Beanを開発することができま
す。この章では、メッセージ駆動型 Beanの作成と開発について説明します。これら
の Beanによるトランザクションは、通常、EJBコンテナによって管理されます。しか
し、必要であれば、プログラマがトランザクション管理用のコードを記述することも
できます。

メッセージ駆動型 Beanを使用する目的は次のとおりです。

� マルチタスクの実行とサポート -アプリケーションクライアントは、メッセージを
送信したら、そのメッセージへの応答を待つことなく次の処理に進むことができま
す。これは、クライアントが自身の利用するメッセージ駆動型 Bean を非同期的に
起動できるためです。

� 信頼性 -アプリケーションが Java メッセージサービス (JMS)を使用していれば、
クライアントの要求は、アプリケーション層が全面的に停止しない限り必ず処理さ
れます。

それでも、メッセージ駆動型 Beanの利用が適さない状況もあります。次のような場
合は、代替手段を選択してください。

� クライアントが要求が受信されたことを確認する必要がある、または処理結果を受
け取る必要がある場合。

� 該当する処理が、実行時間帯が決まっているトランザクションの一部で、閑散期に
は実行できない場合。

� アプリケーションが小型で比較的単純であり、もう 1つ層を追加することで構築、
デバッグ、および実行に遅れが出る場合。



148 Enterprise JavaBeansコンポーネントのプログラミング  •  2002年 6月

メッセージ駆動型 Beanの向き・不向きについては、42ページの「メッセージ駆動型
Bean」を参照してください。

IDE では、メッセージ駆動型 Beanに必要な単一 Bean クラスを作成するためのウィ
ザードが用意されています。メッセージ駆動型 Beanは単に、クライアントからメッ
セージを受け取り、それを使って他の Beanプロセスを開始するものです。インタ
フェースクラスは必要ありません。メッセージ駆動型 Beanの作成処理のほとんどは
ウィザードによって自動化されます。後はソースエディタとプロパティシートを利用
して、Beanを完成させてください。

メッセージ駆動型 Beanを開発する場合、この章で説明する以外の方法を選択するこ

ともできます。Forte for Java 4 IDE は、コーディング処理のほとんどを自動化してい
ますが、プログラマが自身で多くを決定できるように柔軟な手段も提供しています。
詳細については、xviiiページの「お読みになる前に」で紹介しているマニュアルを参
照するか、市販のエンタープライズ Beanのプログラミングに関する文献を参照して
ください。

EJBビルダーとメッセージ駆動型 Bean
EJBビルダーは、ウィザード、プロパティシート、およびエディタから構成されてい
ます。これらの機能を使用して、エンタープライズ Beanを整合性のとれた方法で簡
単に作成することができます。EJBビルダーがインストールされているかどうかを確
認するには、メインウィンドウから「ツール」 > 「オプション」 >「IDE 構成」 >
「システム」 > 「モジュール」 >「J2EE サポート」を選択してください。モジュー
ルのリストに「EJB 2.0 ビルダー」が表示されていて、プロパティシートの「使用可
能」プロパティが True に設定されていれば、EJB ビルダーは使用できる状態になって
います。

Forte for Java 4 IDE でメッセージ駆動型 Bean を作成するにはいくつかの方法があり
ますが、この章で推奨している方法を取ることで、最もわかりやすく、短期間で Bean
を完成させることができます。ここで説明する操作方法は、Beanの一貫性と J2EE 標
準への準拠を確実にするために IDE の機能を最大限に活用した手法となっています。

最良の結果を得るために、EJBビルダーを使用して、次の手順でメッセージ駆動型

Beanをプログラミングしてください。
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� Bean に必要なクラスを 1 つ作成します。 EJB ビルダーのウィザードの手順に従う
と、メッセージ駆動型 Bean の枠組みができあがります。これには Beanクラスと
Bean の構成要素をまとめる論理グループがあります。クラスと論理グループの
ノードのどちらも、それぞれのサブノードと共に エクスプローラの「ファイルシ
ステム」タブで表示することができます。Bean クラスには、ejbCreateメソッド
と onMessage メソッドの宣言がウィザードによって生成されます。メソッドの本
体を記述して完成させてください。

メッセージ駆動型 Bean は論理ノードから操作するのが最適です。エクスプローラ
では、すべての論理ノードが アイコンで示されています。

� Bean クラスを必要に応じて完成させます。この章で後述している IDE の機能を使
用してください。

� Bean の配備記述子に値を設定します。メッセージ駆動型 Bean のプロパティは、
論理ノードからプロパティシートを使用して編集してください。

メッセージ駆動型 Beanの論理ノードからは、Bean のコードを検査できます。

トランザクション管理の決定
メッセージ駆動型 Beanを作成する前に、その Beanのトランザクションを EJBコンテ

ナに管理させるか、そのためのコードを手動で記述するかどうかを決めます。トラン
ザクション管理の形態が異なる Beanを作成するときには、IDE の EJB ビルダーでの
操作手順が異なります。表 7-1に、設計に関する主な考慮点を挙げます。

表 7-1 コンテナ管理または Bean 管理によるトランザクションの決定

項目

コンテナ管理による

トランザクション

Bean 管理による

トランザクション

トランザクション
マネージャ

トランザクションマネージャは
コンテナ自身である。

JTAを使用して、プログラマが
トランザクションを管理する
コードを記述する。これには
JDBC といった他のリソースの
トランザクションも含まれるこ
とがある。
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どちらを選択するかについての詳細は、マニュアル『J2EEアプリケーションのプログ
ラミング』のトランザクションの章を参照してください。

以降では、それぞれの種類のメッセージ駆動型 Beanの作成方法と、開発時の注意点
を説明します。

メッセージ駆動型 Beanの定義
メッセージ駆動型 Beanに必要な Bean クラスの作成処理のほとんどは、EJBビルダー
ウィザードによって自動化されています。メッセージ駆動型 Beanを定義するには、
次の操作を実行します。

1. Beanを格納するパッケージを選択または作成します。

2. EJBビルダーのウィザードを使用して、メッセージ駆動型 Bean のインフラストラ
クチャを生成します。

3. onMessage メソッドの本体と、必要に応じて setMessageDrivenContextメ
ソッドと ejbCreate メソッドの本体も完成させます。

次に、それぞれの手順について説明します。

トランザクション
境界の設定

EJBコンテナは Java 2

Platform, Enterprise Edition仕
様に従ってトランザクションの
開始・コミットの時期を決定す
る。

プログラマは、トランザクショ
ンの実行を細かく制御するため
に、トランザクション境界を明
示的に記述する。

トランザクションの
タイミング

メッセージ駆動型 Bean はメッ
セージを受信すると、そのトラ
ンザクション内でビジネスロ
ジックを実行する。

メッセージ駆動型 Bean による
メッセージの受信後、トランザ
クションが開始される。

問題発生時の対応 コンテナがトランザクションを
ロールバックし、メッセージ駆
動型 Bean にそのことを通知す
る。

メッセージ駆動型 Bean の作成
後に指定した通知モードに従っ
て、メッセージ駆動型 Bean は
応答する。

表 7-1 コンテナ管理または Bean 管理によるトランザクションの決定 (続き)

項目

コンテナ管理による

トランザクション

Bean 管理による

トランザクション
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この章で説明している操作を実行してメッセージ駆動型 Beanを作成したら、次は
Beanのプロパティシートに情報を追加します。この情報は、メッセージ駆動型 Bean

による他の Beanとの対話処理、リソースの検索、および適切なメッセージの待機に
必要なものです。メッセージ駆動型 Beanをアプリケーションで実際に使用するため
の準備については、第 8章で説明しています。

パッケージの作成

メッセージ駆動型 Beanを格納するパッケージを作成する場合は、ファイルシステム
を選択し、右クリックして「新規」->「 Javaパッケージ」を選択します。

EJB ビルダーのウィザードの開始
メッセージ駆動型 Beanを作成するには、次の操作を実行します。

1. IDE のメインウィンドウから「表示」->「エクスプローラ」を選択し、IDE のエクス
プローラウィンドウを開きます。

2. エクスプローラの「ファイルシステム」タブから、メッセージ駆動型 Bean を格納す
るパッケージを選択します。

3. 右クリックし、「新規」->「J2EE」->「メッセージ駆動型 EJB」を選択します。

タイトルバーに「新規ウィザード―メッセージ駆動型 EJB」と表示された EJBビル
ダーのウィザードが表示されます。

基本のメッセージ駆動型 Bean の生成
EJBビルダーの「メッセージ駆動型 Bean名とプロパティ」区画で、メッセージ駆動型
Beanに、名前とその Bean が実行するトランザクションの管理形態を指定します。デ
フォルトの管理形態は「コンテナ管理によるトランザクション」です。目的に応じ
て、Beanクラスにトランザクションを管理するコードを記述するよう決定することも
できます。

どちらかの管理形態を指定したら「完了」をクリックします (代わりに「次へ」をク
リックして、次の区画でメッセージ駆動型 Beanに既存の Beanクラスを指定すること

もできます。Beanクラスを指定し終わったら「完了」をクリックします)。
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新しく作成されたメッセージ駆動型 Beanが IDE のエクスプローラ中の「ファイルシ
ステム」タブに表示されます。Beanのインフラストラクチャ (基本の Beanクラスと 2
つのコンポーネントメソッド)は EJB ビルダーによって自動的に生成されます。

メッセージ駆動型 Beanの参照
図 7-1に、エクスプローラの「ファイルシステム」タブでのメッセージ駆動型 Bean
の一般的な表示例を示します。

図 7-1 メッセージ駆動型 Bean のデフォルトクラスとメソッドの一般的な例

2つの主なノードのうち、1つは (Bean アイコンで示される)論理ノードで、もう 1つ
は (クラスアイコンで示される) 実際のアイコンを表しています。編集はすべて論理
ノードから実行してください。これら 2つのノードについて次に説明します。

� 論理ノードは、エクスプローラにメッセージ駆動型 Beanのすべての要素をまとめ
て表示し、各要素に対する操作をしやすくするために作成されるものです。

� Beanクラスは javax.ejb.MessageDrivenBeanと
javax.jms.MessageListener インタフェースを実装し、メッセージ駆動型
Bean のメソッドを公開します。

クラスノードには、両方のメソッドを含んだ Beanクラスのコードが含まれます。生

成メソッドノードは、メッセージ駆動型 Beanを初期化するコードを示し、
OnMessageメソッドノードは、 Bean がメッセージを受信したときに起動するメソッ
ドを示しています。

ノードの展開

メッセージ駆動型 Beanのパッケージのノードにある 2つのノードを展開すると、図
7-2に示す内容が表示されます。

論理ノード

Bean クラスノード
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図 7-2 一般的なメッセージ駆動型 Bean のエクスプローラでの詳細表示

生成されたクラスの確認

ウィザードは、各メッセージ駆動型 Bean内にデフォルトのメソッドを作成します。
これらのメソッドは、生成メソッド 1つ、onMessageメソッド 1つ、および 2つの
ライフサイクルメソッドです。表 7-2に示すように、生成メソッド ejbCreateは、
他のエンタープライズ Beanの生成メソッドとほぼ同様に動作します。一方、
onMessage メソッドは、他のメソッドとは異なる種類のメソッドです。

表 7-2 メッセージ駆動型 Beanでの ejbCreateメソッドと onMessageメソッドの目的

メソッド 目的

ejbCreate 必要に応じてメッセージ駆動型 Bean を初期化する。

onMessage メッセージ駆動型 Bean が受信したメッセージを開いて、対応す
るかどうか決定し、処理を実行する。

Bean クラス

メッセージ駆動型 Bean
での唯一のクラス

デフォルトの生成
メソッド
デフォルトの
onMessage メソッド

論理ノード
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また、ウィザードは表 7-3に示すデフォルトのライフサイクルウィザードも追加しま
す。

メッセージ駆動型 Beanの完成
メッセージ駆動型 Beanを完成させるには、次の操作を実行します。

� Beanの onMessage メソッドの本体を記述して、完成させます。

� Beanの setMessageDrivenContextメソッドに必要なコードを記述して、完成
させます。

ejbCreate メソッドおよび ejbRemoveメソッドは、簡単なメッセージ駆動型
Bean では必要ありません。ただし、ejbCreateメソッドはリソースを割り当て
に、ejbRemove メソッドはリソースの解放に使用することができます。

� プロパティシート (Bean が配備されるアプリケーションサーバーのタブ)を使用し
て、リソースの型、リソースファクトリ、およびメッセージ駆動型 Bean が使用す
るサーバーを指定します。詳細は、158ページの「クライアントメッセージ駆動型
Bean のリソースの指定」と第 8章で記述しています。

以上の操作は、ソースエディタで追加してください。ソースエディタを開くには、エ
クスプローラで論理ノード配下の Beanコンポーネントを右クリックして「開く」を
選択します。

表 7-3 メッセージ駆動型 Bean の Bean クラス中にあるデフォルトのライフサイクルメ
ソッドの目的

メソッド 目的

setMessageDrivenContext このメソッドは ejbCreate の前に呼び出され、
メッセージ駆動型 Bean とコンテキストオブジェクト
を対応付ける。

ejbRemove このメソッドは、メッセージ駆動型 Bean インスタン
スが削除される直前に呼び出され、そのインスタン
スが使用していたリソースを解放する。単純なメッ
セージ駆動型 Bean の場合だと、このメソッドを使用
することもない。
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推奨する エンタープライズ Bean の開発手順

付録 Aでは、エンタープライズ Beanに変更を加える際の最適な方法や、推奨手順以
外の方法を取った場合に発生する可能性のあるエラーや異常状態について説明してい
ます。一般に、個々のクラスノードを操作するよりは論理ノードを操作する、メソッ
ドの変更には Beanのプロパティシートや「カスタマイザダイアログ」を使用する、
およびダイアログからでは操作できない Beanのコードを完成させたり、編集したり
するには IDE のソースエディタを使用するといった方法をお勧めします。

onMessage メソッドの完成

メッセージ駆動型 Beanの単一のインスタンスは、メッセージを 1度に 1つだけ処理
できます。また、Beanが持てる onMessage メソッドは 1つだけです。メソッドの記
述例を次に示します。

public void onMessage(Message inMessage) {
TextMessage msg = null;

try {
if (inMessage instanceof TextMessage) {

msg = (TextMessage) inMessage;
System.out.println("MESSAGE BEAN: Message " +
"received: " + msg.getText());

} else {
System.out.println("Message of wrong type: " +
inMessage.getClass().getName());

}
} catch (JMSException e) {

System.err.println("MessageBean.onMessage: " +
"JMSException: " + e.toString());
context.setRollbackOnly();

} catch (Throwable te) {
System.err.println("MessageBean.onMessage: " +
"Exception: " + te.toString());

}
}
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setMessageDrivenContext メソッドの完成

setMessageDrivenContext メソッドは、メッセージ駆動型コンテキスト参照を
フィールドに保存し、非持続フィールドに値を格納できるようにします。必要であれ
ば、このメソッドを使用して、Beanオブジェクトに依存しないリソースを、その
Beanが存続する間だけ割り当てることができます。これらのリソースには、キュー接
続ファクトリやトピック接続ファクトリなどがあります。

EJBビルダーのウィザードは、メッセージ駆動型コンテキストを非持続フィールド
context に割り当てるコードをデフォルトで作成します。通常は、生成されたメ
ソッドには何も追加する必要はありません。しかし、メソッドを完成させる必要があ
る場合は、生成されたコンテキストをインスタンス変数にコピーしてください。次に
例を示します。

メッセージ駆動型 Beanを作成した後の作業
作成したメッセージ駆動型 Beanを、最終環境で使用できるようにする必要がありま
す。Beanのプロパティシートで次の項目を指定します。

� Beanのメッセージ駆動型の送信先、つまり Bean がキューからメッセージを受け取
るのか、トピックから受け取るのかを指定します。

� Beanがトピックからのメッセージを待機する場合、サブスクリプションが永続か
非永続かを指定します。

� Beanが受信するメッセージを限定するためのメッセージセレクタ (フィルタ)を適
用するかどうかを指定します。

クライアントからのメッセージを受信するメッセージ駆動型 Beanを J2EE RIに配備
する場合は、Beanのプロパティシートにある「J2EE RI」タブで送信先を指定する必
要があります。

表 7-4 setMessageDrivenContext メソッドの例

public void setMessageDrivenContext(javax.ejb.MessageDrivenContext aContext ) {
this.context=context;

}
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送信先に向けてメッセージを送信するメッセージ駆動型 Beanをクライアントとして
動作させる場合は、Beanのプロパティシートにある「参照」タブで次の項目を指定す
る必要があります。

� リソース参照 (Bean がメッセージ駆動型の送信先にアクセスするために使用する接
続ファクトリ)

� リソース環境参照 (実際の送信先であるキューまたはトピック)

これらのプロパティ設定について次に説明します。

メッセージ駆動型送信先の設定
メッセージ駆動型 Beanに待機させるのがキューなのかトピックなのかを指定するに

は、次の操作を実行します。

1. IDE のエクスプローラウィンドウで、メッセージ駆動型 Bean の論理ノードを右ク
リックをし「プロパティ」を選択します。

Beanのプロパティシートが表示されます。

2. 「プロパティ」タブで「メッセージ駆動型送信先」フィールドをクリックし、省略符
号ボタン (...) をクリックします。

プロパティエディタが表示されます。

3. 「キュー」、「トピック」、または「設定なし」を選択します。

� クライアントが特定の Beanにだけメッセージを送信し、ポイントツーポイント型
通信の利用が必要な場合は、「キュー」を選択します。

� 複数のクライアントがパブリッシュとサブスクリプト型の通信でこの Beanにメッ
セージを送信する場合は、「トピック」を選択します。「トピック」を選択した場
合、Bean のサブスクリプションが「永続」なのか「非永続」なのかも指定しま
す。

� Beanがメッセージを取得するまでメッセージを保持させたい場合は、「永続」
を選択します。これを選択すると、Beanのアプリケーションサーバーが障害に
よって停止した場合でも、Beanが復帰したときにメッセージを取得できます。

� Beanが使用できる間に送信されたメッセージだけを取得させるには、「非永
続」を選択します。それ以外の間に送信されたメッセージはすべて削除されま
す。
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� このプロパティを後で設定する場合は、「設定なし」を選択します。「メッセージ
駆動型送信先」フィールドが空白のままになります。

4. 「了解」をクリックしてプロパティエディタを終了します。

メッセージセレクタの指定

Beanが受信するメッセージをフィルタで限定したい場合は、次の操作を実行します。

1. 「メッセージセレクタ」フィールドをクリックして、省略符号ボタン (...) をクリック
します。

プロパティエディタが表示されます。

2. フィルタを指定すると、Bean が待機する必要のあるメッセージの数が減ります。

3. 「了解」をクリックしてプロパティエディタを終了します。

クライアントメッセージ駆動型 Bean のリソースの指定

メッセージ駆動型 Beanのプロパティシートにある「参照」タブには、「リソース参
照」フィールドと「リソース環境参照」フィールドが含まれています。これらの
フィールドは、メッセージを送信するクライアントに対して指定されます。たとえ
ば、あるアプリケーション内でWebモジュールがキューにメッセージを送信するよう
になっていて、同じアプリケーション内のメッセージ駆動型 Beanがこのキューを待
機していたとします。この場合、「リソース参照」と「リソース環境参照」フィール

ドは、このWebモジュールの提供者によって指定される必要があります。

また、あるモジュール内でメッセージ駆動型 Beanをメッセージをキューかトピック
にメッセージを送信するクライアントとして動作させる場合は、これらのフィールド
にリソースファクトリとリソースを指定します。

リソースファクトリの指定

送信先オブジェクトを作成するファクトリオブジェクトにメッセージ駆動型 Beanを
対応付ける場合は、次の操作を実行します。
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1. 「参照」タブで、「リソース参照」フィールドをクリックしてから省略符号ボタン
(...) をクリックします。

プロパティエディタには、接続ファクトリを指定するフィールドが用意されていま
す。この接続ファクトリは、クライアント (またはクライアントとしてのメッセージ
駆動型 Bean) が、メッセージのリソースへアクセスするために使用されます。

2. 「追加」ボタンをクリックします。

次の 2つのタブを含む「追加リソース参照」ダイアログが表示されます。

� 「標準」タブでは次の項目を指定します。

� キューまたはトピックに対する Beanの接続を作成するオブジェクトの名前を指

定します。

� 「型」コンボボックスで、Beanが使用するリソースファクトリの型を選択しま
す。この型は、プロパティタブの「メッセージ駆動型送信先」フィールドで選択
した内容に対応している必要があります。リソースファクトリの型についての説
明は、173ページの「リソース環境参照の設定」を参照してください。

� 「認証」フィールドで、Beanによるリソースの使用を認可するのが EJBコンテ
ナなのか、アプリケーションクライアントなのかを指定します。

� 「共有スコープ」フィールドで、同じアプリケーション内の他の Beanにこのリ
ソースへの接続を共有させるかどうかを指定します。同じトランザクションコン
テキストで複数の Beanが同じリソースを使用できる場合、コンテナはトランザ
クションをローカルに実行し、処理時間を短縮します。

メッセージ駆動型 Beanを RI に配備する場合は、次のフィールドも指定してくださ
い。

� 「J2EE RI 」タブで次の項目を指定します。

� 「JNDI名」フィールドで、リソースファクトリがある場所を指定します。

� ユーザー情報フィールドに、リソースにアクセスするために必要な情報を指定し
ます。

� メールの構成フィールドに、JavaMailセッションファクトリを使用するのに必
要な情報を指定します。この指定は必要がある場合だけです。

3. 操作が終了したら、「了解」をクリックしてダイアログを閉じます。
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リソースの指定

メッセージ駆動型 Beanを特定の送信先オブジェクトに関連付けるには、次の操作を
実行します。

1. 「参照」タブで、「リソース環境参照」フィールドをクリックしてから省略符号ボタ
ン (...) をクリックします。

プロパティエディタには、クライアント (またはクライアントとしてのメッセージ駆
動型 Bean) がメッセージを送信する対象となる実際のリソースを指定するフィールド
が用意されています。

2. 「追加」ボタンをクリックします。

次の 2つのタブを含む「追加リソース環境参照」ダイアログが表示されます。

� 「標準」タブでは次の項目を指定します。

� クライアントまたは Beanがメッセージを送信するキューまたはトピックの名前
を指定します。

� コンボボックスでリソースの型を指定します。

メッセージ駆動型 Beanを RI に配備する場合は、次のフィールドも指定してくださ
い。

� 「J2EE RI 」タブの「JNDI名」フィールドで、メッセージリソース (キューまたは
トピック) がある場所を指定します。

3. 操作が終了したら、「了解」をクリックしてダイアログを閉じます。

RI 上のリスナーメッセージ駆動型 Bean に対するリソー
スの指定

Beanが RI に配備される場合、この Bean の待機の対象としてキューまたはトピック
を指定するだけでは不十分です。これに加えて、リソースの JNDI名も指定し、RI が
検出できるようにする必要があります。次の操作を実行します。

1. 「J2EE RI」タブで、「送信先 JNDI 名」フィールドをクリックして省略符号ボタン
(...) をクリックします。
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2. プロパティエディタで、Bean がメッセージを待機する対象となる JNDI 名を指定しま
す。

<型>/<リソース>の形式で指定します。たとえば、メッセージキューは
jms/myQueue のように指定します。

メッセージ駆動型送信先についての詳細は第 2章を、プロパティの設定については第
8章を参照してください。

推奨する Beanの操作方法については付録 Aを参照してください。

メッセージ駆動型 Bean開発時の注意
アプリケーションのメッセージ層での問題を避けるために、次の点について理解して
おいてください。

� メッセージの順序 -メッセージ駆動型 Bean は、メッセージがどんな順序で受信さ
れても処理できるように作成してください。JMS サーバーはメッセージ駆動型
Bean のプールに対し、任意の順序でメッセージを配信します。

� ejbRemove が起動されない場合の対応 -単純なメッセージ駆動型 Bean では
ejbCreate メソッドや ejbRemoveメソッドを使用する必要がありません。しか
し、複雑な Bean でこれらのメソッドを使用している場合、(障害によるシステムや
コンテナの停止といった) 特定の状況では ejbRemoveメソッドが呼び出されない
ことがあります。この場合、Bean が自身をクリーンアップできるような手段を準
備しておいてください。具体的な手段はアプリケーションサーバーの動作によって
も変わるので、詳細はサーバーのマニュアルを参照してください。

� メッセージの無限送信 - トランザクションを自身で管理するようなメッセージ駆動
型 Bean のインフラストラクチャを、EJBビルダーのウィザードを使用して作成し
ている場合、Bean プロパティの「確認モード」を「自動」に設定できます。これ
を設定すると、 Bean がメッセージを受信するたびに自動的に通知させることがで
きます。このことによって、トランザクションが失敗したときに、メッセージの送
信先がメッセージを受信したことが確認できずに、同じメッセージを繰り返し送信
してしまうのを避けることができます。

設計上の詳細な留意点については、「Enterprise JavaBeans仕様 2.0」とエンタープラ
イズ Beanの開発に関する文献を参照してください。
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詳細情報の参照先
エンタープライズ Beanは、アプリケーションに高い機能性と柔軟性を付加します。
また、エンタープライズ Beanの基本要素は簡単に作成できます。Forte for Java 4 IDE
のようなツールを使用すれば更に簡易化できます。しかし、アプリケーションのニー
ズをすべて満たす Beanの作成は複雑なこともあります。詳細は、次の URL からアク
セスできる Enterprise JavaBeans仕様 2.0 を参照してください。

http://java.sun.com/products/ejb/docs.html
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第8章

エンタープライズ Beanの配備

これまでの章では、個々のエンタープライズ Beanの作成について説明しました。作
成した Beanをアプリケーションに組み込み、使用環境に配備するには、次の 3つの
準備処理が必要です。

1. Beanの外部依存性と動作要件に関する情報を指定します。この情報は、次の節で
説明する Bean の配備記述子となります。

2. アプリケーション内で協調的に動作する Beanの集まりを EJB モジュールに格納し
ます。また、必要に応じて EJB モジュールを EJB JARファイルに追加します。

3. Forte for Java 4 IDE の機能を使用して、Bean とモジュールをテストします。

通常は、エンタープライズ Beanは EJB モジュールに組み込まれ、EJBモジュール (1
つ以上)はアプリケーションに組み込まれます。更に、アプリケーションはアプリ
ケーションサーバーに配備されます。また、個々の EJBモジュールを直接配備するこ
ともできます。

アプリケーションの設計とアセンブル、およびサーバーへの配備に関する詳細は、マ
ニュアル『J2EEアプリケーションのプログラミング』で詳しく説明しています。

配備情報とは
エンタープライズ Beanのプロパティシートで指定した配備情報は、Bean の配備記述
子の一部となります。これは、Beanの構造、他の Bean との関係、およびその外部依
存性に関する情報を収集する、XML 形式のテキストファイルです。配備記述子には、
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Beanのアプリケーションが配備されるときにアプリケーションサーバーが必要とす
る、すべての命令が含まれます。この記述子に対する変更は、アプリケーション内で
の Beanの動作に反映されます。

これまでの章で説明したように、EJBビルダーのウィザードを使用してエンタープラ
イズ Beanを作成すると、Bean の配備記述子が自動的に生成されます。Beanの記述
子の基本的な部分は、ウィザードによって自動的に生成されます。

エンタープライズ Beanを EJB モジュールに格納すると (180ページの「EJBモジュー
ルの作成」で説明しています)、IDE によってそのモジュールの配備記述子も同時に生
成されます。この記述子は、次の情報を収集します。

� Beanの配備記述子から取り込まれる各 Bean の宣言的なメタ情報 (コードには含ま
れていないその Bean に関する外部的な情報)。

� アプリケーションへの Beanの組み込み方や、モジュールの配備に関する高レベル
な情報。

� セキュリティとトランザクションに関する情報で、Beanレベルで指定された情報
は EJB モジュールが上書きできる。

� エンティティ Beanが表現するデータソースについてコンテナに与える命令。

EJBモジュールの記述子を変更することで、そのコンポーネントとなっている Beanの

ソースコードを書き替えることなく、アプリケーションの動作を変更できます。

配備記述子の内容は、対応する Beanまたはモジュールのプロパティシートからアク
セスできます。必要であれば、EJBモジュールの記述子を直接編集することもできま
す。以降の 3つの節では、配備記述子の表示と編集について説明します。

生成された配備記述子の参照

配備記述子の XML 形式のファイルを参照するには、次の操作を実行します。

� エクスプローラから Bean の論理ノードを選択し、右クリックして「配備記述子を表
示」を選択します (または EJB モジュールの論理ノードを選択し、右クリックして
「配備記述子」->「表示」を選択します)。

ソースエディタに、ファイルの内容が読み取り専用として表示されます。



第 8章 エンタープライズ Beanの配備    165

EJB モジュール配備記述子の編集

通常は、Beanまたは EJB モジュールの配備記述子は、Beanまたは EJBモジュールそ
れぞれのプロパティーシートを使って編集してください (操作は次の節に記述してい
ます)。「プロパティ」ダイアログから配備記述子ファイルを編集する際は、ファイル
名と値 (エンティティ Bean の場合は、表と列の名前)を指定するだけで済みます。
XMLのコードを記述する必要はありません。ダイアログで項目を選択すると、IDEに
よってエンタープライズ Beanの適切なクラスすべてに、変更内容が自動的に反映さ
れます。

ただし、必要であれば、配備記述子を直接編集することもできます。編集後に、生成
された記述子を元に戻すこともできます。

EJB モジュール配備記述子の直接編集

EJBモジュールの配備記述子ファイルに対して直接編集が必要な場合は、次の操作を
実行します。

� EJB モジュールを右クリックし、「配備記述子」->「最終的な編集」を選択します。

EJBモジュールの配備記述子を直接編集し終わった後でも、プロパティシートを使用
して別の変更を加えることができます。たとえば、プロパティシートの「J2EE」タブ
から「データソースの JNDI名」、「データソースのパスワード」、または「データ
ソースのユーザー名」フィールドを指定したり、変更したりできます (これらの
フィールドをプロパティシートと直接編集の両方で変更しないようにしてください)。
配備記述子での項目を表現するフィールドは、プロパティシートの編集操作では表示
されません。

EJB モジュール配備記述子の状態復帰

「最終的な編集」機能で配備記述子を編集したが、最後に生成された配備記述子の状
態に戻して、プロパティシートで変更を加えたい場合、次の操作を実行します。

� EJB モジュールのノードを右クリックし、「配備記述子」->「生成物に戻す」を選択
します。

注 - 「生成物に戻す」を選択すると、配備記述子に直接加えた編集はすべて失われま
す。
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プロパティシートによる配備記述子の編集

プロパティシートを使用して、エンタープライズ Beanまたは EJB モジュールの配備
記述子を追加、編集、または完成させるには、次の操作を実行します。

� Bean または EJB モジュールの論理ノードを選択し、右クリックして「プロパティ」

を選択します。

エンタープライズ Beanの場合は、次の 3つのタブを含む「プロパティ」ダイアログ
が表示されます。

� プロパティ
� 参照

� J2EE RI (Java™ 2 Platform, Enterprise Editionのリファレンス実装サーバー)

これらのタブに加えて、IDE にインストールされているほかのアプリケーションサー
バーのプラグインのタブも表示されます。

EJBモジュールの場合は、「プロパティ」(参照用プロパティを持つ)と「J2EE RI」の
2つのデフォルトタブが表示されます。

エンタープライズ Beanの 3つのデフォルトタブについて次に説明します。

Beanのプロパティの指定
エンタープライズ Beanを EJB モジュールに格納する以前に、個々の Beanのプロパ
ティを指定します。これらのプロパティは以降の節でタブごとに説明しています。166
ページの「「プロパティ」タブ」、169ページの「「参照」タブの使用」、および 177
ページの「J2EE RI タブの使用」を参照してください。

「プロパティ」タブ

これまでの章で説明した Beanのコードについての知識があれば、「プロパティ」タ
ブのほとんどのフィールドの意味を理解できるはずです。ここでは、特に注意する必
要のあるフィールドだけを取り上げます。
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� エンタープライズ Beanの「プロパティ」タブには、読み取り専用のフィールドが
含まれています。これらのフィールドは、Bean の作成時に EJBビルダーによって
自動的に指定されます。これらのフィールドが指定するプロパティは各 Bean の型
の本質的な部分なので変更する必要はありません。これらを変更する必要がある場
合は、ウィザードに戻って Bean を再作成してください。

� 「名前」フィールドと Beanのインタフェース用のフィールドは、Beanの作成時に
EJB ビルダーウィザードによって指定されます (または Beanの作成時にプログラマ
がこれらのクラス名を変更することもできます)。

現在のクラスの代わりに、既存の別のクラスを使用したい場合は、「プロパティ」
タブの該当するフィールドに表示されたクラス名を上書きすることができます。

クラスの内容はそのままに、クラス名だけを変更したい場合は、そのクラスをプロ
パティエディタで開いて変更します (論理ノードを開かないでください)。または

ソースエディタでクラスのコードを直接編集します。

� 「ラージアイコン」フィールドと「スモールアイコン」フィールドでは、エンター
プライズ Bean のアイコンを指定します。ここで指定したアイコンは、アプリケー
ションサーバーなどのツールから使用できます。ラージアイコンは 32× 32ピクセ
ルの、スモールアイコンは 16× 16ピクセルの JPEG画像か GIF画像でなければな
りません。どちらのフィールドについても、拡張子が .jpgか .gifのファイルを
指定する必要があります。

� 「セキュリティ ID」フィールドには、エンタープライズ Beanが呼び出しの際に使
用する識別情報を指定します。

� 「run-as セキュリティロール」を選択し、関連する Bean に指定されているロー
ルを指定した場合、Beanはそのセキュリティロールの下で実行され、その Bean
から呼び出されるすべてのメソッドはそのセキュリティロールを持つことになり
ます。このようにして、この Beanは、他の Beanのために予約されているデー
タにごく普通にアクセスできます。また、このフィールドでデフォルトのセキュ
リティロールを Beanに指定することもできます。

� 「呼び出し元のセキュリティ IDを仕様」を選択すると、実行中の Bean は呼び
出し元のセキュリティ IDを利用します。

� このフィールドを「設定なし」のままにしておくと、Beanはアプリケーション
サーバーのレベルで指定されたセキュリティ IDを使用するか、呼び出し元のセ
キュリティ IDを使用して実行されます。

このタブで指定するプロパティのいくつかは、Beanの種類に固有なものです。これら
のプロパティについて次の節で説明します。
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エンティティ Bean のプロパティ

エンティティ Beanの「プロパティ」タブには、次のフィールドが表示されます。

� 主キークラス - EJB ビルダーのウィザードによる指定を変更したい場合は、「既存
のフィールドを選択」、「未知の主キークラス」、「既存のユーザー定義クラスを
選択」のいずれかを選択します。

� 再入可能 -意図しないマルチスレッドの問題を避けたい場合は、このフィールドを
False のままにしておきます。こうしておくと、あるトランザクションコンテキス
ト内で Bean インスタンスがクライアント要求を実行しているとき、同じコンテキ
スト内の同じエンティティオブジェクトに対して次の要求が来た場合に、コンテナ
は 2度目の要求に対して例外を発生させます。ただし、Beanを他の Beanから必ず
呼び出させたい場合は、このフィールドを Trueに設定します。

CMPエンティティ Beanの「プロパティ」タブでは、次のフィールドも表示されま
す。

� 抽象スキーマ名 -抽象スキーマは、Bean の持続フィールドと関係を定義します。
CMPエンティティ Bean の EJB QL照会は、Bean の抽象持続スキーマとその依存
オブジェクトクラスに基づいています。

� CMPバージョン -このフィールドは読み取り専用で、該当する CMPエンティティ
Bean が EJB 1.1 環境で作成されたのか、EJB 2.0環境で作成されたのかを表してい
ます。

セッション Bean のプロパティ

セッション Beanの「プロパティ」タブでは、次のフィールドが表示されます。

� Bean 型 -ステートレス (Stateless)かステートフル (Stateful)のどちらかに変更でき
ます。

� トランザクション型 -トランザクションをコンテナに管理させるか、Bean に管理
させるかを指定します。このフィールドを変更すると、EJBビルダーによって Bean
のクラスコードも変更されます。

メッセージ駆動型 Bean のプロパティ

メッセージ駆動型 Beanの「プロパティ」タブには、次のフィールドが表示されま
す。
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� トランザクション型 -トランザクションをコンテナに管理させるか、Bean に管理
させるかを指定します。このフィールドは EJB ウィザードが自動的に指定します
が、必要に応じて変更することもできます。

� 通知モード -メッセージ駆動型 Bean のトランザクション型に Beanが指定されて
いる場合、「確認モード」プロパティがタブに表示されます。Bean がメッセージ
を取得するたびに通知させたい場合は、このプロパティを「自動」に設定します。
重複したメッセージの取得を Bean から通知させたい場合は、「重複可能」を設定
します。

� メッセージセレクタ -このフィールドで 1つ以上のフィルタを指定すると、メッ
セージ駆動型 Bean が待機する必要のあるメッセージの数を減らすことができま
す。たとえば、次のように指定すると、AccountStatusプロパティに Lateまた
は Delinquent という値が設定されているメッセージだけが、Bean に待機される
ようになります。

AccountStatus = ‘Late’ OR AccountStatus = ‘Delinquent’

メッセージセレクタの構文は SQL92 条件式構文のサブセットに基づいていて、詳

細は JMS 仕様および JMS 入門に説明されています。

� メッセージ駆動型送信先 -メッセージ駆動型 Bean がメッセージキューをリッスン
するのか、特定のトピックを受信するのか (そしてこの場合は、永続なのか非永続
なのか) を指定します。このフィールドのデータは、プロパティシートにあるアプ
リケーションサーバー用のタブのフィールドの内容に関連しています。このフィー
ルドに指定した内容は、「J2EE RI」タブの「接続ファクトリ名」、「送信先 JNDI
名」および「持続性サブスクリプション名」フィールドに対応している必要があり
ます。詳細については、179ページの「メッセージ駆動型 Bean に対する J2EE RI
プロパティの設定」を参照してください。

「参照」タブの使用

エンタープライズ Beanをアセンブル・配備する前に、このタブのフィールドを設定
しておく必要があります。エンタープライズ Beanのほとんどの外部依存性は、これ
らのフィールドで指定できます。一部の情報は Beanレベルで指定しておいて、後か
らモジュールまたはアプリケーションレベルの指定で上書きすることもできます。
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「参照」タブの表示例を次に示します。

図 8-1 CMPエンティティ Bean の「プロパティ」ダイアログでの「参照」タブ

このタブの各フィールドと指定内容について、以降に説明します。

EJB ローカル参照の指定

「EJBローカル参照」フィールドと「EJB参照」フィールドには、Enterpise Beanが呼
び出す対象となるメソッドを含んだ Beanの情報を指定します。「EJBローカル参照」
フィールドには、同じ JVM 内に常駐する他の Beanへの参照を指定します。この指定
があった場合、Beanの EJB ローカル参照は同じ JVM 内で実行されている他の Bean
のローカルインタフェースにアクセスします。これらの Beanが異なる EJB モジュー

ルで動作していてもアクセスは実行されます (172ページの「EJB 参照の指定」を参照
して、EJBローカル参照との違いも確認してください)。

エンタープライズ Beanの開発時には、Bean の名前も指定できます。また、EJBモ
ジュールに Beanをアセンブルする際は名前を変更することができます。

Beanのコードでは、JNDI インタフェースを使用して、ほかの Beanのホームインタ
フェースを検索します。Beanを EJB モジュールに組み込む前に、それと同じ参照を

Beanのプロパティシートで指定し、Bean 同士をリンクさせます。アセンブル担当者
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は「EJB参照」フィールドを参照して、Bean が機能するためには、ほかにどの Bean
が必要かを確認します。アセンブル担当者と配備担当者は、これらの参照をそのまま
使用することも、実行環境に合わせて、モジュールレベルで上書きすることもできま
す。

複数の Beanを EJBモジュールに組み込む前に、まず Beanクラスで参照をコーディン

グし、プロパティシートで EJB参照を指定して、これらの Bean 同士をリンクさせる
必要があります。

プロパティシートで EJB参照を指定するには、次の操作を実行します。

1. 「EJB ローカル参照」フィールドをクリックし、省略符号ボタン (...) をクリックしま
す。

「EJBローカル参照」プロパティエディタが表示されます。

2. 「追加」をクリックします。

「追加 EJBローカル参照」ダイアログが表示されます。

3. 各フィールドを設定します。

次のフィールドは省略できません。

注 - これらのフィールドを指定する簡単な方法は、「参照される EJB名」の「ブラ
ウズ」ボタンをクリックしてローカルのエンタープライズ Beanを選択すること
からはじめることです。そうすれば、「型」フィールドと 2つの「インタ
フェース」フィールドは IDE によって自動的に指定されます。「インタフェー
ス」フィールドは、必要に応じて変更することもできます。

� 参照名 -参照先の Bean 名です。Beanクラスのコードに含まれている
context.lookup メソッドの呼び出し文で指定されている名前を指定します。こ
のフィールドには、あらかじめ「ejb/」が入力されています。この名前は、
java:comp/env コンテキストの ejb/サブコンテキストを基準にした相対名で
す。スラッシュ (/)に続けて、参照先の Bean名を入力します。

例として、Accountという Beanから、DiscountCodeTblという Beanのホーム
インタフェースの参照を検索する場合を考えてみましょう。この場合の完全参照名
は ejb/DiscountCodeTblHomeになります。代わりに、JNDI 検索コードで使用
した参照名に相当する別の参照名を指定することもできます。



172 Enterprise JavaBeansコンポーネントのプログラミング  •  2002年 6月

� 参照される EJB 名 -指定されたローカルホームインタフェースおよびローカルイ
ンタフェースを実装しているエンタープライズ Bean 名を指定します。状況に応じ
て次のどれかの操作で指定できます。

� 「ブラウズ」をクリックして Beanを選択します。選択後、ローカルホームイン
タフェースとローカルインタフェースのフィールドが、IDEによって自動的に指
定されます。

� 「参照される EJB名」フィールドに、現在の Beanと同じインタフェースを持つ
他の Beanの名前を直接入力し、その Beanに参照を変更します。

� EJBモジュールまたはアプリケーションに Beanが組み込まれるまで、「参照さ
れる EJB名」フィールドを空白のままにしておきます。

� 型 -参照先の Bean の型です。セッション Beanとエンティティ Bean のどちらかを
指定します。

� ローカルホームインターフェース -参照先の Bean のローカルホームインタフェー
スです。

� ローカルインターフェース -参照先の Bean のローカルインタフェースです。

次の「説明」フィールドは省略できます。EJBモジュールをアプリケーションに組み
込むときにわかりやすいように説明を記述しておくことができます。

� 説明 -参照される Beanの目的または参照する側の Beanの目的などを記述します。

EJB 参照の指定

「EJB参照」フィールドでは、呼び出し対象のメソッドを含んだ、外部 JVMで実行さ

れているエンタープライズ Beanへのリンクを指定します。このフィールドは「EJB
ローカル参照」フィールドと同様に使用しますが、他の JVM で実行されている Bean
のリモートインタフェースを参照させるという違いがあります。

環境エントリの指定

環境エントリは、Beanの実行環境で保存される名前付きのデータ値です。この値は、
配備先のポリシーや手順によって変わります。環境エントリを使用すると、Beanの
ソースコードを変更することなく、配備時に Beanの動作を変更できます。プロパ
ティシートのこのフィールドで設定した値は、配備時に EJBモジュールやアプリケー
ションの配備記述子で上書きすることができます。
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たとえば、Accountという Beanで、(boolean型の) overdraftAllowedという環
境エントリを使用した場合を考えてみましょう。この変数は、この Beanを使用する
銀行で、預金口座の利用客が残高以上の金額を引き出せるかどうか (超過引き出しを
認めるかどうか)を示しています。Account Bean は、overdraftAllowedの値を参
照して、利用客が超過引き出しを要求したときに、どのように対処するかを決定しま
す。

環境エントリを追加するには、環境ごとに次の手順に従います。

1. 「環境エントリ」フィールドをクリックし、省略符号ボタン (...) をクリックします。

「環境エントリ」プロパティエディタが表示されます。

2. 「追加」をクリックします。

「環境エントリの追加」ダイアログが表示されます。

3. 各フィールドを設定します。

次の 2つのフィールドは省略できません。

� 名前 -環境変数の名前です。

� 型 -環境変数のデータ型です。

さらに、次の 2つのフィールドを指定することができます。

� 説明 -環境変数の使用目的など、アセンブル担当者や配備担当者が、該当する環境
で Bean を使用するときに知っておく必要のある情報を指定します。

� 値 -初期値です。

リソース環境参照の設定

このフィールドでは、JMS 送信先 (キューまたはトピック) など、Beanが使用する必
要のある管理オブジェクトを指定します。リソース環境参照は、キューまたはトピッ
クの論理名です。この論理名は、Beanクラスの InitialContext.lookupに記述
する名前と必ず一致させてください。このフィールドで指定したリソースを Beanが
参照する際には、リソースのインスタンスが次の節で説明するファクトリによって作
成されます。

ソース環境参照を追加するには、Beanが使用するオブジェクトそれぞれに対して、次
の操作を実行します。
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1. 「リソース環境参照」フィールドをクリックし、省略符号ボタン (...) をクリックしま
す。

「リソース環境参照」プロパティエディタが表示されます。

2. 「追加」をクリックします。

「追加リソース環境参照」ダイアログが表示されます。

3. 各フィールドを設定します。

次のフィールドは省略できません。

� 名前 - Bean クラスの InitialContext.lookupメソッドに記述されている名前
を指定します。

� 型 -リソースファクトリの型を指定します。使用する型を指定し、次のどちらかを
選択します。

� javax.jms.Queue。Javaメッセージサービスキューです。

� javax.jms.Topic。Javaメッセージサービストピックです。

リソース参照の指定

このフィールドには、Beanが必要なリソースへ接続するファクトリ名を指定します。
このリソースとしては、(リレーショナルデータベースなどの) データソース、(キュー
またはトピックといった)管理オブジェクト、JavaMail セッション、URL、または
(Bean を他のアプリケーションシステムや EISに接続する) J2EE コネクタが該当しま
す。「リソース参照」フィールドに指定する情報は、Beanクラスに記述されている
JNDI lookup メソッド呼び出しの内容と必ず一致させてください。

リソース参照を追加するには、Beanが必要とするリソースそれぞれに対して次の操作
を実行します。

1. 「リソース参照」をクリックし、省略符号ボタン (...) をクリックします。

「リソース参照」プロパティエディタが表示されます。

2. 「追加」をクリックします。

「追加リソース参照」ダイアログが表示されます。

3. 各フィールドを設定します。

次のフィールドは省略できません。
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� 名前 - Bean クラスの InitialContext.lookupメソッドに記述されている名前
を指定します。たとえば、myDatabaseと指定されている JDBCリソースファクト
リがあった場合、lookup メソッドは次のように記述されている必要があります。

この場合の、対応するリソース参照は jdbc/myDataBaseです。

� 型 -リソースファクトリの型を指定します。使用する型を指定して、次のどれかを
選択します。

� javax.sql.DataSource。JDBC接続ファクトリです。

� javax.jms.QueueConnectionFactory。Javaメッセージサービス接続ファ
クトリです。

� javax.jms.TopicConnectionFactory。Javaメッセージサービス接続ファ
クトリです。

� javax.mail.Session。JavaMailセッションファクトリです。

� javax.resource.cci.ConnectionFactory。他のアプリケーションシステ
ムや EISに接続する Beanを宣言します。これを指定すると、エンタープライズ
Beanはコネクタアーキテクチャである CCI (Common Client Interface) APIとリ
ソースアダプタを使用して外部データにアクセスできます。アプリケーションに
CCI APIを実装する詳細については、マニュアル「Java 2 Platform, Enterprise
Edition Tutorial」を参照してください。

� java.net.URL。URL接続ファクトリです。

� 認証 -ユーザーを認証し、このリソースを使用する権限を与える方法です。

� Container - EJBコンテナがリソースマネージャにサインオンします。サインオ
ンするための情報は、配備担当者が配備時に指定します。

� Application -エンタープライズ Bean にプログラミングしたコードによって、マ
ネージャへのサインオンを実行します。

次のフィールドの指定は任意です。

javax.naming.InitialContext myContext =
new javax.naming.InitialContext();

javax.sql.DataSource mySource = (javax.sql.DataSource)
myContext.lookup(“java:comp/env/jdbc/myDataBase”);
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� 共有スコープ -このリソースへの接続を、同じアプリケーション中の他の エンター
プライズ Bean と共有させるかどうかを指定します。複数の Beanが同じトランザ
クションコンテキストで同じリソースを使用する場合、コンテナはトランザクショ
ンをローカルに実行し、処理時間を節約します。

セキュリティロール参照の指定

エンタープライズ Beanが独自のセキュリティチェックを行う (すなわち、Beanを使
用して作業を行う権限がユーザーに与えられているかどうかを独自の方法でチェック
する)場合は、このフィールドでセキュリティロールの参照を指定する必要がありま
す (メッセージ駆動型 Bean にセキュリティロールは必要ありません。この Beanは、
クライアントからのメッセージに含まれたセキュリティ情報を伝播します。セキュリ
ティ検査が必要な場合は、処理を要求するメッセージ駆動型 Beanが含まれているコ
ンテナかエンタープライズ Beanが後に実行します)。

このフィールドを使用するためには、それに対応するコード (プログラムによるセ
キュリティ)が Bean クラスに含まれている必要があります。たとえば、Beanクラス
のコードに javax.ejb.EJBContextインタフェースの次のメソッドが含まれている
とします。

isCallerInRole(rolename)

この場合、プロパティシートのセキュリティロールの参照に、該当するすべてのロー
ル名を追加します。

セキュリティロールはモジュールのレベルでも定義できます。詳細については、マ
ニュアル『J2EEアプリケーションのプログラミング』を参照してください。

Beanレベルでセキュリティロールを指定する場合は、次の操作を実行します。

1. 「セキュリティロール参照」フィールドをクリックし、省略符号ボタン (...) をクリッ
クします。

「セキュリティロール参照」プロパティエディタが表示されます。

2. 「追加」をクリックします。

「追加セキュリティロール参照」ダイアログが表示されます。

3. 各フィールドを設定します。

� 名前 -セキュリティロール名です。Bean クラスのコードで指定されているロール
名を指定します。このフィールドは省略できません。
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� 説明 -ロールの説明です。このフィールドの指定は省略できます。

� セキュリティロールリンク -配備先の環境でのセキュリティロールに対するリンク
です (このフィールドは Beanレベルでは省略できます。この情報は開発段階では
決定されていない場合があります。このフィールドは、配備担当者が配備時に指定
するのが一般的です)。

J2EE RI タブの使用

「J2EE RI (J2EE リファレンス実装サーバー)」のタブには、EJBビルダーを使用して
エンタープライズ Beanを作成したときに自動的に割り当てられるプロパティが表示
されます。これらのプロパティには、Beanを配備し、テストするのに適したデフォル
ト値が設定されていますが、エンティティ Beanをアプリケーションの構成要素とし
て配備する前に、これらの値を変更・指定する必要があります。

メッセージ駆動型 Bean、セッション Bean、または持続性を自分自身で管理するエン
ティティ Bean (BMP Bean)の場合は、J2EE RI 関連のプロパティを参照しても、ほと
んど情報は表示されません。これに対して、EJBコンテナに 1つ以上の CMP Bean を
含んだ EJBモジュールの場合は、J2EE RI関連のプロパティフィールドに多くの情報

が必要です。これらの情報が、Beanとデータストレージとの間で情報を受け渡すため
に、コンテナが使用する命令になります。

最初に、個々のエンタープライズ Beanの J2EE RIタブに指定するプロパティフィー
ルドの値について説明します。その後、エンタープライズ Beanを格納する EJB モ
ジュールの作成手順を 180ページの「EJBモジュールの作成」で説明します。最後
に、CMP Beanのデータベース関連のプロパティの EJB モジュールレベルでの設定に
ついて説明します。
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セッション Bean とエンティティ Bean に対する J2EE RI プロパ
ティの設定

セッション Bean、CMP Bean、または BMP Beanの「J2EE RI」タブには、「クライ
アント認証」、「JNDI名」、「run-as ユーザー」、および「SSL が必要」プロパ
ティが表示されます。例として、ProcessOrder という名前のセッション Beanの
「J2EE RI」タブを次に示します。

このタブでは次のフィールドを指定します。

� クライアント認証 -クライアントをパスワード (ユーザにユーザ IDとパスワードの
指定が要求されます)で認証するのか、証明書 (より厳重なセキュリティのために公
開鍵証明書が要求されます) で認証するのかを指定します。または、クライアント
にパスワードまたは証明書による認証を選ばせる「クライアントの選択をサポー
ト」を指定します。

� JNDI 名 - RI プラグインによってこのフィールドのデフォルト値が設定されます。
この値は、JNDI lookup メソッドが配備記述子の作成前に Beanの保存場所を見つ
けるための名前です。名前は変更できますが、空白にしておくことはできません。

� run-as ユーザー - Beanに、呼び出し元のセキュリティ IDではなく特定のセキュリ
ティ ID を使用させたい場合に、このフィールドにユーザー IDを指定します。
「セキュリティ ID 」ダイアログで「run-as セキュリティロール」を選択した場合
は、表示されたロールの中からユーザー ID を選択できます。

� SSLが必要 -デフォルトは Falseです。Beanに SSL (Secure Socket Layer)プロトコ
ルが必要な場合は、Trueに設定します。
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CMPエンティティ Beanを RI に配備する場合、最初に EJBモジュールを作成しま
す。次に、データストレージと Beanの関係を EJB モジュールレベルで操作してくだ
さい。詳細については、183ページの「CMPエンティティ Beanへのデータベース関
連プロパティの設定」を参照してください。

メッセージ駆動型 Bean に対する J2EE RI プロパティの設定

メッセージ駆動型 Beanの J2EE RIタブには、前述のフィールドに加え、Bean が取得
するメッセージの種類に関するフィールドも含まれています。

各フィールドには、次のように値を設定します。

� クライアント認証 -他の種類の Bean と同様、クライアントをパスワードで認証す
るのか、証明書で認証するのかを指定します。または、クライアントがパスワード
か証明書のどちらかの認証を選べる「クライアントの選択をサポート」を指定しま
す。

� 接続ファクトリ名 -メッセージ駆動型 Bean のキュー接続ファクトリまたはトピッ
ク接続ファクトリがある場所を指定します。

� 送信先 JNDI 名 -メッセージ駆動型 Beanがリッスンするキューまたはトピックの
ある場所を指定します。

� 持続性サブスクリプション名 -メッセージ駆動型 Bean が永続のトピックのサブス
クリプションを実行する場合のトピック名を指定します。
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� run-as ユーザー -メッセージ駆動型 Beanに特定のセキュリティ ID を使用させた
い場合は、その ID を指定します。指定を省略すると Beanは呼び出し元の ID を使
用します。

� SSLが必要 -デフォルトは Falseです。Beanに SSL (Secure Socket Layer)プロトコ
ルが必要な場合は、Trueに設定します。

CMP Beanのデータベース関連のプロパティを設定するには、最初に CMP Bean を格
納する EJBモジュールを作成する必要があります。EJB モジュールについて次に説明
します。

EJBモジュールの作成
Beanは単独で動作するようにも、他の Bean と協調して動作するようにも設計できま

す。どちらの場合でも、正しい組み合わせの エンタープライズ Beanが、それらの
Beanの処理要件に欠かせない情報と共にまとめられて、EJB モジュールに格納されて
いることが大切です。

協調的に動作する複数のエンタープライズ Beanは、異なる EJB モジュールに含まれ
ていても問題はありません。ただし、これらのモジュールは同じ JVM内に常駐してい
る必要があります。場合にもよりますが、協調的に動作する Beanは同じモジュール
内に格納しておくと便利です。

EJBモジュールは IDEでの論理エンティティで、物理的な EJB JARファイル (.jarの
拡張子を持つ Javaアーカイブファイル)を表現しています。EJB モジュールは、 EJB

JARファイルに含まれる Beanの一覧を、Bean 間の関係と配備環境に設定するプロパ
ティと共に追跡します。EJBモジュールはアプリケーションサーバーに配備できる エ
ンタープライズ Beanの最少単位です。

IDE の「エクスプローラ」ウィンドウで表示されるように、EJBモジュールノードは
モジュールの配備記述子も表しています。配備記述子は、モジュールを構成する エン
タープライズ Beanとその Bean のソースコードが保存されている場所を示すもので
す。EJBモジュールに含まれる Bean は、1つのディレクトリにまとまっていても、複
数のディレクトリにわたっていても、異なるファイルシステムに分かれて保存されて
いても構いません。Beanそのもの、またはそのコピーが EJBモジュールと同じ場所に
保存されている必要はありません。
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EJB モジュールに格納する内容

1つの EJBモジュールに含めるエンタープライズ Bean の数に関する一般的なガイド
ラインをここでは説明します (詳細については、Java 2プラットフォーム Enterprise
Editionのマニュアルを参照してください)。Bean を EJBモジュールに格納する際に
は、次の点に考慮します。

� 再利用性の最大化 -あるエンタープライズ Beanの再利用性が高い場合は、そのエ
ンタープライズ Bean だけを格納した EJBモジュールを作成します。そうしておく
と、アプリケーションがアセンブルされたときに、このモジュールを他のモジュー
ルと自由に組み合わせることで、アプリケーションの規模を抑えたままでそのアプ
リケーションに必要な機能だけを提供できます。

モジュールにまとめる Bean は、協調的に利用される可能性が最も高いものだけと
します。たとえば、EJB 2.0環境で構築された CMP Bean すべてと、それらと関連
のある Bean は同じモジュールに格納する必要があります。

� アセンブルの簡易性の最大化 -アプリケーションに必要なエンタープライズ Bean
がすべて 1つのモジュールに格納されていれば、アプリケーションのアセンブル担
当者の作業は少なくて済みます。少なくとも、そのアプリケーションで使用する
Bean がすべて何らかの形でまとまっていると便利です。モジュールの数を少なく
保つことは、再利用性が重要でない場合には効果的な方法です。

� 再利用性とアセンブルの簡易性の釣り合い -中規模の J2EE アプリケーションで
は、関連の強い、または対になっている エンタープライズ Bean であれば 1つのモ
ジュールにまとめ、単独で再利用できる Bean はそれぞれ独立したモジュールに格
納しておけます。モジュールにまとめるとよい Bean としては、機能的に関連があ
る、互いに依存している、循環参照がある、または共通のセキュリティ情報を使用
しているものなどがあります。

EJB モジュールへの エンタープライズ Bean の格納

エンタープライズ Beanを 1つだけ EJB モジュールへ格納するには、次の操作を実行
します。

1. 「エクスプローラ」ウィンドウで Bean の論理ノードを右クリックし、「新規 EJB モ
ジュールを作成」を選択します。

2. 「新規 EJB モジュール」ダイアログで、必要に応じてモジュールの名前を変更しま
す 。
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3. ファイルシステムのツリー表示から、モジュールの保存場所を選択します。

4. 「了解」をクリックします。

協調する複数のエンタープライズ Beanを格納する EJB モジュールを作成する場合
は、上記の操作に従います。ただし、Beanを選択する際に Cntlキーまたは Shiftキー
を使用して、モジュールに格納したい複数の Beanすべてを選択します。

複数の Beanを格納する EJB モジュールを作成する別の方法として、Beanの Java
パッケージを右クリックし、「新規」->「J2EE」->「EJB モジュール」を選択する方
法があります。この操作によって、IDE が新しい空の EJBモジュールをパッケージ内
に作成します。作成されたモジュールを右クリックして「EJBを追加」を選択しま
す。「EJBを EJB モジュールに追加」ダイアログが表示されるので、格納したいすべ
ての Beanを Cntl キーまたは Shiftキーを使用しながら選択します。

エクスプローラでノードを展開して、モジュールの内容を確認します。

EJBモジュールに協調動作する CMP Bean を複数持たせたい場合は、EJBビルダーの
ウィザードを使用して、データベースまたはデータベーススキーマからの関係 CMP
Beanのセットを最初に作成するのが良い方法です。こうすると、ウィザードによって

EJBモジュールも Bean のセットと共に作成されます。また、Bean間の関係も IDE に
よって自動的に保たれます。

既存の EJBモジュールにエンタープライズ Bean を 1つ追加したい場合は、次の操作
を実行します。

1. 「エクスプローラ」ウィンドウで EJB モジュールのノードを右クリックし、「EJB

を追加」を選択します。

ファイルシステムがツリー表示された「EJBを EJB モジュールに追加」ダイアログが
表示されます。

2. ツリー表示から エンタープライズ Bean を選択します。

3. 「了解」をクリックします。
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CMP エンティティ Bean へのデータベース関連プロパ
ティの設定

CMPエンティティ Beanに対する RI 関連のプロパティは、EJB モジュールのレベル
で指定します。図 8-2に EJBModule_AccountsSouthという名前の EJB モジュール
の「J2EE RI」タブの表示例を示します。この EJBモジュールには、関係 CMP Bean
がいくつか含まれています。このタブにあるフィールドは、Beanとそれらが基づいて
いるデータストレージとの関係、およびそれらの関係を管理するためにコンテナが果
たす役割についてを指定します。

図 8-2 CMP Bean を含む EJBモジュールのプロパティを表示した「J2EE RI」タブ

注 - CMP Beanに対して IDE のテスト機能を使用する場合、EJBモジュールは後で
作成します。テスト機能を実行すると EJBモジュールが自動的に作成されま
す。これは、アプリケーションに実際に配備できるモジュールではなく、CMP
Beanのコードと配備に関する設定を検査するためのものです。テストプロセス
から CMP Beanを実行することで、開発時間を短縮できます。テストでは、後
述する手順に従って、設定したプロパティの動作状態を見たり、実際に使用する
EJBモジュールでの設定を再現したりできます。エンタープライズ Beanのテス
トについては、第 9章を参照してください。

CMP Beanそれぞれに対して、次のフィールドを設定します。
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� データソースの JNDI 名 -エンティティの状態に合わせて更新するデータストアの
JNDI 名を指定します。jdbc\Pointbaseと指定した場合、jdbcは、データスト
レージの種類を表し、Pointbaseは特定のデータストアを表しています。

� データソースのパスワード -データベースにアクセスするのに必要なパスワードを
指定します。

� データソースのユーザー名 -データベースにアクセスするのに必要なユーザー名を
指定します。

注 - IDEで提供されている PointBaseデータベースサーバーを使用している場合、
JNDI名を入力する際には、前述の例で示しているとおりに Pointbase の最初の
1文字を大文字で指定してください。デフォルトのユーザー名とパスワードは同
じで、pbpublic です (パスワードを入力したら Enterキーまたはリターンキー

を必ず押してください)。

EJBモジュールに CMP Bean を格納した方法、および CMP Beanが既存のデータベー
ス表を利用する方法によって、残りの RI 関連のプロパティフィールドに対する指定
は異なります。

RI の生成する SQL

EJBビルダーのウィザードを使用して CMP Bean を作成し、その際に「SQL の自動生
成」フィールドを Trueのままにしておいた場合、J2EE RI プラグインによって SQL
文が提供されます。SQL 文は、CMP Beanが対応するデータベース中の持続レコード
を管理するものです。プラグインは、Beanのメソッドとフィールド、それにプログラ
マが特別にメソッドに記述した EJB QLコードに基づいて、それぞれのサーバー固有
の SQL 文を生成します。これは IDE をインストールしたサーバーすべてで実行され
ます。どのサーバーのプラグインであっても、Beanのコードと記述された EJB QLに
基づいて、そのサーバー固有の SQL 文を生成します。

プラグインは、CMPフィールドの追加時、CMPフィールドの削除時、主キーを構成

するフィールドの変更時、および Beanのコンテナ管理による関係の変更時に、SQL
文を再生成します。この SQL 生成機能を使用するかどうかは選択できます。使用した
い場合は、「SQL の自動生成」フィールドを True に設定して、SQL 文は変更しない
でください。ただし、EJBモジュールに EJB 1.1環境で作成された CMP Beanが含ま
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れている場合は、変更が必要です (この場合の変更が必要な 1文については 188ペー
ジの「EJB 1.1 CMPエンティティ Beanを含んだ EJBモジュール」を参照してくださ
い)。

生成された SQL 文は次の処理を実行します。

� Beanが配備された際に表を作成する。表は <Bean名>Tableと名付けられます。
表の列には CMPフィールドに対応した名前が付けられます。

� Beanの配備が解除されたときに表も削除する。

� Beanの実行に応じてレコードを削除、挿入、選択、および更新する。

次の節では、CMP Bean のデータベース関連を設定する際のガイドラインについて説
明します。

CMP Bean による新規データベース表の使用

テストの最中など、既存のデータベース表ではなく、RI プラグインが新しく作成した
表を CMP Beanに使用させる場合があります。このとき、「SQLの自動生成」フィー
ルドと「SQL に区切り識別子を使用」フィールドはデフォルトの設定のままにしてお
きます。

注 - Bean名、CMPフィールド名、および CMR フィールド名がデータソースで指定
された SQLデータベースでの予約語であることがはっきりしている場合は、区
切り識別子だけは Falseにしておきます。

「SQL 生成ターゲット」フィールドのデフォルト設定を使用するか、他のデータベー

スを指定します。

表の作成と削除に関するデフォルト設定を参照するには、「SQL 配備の設定」フィー
ルドをクリックし、省略符号ボタン (...)をクリックします。図 8-3に示すように「SQL
配備の設定」プロパティエディタが表示されます。
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図 8-3 EJB モジュール内の CMP エンティティ Beanの表関連の設定

表関連の設定は、Beanノードが選択されたときに表示されます。

CMP Bean用に RI プラグインによって生成されたデフォルトの SQL 文を参照するに
は、このプロパティエディタで Beanノードを展開し、Bean のメソッドのうちどれか
を選択します。図 8-4に示すようにメソッドの SQL 文が表示されます。
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図 8-4 CMP Beanの createTableメソッドに対して RIプラグインが生成した SQL文
の例

サーバーが生成した SQL文は変更しないでください。ただし、EJBモジュールに EJB
1.1 CMP Bean、つまり Forte for Java 4を使用して EJB 1.1使用に基づいて作成された

CMP Beanがある場合は変更が必要です。この場合は、188ページの「EJB 1.1 CMP
エンティティ Beanを含んだ EJB モジュール」を参照してください。

注意 - 自動生成された SQL 文に対して Beanのプロパティシートから変更を加えた
場合、変更を防ぐ機能は IDE にはありません。逆に加えた変更は、 Beanの
EJB QL文すべてに反映され、すべてのアプリケーションサーバーのプラグイ
ンによって変更が自動的に伝播されます。Beanのサーバー固有の SQL 文も生
成されます。ただし、自動生成された SQL 文では加えた変更が反映されない
こともあります。
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CMP Bean による既存データベース表の使用

CMP Beanが既存のデータベース表を使用する必要がある場合は (Bean のインフラス
トラクチャを表から生成し、その表に対して Beanをテストしたい場合など)、次のよ
うに設定します。

「SQL の自動生成」フィールドに Trueが指定されていると、CMP Beanの持続
フィールドとコンテナ管理による関係を変更した際に、RI プラグインによって SQL
文が自動生成され、最新の状態に保たれます (これには 1つだけ例外があります。例
外については、次の節を参照してください)。

注 - Bean (表) または Beanのフィールド (列) のどちらにも SQL での予約語が使用さ
れていないことを確認してください。

「SQL 配備の設定」フィールドをクリックし、省略符号ボタン (...)をクリックしま
す。表示されるプロパティエディタで、表と照らし合わせてテストしたい各 CMP
Beanを選択します。選択したそれぞれの Bean の「配備時の表の作成」および「配備
取り消し時の削除」のチェックボックスからチェックを外します。こうしておくと、
RI プラグインによって Beanが使用するための表も作成されませんし、アプリケー
ションが実行されなくなったときに表が削除されることもありません。

前述したとおり、EJBモジュールに EJB 1.1 CMP Beanが含まれている場合を除き、自
動生成された SQL 文は変更しないでください。

EJB 1.1 CMP エンティティ Bean を含んだ EJB モジュール

アプリケーションには、Forte for Java 4 IDE の旧バージョンを利用して作成された、
以前の EJB仕様に基づいた CMPエンティティ Bean が含まれていることがありま
す。これらの EJB 1.1 CMP Beanは EJB 2.0 CMP Beanと同じように処理できますが、
1つだけ変更が必要です。自動生成された SQL 文の検索メソッドにある WHERE文を
変更する必要があります。

SQL の自動生成 True (デフォルト)

SQL 生成ターゲット (表を含んだデータベース名。これには「データソース
JNDI 名」での指定が対応付けられるのと同じデータ
ベースを指定する。)

SQL に区切り識別子を使用 False
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この変更を加えるには、EJBモジュールのプロパティシートの「J2EE RI」タブにある

「SQL 配備の設定」フィールドをクリックします。その後、省略符号ボタン (...)をク
リックすると、「SQL 配備の設定」プロパティエディタが表示されます。

WHERE 句を編集するには、次の操作を実行します。

1. EJB 1.1 CMP Bean のノードを展開します。

2. Bean の検索メソッドのノードを選択します。

図 8-5に示すような SQL 文が表示されます。

図 8-5 CMP Bean の検索メソッドに対して生成された SQL 文の例

3. WHERE 文を完成します。

� FindByPrimaryKeyメソッドにプラグインが自動生成した SQL を使用していな
い場合は、カラム名を変更できます。自動生成した SQL を使用している場合は、
カラム名は変更しないでください。

� その他の検索メソッドに対しては制約が必要です。たとえば、
findByY2000Accountsという検索メソッドが次のように記述されていたとしま
す。

findInCustIDRange(double low, double high)

この場合、SQL 文は次のようになっています。

SELECT “custID” FROM “CustomerTbl” WHERE “custID” > ?2000 AND

“custID” < ?2001
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疑問符に続く数字は、メソッドのパラメータリストにある、対応するパラメータを
示しています。

WHERE 文での変更は、RI プラグインが SQL 文を再生成したときにも保持されます。

IDE の現在のバージョンでの EJB 1.1 CMPエンティティ Beanの取り扱いについては
付録 Bを参照してください。

CMP フィールドの値の順序

RI プラグインが自動生成した SQL 文の一部でも変更する場合は、CMPフィールドの

値の順序について理解しておいてください。

コンテナは、CMPフィールドの値をデータベースにアルファベット順に送信します。
表の列に CMPフィールド名と同じ名前がなかった場合、これらの列に、対応付けら
れるフィールドと同じアルファベット順で名前を付けてください。EmployeeEJBと
いう名前の CMP Beanでの例を次に示します。

� ソースデータベース表の名前は Employeeと指定します。

� CMPフィールドが address、city、id、および nameという名前だったとしま
す。

� 対応する列は Mail_Address、City、Emp_ID、および Emp_Nameとします。

� INSERT 文に生成されるデフォルトの SQL は次のようになります。

INSERT INTO "EmployeeEJBTable" ("address", "city", "id",

"name") VALUES (?, ?, ?, ?)

この例では、SQL を次のように変更する必要があります。

INSERT INTO "Employee" ("Mail_Address", "City", "Emp_ID",

"Emp_Name") VALUES (?, ?, ?, ?)

表列名は、対応する CMPフィールドと同じアルファベット順 (表列のアルファベット
順ではありません)になっている必要があります。これは、VALUESパラメータが
CMPフィールドのアルファベット順で送信されるためです。



第 8章 エンタープライズ Beanの配備    191

EMB モジュールへのトランザクション属性の追加

トランザクション属性は、EJBコンテナに CMT Beanのトランザクションの制御方法
を指示します。自身のトランザクションを管理するセッション Bean (BMT Bean) で
は、Beanのトランザクションを明示的に記述する必要があります。CMT Beanでは、
トランザクションを明示的に記述する必要はありませんが、代わりに Beanのメソッ
ドにトランザクション属性を指定します。コンテナはこの属性に基づいてトランザク
ションを制御します。

デフォルトでは、IDE はすべての Beanメソッドに「Required」属性を設定します。
トランザクション属性は Beanレベルとメソッドレベルに別々に指定することができ
ます。たとえば、あるメソッドをトランザクションのコンテキストに含めたくない場
合は、「Required」から「NotSupported」に変更できます。

トランザクション属性は、配備記述子に保存され、EJBモジュールのプロパティシー
トから編集することができます。CMT Beanを含んだ EJBモジュールがアプリケー
ションに組み込まれる前に、そのモジュールに適切なトランザクション属性が設定さ
れていることを確認する必要があります。

個々の Beanまたはメソッドに対するトランザクション属性を変更した場合、その属
性はその EJBモジュール内の実行に対してだけ変更されます。Beanのソースコードは
変更されません。同じ Beanを他の EJB モジュールで再利用したい場合は、別のトラ
ンザクション属性のセットを適用することができます。

EJBモジュール内で CMT Beanのトランザクション属性を変更するには、次の操作を
実行します。

1. 「エクスプローラ」ウィンドウで、Bean の EJB モジュールを右クリックして「プロ

パティ」を選択します。

「プロパティ」タブの「トランザクション設定」フィールドには、 コンテナトランザ
クションと表示されています。
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2. 「プロパティ」タブの「コンテナトランザクション」フィールドをクリックし、省略
符号ボタン (...) をクリックします。

「トランザクション設定」プロパティエディタが表示されます。大きいほうの区画に
CMT を使用するモジュールのエンタープライズ Beanが、それぞれの Bean全体に適
用されるトランザクション属性と共に表示されます。

� Beanのトランザクション属性を変更するには、Bean を選択してから「トランザク
ション属性」コンボボックスの別の項目を選択します。新しい属性が大きい区画に
ある Bean 名の横に表示されます。

� 特定のメソッドのトランザクション属性を変更するには、Beanを展開してメソッ
ドを選択し、「トランザクション属性」コンボボックスの別の項目を選択します。
次の例のように、大きい区画にあるメソッド名の横に新しい属性が表示されます。
Bean の他のメソッドにはトランザクション属性が表示されていませんが、これは
デフォルトの属性が変更された場合にだけ表示されるためです。



第 8章 エンタープライズ Beanの配備    193

「トランザクション設定」プロパティエディタの「説明」には、モジュール中の個々
の Beanやメソッドのトランザクション属性に関する説明を、アプリケーションのア
センブル担当者のために記述しておくことができます。この EJBモジュールで、特定
のトランザクション属性を変更した理由などを記述しておきます。

3. トランザクション属性に対する操作が終了したら「了解」をクリックします。

EJB モジュールまたはアプリケーション内での EJB 参照
の変更

170ページの「EJBローカル参照の指定」および 172ページの「EJB 参照の指定」で
は、個々の Enterpris Beanレベルでの Bean 間での参照の宣言の指定について説明し
ました。これらの参照は、次の場合に他の指定が優先されることがあります。

� 該当する複数の Beanが同じ EJB モジュールにある場合、これらの参照にを EJBモ
ジュールのレベルで指定した参照で上書きすることができます。

� 該当する複数の Beanが同じアプリケーション内にはあるが、異なる EJB モジュー
ルにある場合、これらの参照をアプリケーションレベルで指定した参照で上書きす
ることができます。

この機能は、あるエンタープライズ Beanを 3つの異なる EJB モジュールに格納し、
1つ以上のアプリケーションで多様に利用したいといった場合などに便利です。

この機能を使用するには、同じインタフェースが指定されている複数の エンタープラ
イズ Beanを持つ EJB モジュール (またはアプリケーション)が必要です。この機能は
ローカルインタフェース、リモートインタフェース、またはローカルインタフェース
とリモートインタフェースの両方で使用できますが、それぞれの Beanのインタ
フェースは同じである必要があります。ただし、クラスやプロパティ (配備情報) は異
なっていても構いません。

モジュールレベルでの参照指定の優先

Beanの参照を EJB モジュールの指定で上書きするには、次の操作を実行します。

1. 「エクスプローラ」ウィンドウで Bean の EJB モジュールを右クリックし、「プロパ

ティ」を選択します。
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2. 表示された参照フィールド (「EJB ローカル参照」または「EJB 参照」) をクリック
し、省略符号ボタン (...) をクリックします。

適切なプロパティエディタが表示されます。

3. 上書きする参照を持つ エンタープライズ Bean を見つけ、対応する「上書き」チェッ
クボックスをクリックします。

4. 「値を上書き」フィールドをクリックします。

「値を上書き」フィールドの下に、エンタープライズ Bean名を選択するコンボボッ
クスが表示されます。図 8-6にコンボボックスの例を示します。

図 8-6 エンタープライズ Bean のローカル参照の上書きを選択した「EJBローカル参照」
プロパティエディタ

5. エンタープライズ Bean に使用させたい参照を選択し、「了解」をクリックします。

アプリケーションレベルでの参照指定の優先

Beanの参照をアプリケーションの指定によって上書きするには、次の操作を実行しま
す。
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1. 「エクスプローラ」ウィンドウで Bean のアプリケーションを右クリックし、「プロ

パティ」を選択します。

2. 表示された参照フィールド (「EJB ローカル参照」または「EJB 参照」) をクリック
し、省略符号ボタン (...) をクリックします。

適切なプロパティエディタが表示されます。

EJB参照と EJB ローカル参照のプロパティエディタは、モジュールとアプリケーショ
ンレベルでは同じです。これ以降は、直前の節での操作手順に従ってください。

EJB JAR ファイルの作成

EJBモジュールの作成後、アプリケーションのアセンブルのためにモジュールを他の
操作で使用する場合は、EJB JARファイルを作成しておきます。このファイルはモ
ジュールやその内容をアプリケーションで使用するためのエクスポートをするために
使用されます。EJB JARファイルを作成する場合は、次の操作を実行します。

1. 「エクスプローラ」ウィンドウで EJB モジュールを選択します。

2. 右クリックして「EJB JAR ファイルをエクスポート」を選択します。

出力ウィンドウにモジュールとその内容のコンパイル実行状態が表示されます。エ
ラーメッセージがある場合は、このウィンドウに表示されます。

EJB JARファイルが作成された後でも、モジュールやその内容をこの EJB JARファイ
ルに限らず、他の EJB JARファイル用にも調整できます。

1つ以上の EJBモジュールを J2EEアプリケーションに格納してから配備することがで
きます。アセンブルと配備の詳細については、マニュアル『J2EEアプリケーションの
プログラミング』を参照してください。

EJB モジュールへの JAR ファイルの追加

ある EJBモジュールにあるエンタープライズ Bean に、他のコンテナにある Beanが
提供する機能を使用させることができます。たとえば、ユーザーを認証するセッショ
ン Bean用に、セキュリティ検査を実行する Bean を含んだ JARファイルを追加する
ことができます。既存の EJB JARファイルを EJB モジュールに追加するには、次の操
作を実行します。

1. エクスプローラの「ファイルシステム」タブで、JAR ファイルを含んだファイルシス
テムをマウントします。
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2. EJB モジュールのノードを右クリックし、「プロパティ」を選択します。

3. モジュールのプロパティシートで「追加のファイル」フィールドをクリックし、省略
符号ボタン (...) をクリックします。

4. 「ソース」区画で追加したい JAR ファイルを表示した後、ファイルを選択し、「追
加」をクリックします。

「追加されるファイル」区画に JARファイルが表示されます。

5. 「了解」をクリックして JAR ファイルを追加します。

EJBモジュールを配備すると、この JARファイルがモジュールの EJB JARファイルに
含まれます。
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第9章

エンタープライズ Beanのテスト

エンタープライズ Beanを開発していると、全面的なアプリケーションのアセンブル
や最終的なアプリケーションサーバーへの配備を実行する前に、Beanのテストができ
れば便利なことがあります。Forte for Java 4 IDE を使用すると、テストを目的とした
J2EEアプリケーションを生成することができます。このアプリケーションには、
JavaServer Pages™ (JSP™)によるテスト用のページを持つWebモジュールや Bean用
の EJBモジュールも含まれます。その後、JSP ページの結果が出力される HTML ペー
ジをWebブラウザで表示するのに IDE のテスト機能を使用することができます。
HTMLページでは、エンタープライズ Beanのインスタンスを作成したり、Beanのメ
ソッドを実行したりできます。

IDE が作成するオブジェクトは、テストでの使用を目的として作成されるもので、実
際の環境に配備できるようには作成されていません。

IDE のテスト機能は、サポート対象となっているデータベースおよびアプリケーショ
ンサーバーで使用できます。以降に記述する手順と例では、テストデータベースとし
て PointBase を、テストサーバーとして J2EE RI アプリケーションサーバーを、そし
てWebブラウザとして Netscape Navigatorを使用しています。

テストの前提条件
設定は Beanの種類によって異なります。どの種類の エンタープライズ Bean をテス
トするかによって、テストの設定も変わります。次に前提となる条件をいくつか挙げ
ます。
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� EJB モジュールの設定の検討 - セッション Beanをテストする場合は、テスト機能
によって生成された EJB モジュールを使用できます。ただし、エンティティ Bean
の EJB モジュールは 2つの異なる方法で操作できます。210ページの「CMPまた
は BMP Bean のテスト」を参照してください。

現バージョンの IDE では、メッセージ駆動型 Bean をテストすることはできませ
ん。

� すべての参照 Beanは同じモジュールに含める -テスト機能を使用すると、Beanを
1つずつ実行していくことができます。ただし、テストする Bean からの参照先は
使用できるようにしておく必要があります。

� リモート参照の用意 -テスト対象となるエンタープライズ Bean には、リモートイ
ンタフエースが必要です。ローカルインタフェースが指定されていても構いません
が、テストにはリモートインタフェースが必要です。テスト対象となる Bean から
参照される Bean にはローカルとリモートのどちらでも、または両方のインタ
フェースを指定できます。詳細は、211ページの「Beanへのリモートインタフェー
スの追加」を参照してください。

� Bean のリソースの準備 - RI と必要なデータベースを稼動させておきます。詳細は
次の節を参照してください。

エンタープライズ Beanのテストに関する様々な設定については、210ページの
「CMPまたは BMP Beanのテスト」で説明しています。

J2EE RI への配備の準備

エンタープライズ Beanに対して IDE のテスト機能を実行する場合、Bean のアプリ
ケーションを RI に配備できるようにしておく必要があります。この RIはテスト用の
マシンにローカルにインストールする必要があります。最低でも 1つの RI サーバー
インスタンスを実行しておきます。

RI サーバーのインストールとインスタンス化は、IDE のインストール時に自動的に実
行されます。これに関する詳細は RI のオンラインヘルプを参照してください。

PointBase データベースでの Bean のテストの準備

データベースへのアクセスが必要なエンタープライズ Beanを、IDE の一部である
PointBaseデータベースを使ってテストすることができます (通常これはエンティティ
Beanです)。
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� テスト機能で、テスト用の EJBモジュールを作成する場合は、次の手順に従ってプ
ロパティを設定してください。

� エンティティ Beanのテストに既存の EJB モジュールを使用する場合は、テストア
プリケーションがデータベースを見つけてログインできるようにモジュールのプロ
パティを設定してください。

プロパティは次のように設定します。

1. IDE の「エクスプローラ」ウィンドウで EJB モジュールのノードを右クリックし、
「プロパティ」を選択します。

モジュールのプロパティウィンドウが表示されます。

2. 「プロパティ」ウィンドウの J2EE RI タブで、データベース接続を次のように指定し
ます。

注 - このウィンドウで指定する Pointbase の最初の 1文字は大文字で指定してくだ
さい。パスワードの入力後は Enterキーを押してください。

RI のデフォルト設定のうちの 2つの指定に基づき、テスト対象となる Bean用のテー
ブルがサーバーによって作成されます。Beanに、稼動中の特定のデータベースからの
データが必要な場合は、次の変更を加えてください。

3. 「SQL 配備の設定」フィールドをクリックし、省略符号ボタン (...) をクリックしま
す。

「SQL 配の備設定」プロパティエディタが表示されます。

4. テスト対象となる Bean を選択し、次の 2 つのチェックボックスからチェックを外し
てください。

� 配備時の表の作成
� 配備取り消し時の表の削除

フィールド 指定内容

データソースの JNDI 名 jdbc/Pointbase

データソースのパスワード PBPUBLIC

データソースのユーザー名 PBPUBLIC
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5. 「了解」をクリックして、EJB モジュールのプロパティシートを閉じます。

6. 「ファイル」->「すべてを保存」を選択して、操作内容を保存します。

データベースサーバーと Web ブラウザの開始

PointBase データベースサーバーを開始するには、メインメニューから「ツール」->
「PointBase ネットワークサーバー」->「サーバーを起動」を選択します。

通常の操作手順でWebブラウザを開始します。

これらのウィンドウは最小化しても構いませんが、テストがすべて完了するまでは終
了しないでください。

テストオブジェクトの生成
これでエンタープライズ Beanのテストを実行する EJB モジュール、Web モジュー
ル、およびアプリケーションを作成する IDE ウィザードを使用する準備ができまし
た。

テストするエンタープライズ Beanのオブジェクトを作成するには、次の操作を実行
します。

1. 「エクスプローラ」ウィンドウで Bean の論理ノードを選択し、右クリックしてから

「新規 EJB テストアプリケーションを作成」を選択します。

アプリケーションのテストに必要なすべてのコンポーネントにデフォルト値が指定さ

れた状態で、ウィザードが表示されます。
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注 - Beanを右クリックして表示されたメニューで、「新規 EJBテストアプリケー
ションを作成」項目が無効になっていたら、Beanにはリモートインタフェース
がありません。211ページの「Bean へのリモートインタフェースの追加」の操
作を実行後、再びメニューを確認してください。

「パッケージ」フィールドには、Beanが含まれる現在のパッケージ名が表示されま
す。このフィールドに別のパッケージ名を入力すると、作成される EJBモジュール
と、テスト用のアプリケーションオブジェクトを移動できます。

次のフィールドでも、必要に応じて別のパッケージとモジュール名を指定できます。
ただし、テスト用に生成される EJBモジュールではなく、既存の EJB モジュールを使
用したい場合は、ここで既存の EJBモジュール名を指定しないでください。代わり
に、アプリケーションのプロパティシートで後に指定します。

「アプリケーションサーバー」コンボボックスの選択内容を確認します。テスト用の
サーバーとして RI を使用するか、デフォルトサーバーとして指定されている別の
サーバーを使用することができます。

2. 自動配備チェックボックスにチェックを入れるか、空白のままにします。

チェックボックスにチェックを入れた場合は、ウィザードで Beanのテストモジュー
ルを作成した直後に、IDE によってそのテストモジュールがサーバーに自動的に配備
されます。テスト対象となっている Beanが独立型で他の Beanと協調動作しない場合
は、自動配備を選択します。

このチェックボックスを空白のままにすると、手動による配備が後に必要となりま
す。他の Beanと協調させながら Beanをテストする場合には、自動配備は選択しませ
ん。
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3. 「了解」をクリックして、EJB モジュール、Web モジュール、およびアプリケーショ

ンを作成します。(指定があれば) アプリケーションは自動的に配備されます。

モジュール生成と配備の進行状況が表示されます。配備が完了すると IDE メインウィ
ンドウのステータスバーにメッセージが表示されます。

ウィザードにパッケージの内容を自動生成させた場合、Accounts_Northという

パッケージの Customer Beanには、図 9-1 に示すようなオブジェクトが生成されま
す。

図 9-1 生成されたエンタープライズ Bean のテストオブジェクトの例
Beanのパッケージに追加された生成オブジェクトは次のとおりです。

� 論理Webモジュール

� テスト対象となるエンタープライズ Beanを含んだ EJB モジュール
� EJBモジュールとWebモジュールを含んだテストアプリケーション

ウィザードで特に指定がない場合は、IDEは実際のWebモジュールを新しいファイル
システムに単独で保存します (JSPページとヘルパー Javaクラスを含みます)。

EJBモジュール

論理 Web

テスト

Actual web module

モジュール

アプリケーション
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また、ウィザードは、テスト用のWebモジュールと他のオブジェクトを保存するため
の新規ファイルシステムも作成します。このファイルシステムのノードを展開する
と、Webモジュールが最初のサブノードとして表示されます。次に示すこのWebモ
ジュールには、JSP ページとヘルパー Javaクラスが含まれます。

これで基本的なテストアプリケーションが出来上がりました。テストする Beanが他
の Beanを参照している場合は、次の手順に従って、参照先の Beanを EJBモジュール
に追加します。

4. 「エクスプローラ」ウィンドウで生成された EJB モジュールのノードを選択し、右ク

リックしてから「EJB を追加」を選択します。

5. ツリー表示で、参照先の Enterpirse Bean を表示し、選択してから「了解」をクリッ
クします。

参照先 Beanが EJB モジュールに追加され、その Beanへの参照がテストアプリケー
ションに追加されます。

参照される Beanごとに手順 4と手順 5を繰り返します。

これで、テストアプリケーションを配備する準備ができました。手順 2で自動配備
チェックボックスを選択した場合は自動的にアプリケーションが配備されます。ま
た、アプリケーションの配備と実行をまとめて処理することもできます。次の節で
は、配備だけの処理と、配備と実行の一括処理の両方について説明します。

Web モジュール
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サーバーへのテストアプリケーションの配備
テストアプリケーションを RI に配備するには、次の操作を実行します。

1. 「エクスプローラ」ウィンドウで J2EE アプリケーションノードを選択し、右クリッ

クしてから「配備」を選択します。

配備の進行状況がモニターと出力ウィンドウに表示されます。RI (localhostとして
参照されます)にテストアプリケーションが配備されたことなどを示すメッセージが
表示されます。

2. テストアプリケーションが配備されたことを確認します。RI インスタンスの出力ウィ
ンドウを開いて、"Application name_TestApp deployed." のメッセージがあることを確
認してください。

参照 - 配備に失敗した場合は、IDE の J2EE RI 実行に関する設定が正しいかどうか確
認してください。特に、RI_Homeプロパティが J2EE_HOME の値に設定され
ているかどうかを調べてください。

配備が正常に終了したら、205ページの「テストアプリケーションの実行」の手順に
進んでください。

テストアプリケーションの配備と実行の一括処理

テストアプリケーションをサーバーに配備して、そのまま実行も開始するには、次の
操作を実行します。

� 「エクスプローラ」ウィンドウで J2EE アプリケーションノードを選択し、右クリッ

クしてから「実行」を選択します。

配備と実行の進行状況がモニターと出力ウィンドウに表示されます。アプリケーショ
ンサーバーに接続したこと、エンタープライズ Beanが RI (localhostとして参照さ
れます)に配備されたこと、ラッパーと RMI-IIOP コードがコンパイルされたこと、
サーバーとクライアント用の JARファイルが作成されたこと、Webサーバーが接続さ
れテストアプリケーションの実行を行うこと、そしてすべての生成コードが保存され
たことなどを示すメッセージが表示されます。
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この一括処理が完了すると、Webブラウザが表示されます。Webブラウザには、テス
トクライアント、つまり、エンタープライズ Beanをテストするための GUI 機能を含
んだ JSP ページが表示されます。図 9-2にWebブラウザの表示例を示します。

205ページの「テストクライアントを使用した Beanのテスト」に続きます。

テストアプリケーションの実行
テストアプリケーションの配備と実行を一括処理するための「実行」を選択しなかっ
た場合、エンタープライズ Beanのテスト実行をするには、次の操作を実行します。

� Web ブラウザを開いて、適切な URL を入力します。

J2EE RI を使用している場合の URLは次の形式になっています。

http://localhost:<ポート>/<アプリケーション名>/

<ポート>は RI のインストール時に指定したポート番号です。

<アプリケーション名>はアプリケーションの名前です。

テストアプリケーションのクライアント、つまり、JSP ページがブラウザに表示され
ます。

テストクライアントを使用した Beanのテスト
テストクライアントの JSP ページの手順に従って、エンタープライズ Beanのインス
タンスを作成し、そのビジネスメソッドを呼び出します。次の節では、US ドルを日
本円に換算する dollarToYenという単純なセッション Beanをテストする方法を説
明します (このセッション Bean は Converterという Javaパッケージに含まれてい
ます)。

テストクライアントページとは

図 9-2に、アプリケーションクライアント用に IDE が作成した JSP ページの例を示し
ます。この JSP ページは、例題のセッション Beanのテスト用に生成されたもので
す。
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図 9-2 dollarToYen セッション Beanのテスト用に生成されたクライアント JSPページ

図 9-2で示しているテスト用ウィンドウの表示項目を次に説明します。

1. ブラウザの URLフィールドには、テストクライアントの JSP の場所が表示されて
います。クライアントの URL は IDE のテスト機能によって自動的に生成されま
す。この URLを指定してテストウィンドウに戻ることもできます。

2. 「格納されたオブジェクト」区画には、オブジェクトがまとまって表示されます。
これらのオブジェクトは、テスト中に IDEが作成したり、プログラマによってイン
タフェース中または Bean クラス中のメソッドへの呼び出しなどの結果、作成され
たものです。この時点では、ホームインタフェースだけが表示されています。

「格納されたオブジェクト」中のオブジェクトは、「Remove Selected」または
「Remove All」ボタンを使用して削除できます。

1

2

3

4

5
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3. 「EJBナビゲーション」区画には、IDE が Bean のテスト用に生成したオブジェク
トが表示されます。テスト中の Beanが他の Beanを参照していて、EJBモジュール
に複数の Bean が含まれている場合、この区画には作成されたオブジェクトが表示
されます。これらのオブジェクトは、モジュール中の Bean が他の Beanを呼び出
してオブジェクトを作成した順、つまり論理的な順序で表示されます。

図 9-2 で示されている「EJBナビゲーション」区画には、
Converter.dollarToYenHomeが表示されています。これは、セッション Bean
のホームインタフェースが IDEによって作成されたことを示しています。後でこの
ホームインタフェースをクリックして、セッション Bean の新しいインスタンスを
生成・初期化します。

この区画に複数のオブジェクトが表示されている場合は、オブジェクトのどれかを
クリックして、テストする Bean コンポーネントを変更してください。オブジェク
トを 1つクリックするたびに、他の区画の表示内容が変わります。

4. 「最後のメソッド呼び出しの結果」区画には、直前に呼び出したメソッドとそのパ
ラメータなどが表示されます。この時点では、セッション Bean のテストをはじめ
ていないのでこの区画には何も表示されていません。

5. 最下部の区画には、テストで使用できるメソッドが表示されます。この区画に表示
される内容は、選択している Bean のコンポーネント (「EJBナビゲーション」区画
に表示されます) によって変わります。

次に dollarToYen Beanのホームインタフェースとビジネスメソッドをテストして
みます。

例題 Bean のホームインタフェースのテスト

Converter.dollarToYenHomeがセッション Beanのインスタンスを正しく作成す
るかどうかを検査するには、次の操作を実行します。

1. 「EJB ナビゲーション」区画でホームインタフェース名をクリックします。

2. 最下部の区画で、ホームインタフェース名の下の「Invoke」ボタンをクリックしま
す。

この例では、Converter.dollarToYenHomeの下の「Invoke」ボタンをクリックし
ます。ページ内の区画が次のように変化します。
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� 「EJBナビゲーション」区画には Bean のインスタンスが追加されます。この例で
は Converter.dollarToYenというインスタンスが追加され、続いてプロセス番
号が表示されます。

� 「格納されたオブジェクト」区画では、Beanインスタンスがスタックの最上部に
追加されます。

� 「結果」区画では、パラメータなしで生成メソッドの起動に伴う Beanインスタン
スが表示されます。

次に dollarToYen Beanのビジネスメソッドをテストします。

例題 Bean のビジネスメソッドのテスト

Converter.dollarToYen のインスタンスが US ドルを正しく日本円に変換するか
どうかを検査するために、ビジネスメソッドを次のように呼び出します。

1. 「EJB ナビゲーション」区画で (ホームインターフェース名の下の) Bean 名をクリッ
クします。

「結果」区画の内容が消去されて、最下部区画の起動できるメソッドのリストの最上

部に Beanのビジネスメソッドが表示されます。

2. 最下部の区画に表示されているビジネスメソッドの下の入力フィールドにパラメータ
を入力し、「Invoke」ボタンをクリックします。

次に示しているように、この例では 100を入力しています (続けて IDE が .0を追加
しています。)

「Invoke」ボタンをクリックすると、ページの区画の内容が次のように変わります。
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� 「結果」区画には、次に示すようにメソッドの起動結果が表示されます (この例で
は 1ドル 127.55 円の計算式がビジネスメソッドに組み込まれているので、結果は
12755 円となっています)。続けてテスト用に入力したパラメータ (100ドル) が表
示されます。

� 「格納されたオブジェクト」区画のオブジェクトスタックには、結果オブジェクト
とパラメータオブジェクトが表示されます。

このほかに、最下部の区画に表示されている Beanメソッドはどれを呼び出すことも
できます。

テスト用クラスの作成

Beanのその他のメソッドを呼び出すことで作成されたオブジェクトは、その Bean を
更にテストするために使用することができます。たとえば、
Converter.dollarToYenをテストしてそれまでに作成されたオブジェクトは、次
の例に示すようにコンボボックスにも表示されます。これらのオブジェクトのどれか
を選択して、テスト用に新しいクラスを作成することができます。
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配備後の変更
変更を加えたエンタープライズ Beanを、新しくテストアプリケーションを生成する
ことなく再テストすることができます。ただし、コンポーネントが変更された Bean
を再テストする前に、テストアプリケーションを再配備する必要があります。再配備
を実行するには、テストウィンドウを一度閉じます。その後、「エクスプローラ」
ウィンドウでテストアプリケーションモジュールを右クリックし、「実行」を選択し
ます。同じテストセッション中に Beanを再配備しないでください。

注意 - IDE は、エンタープライズ Beanをテストするためだけに使用される EJB モ
ジュール、Webモジュール、および J2EEアプリケーションを生成します。こ
れらの生成されたオブジェクトは変更しないでください。変更してしまうと、
その J2EEアプリケーションを再び配備できなくなることがあります。

異なる方法でのテスト準備
197ページの「テストの前提条件」で記述したように、テストの対象がリモートイン
タフェースがすでに指定されている単純なセッション Beanとは異なる場合、次に説
明するような準備が必要になることもあります。

CMP または BMP Bean のテスト

エンティティ Beanは以降のどれかの方法でテストすることができます。

� テスト中に自動的に作成された EJBモジュール中で Bean をテストします。この
Bean をテストする前には、データソース関連のプロパティを設定します。

� テスト機能を使用しないで Beanの EJB モジュールを作成し (181ページの「EJBモ
ジュールへのエンタープライズ Bean の格納」を参照してください)、プロパティ
はすべてそこで記述します。その後、Beanをテストする前に、作成しておいた EJB
モジュールをテスト機能が自動生成したモジュールで置き換えます。
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どちらの方法を取った場合でも、エンティティ Beanをテストする際には、Bean のプ
ロパティが記述された EJBモジュールを使用する必要があります。テスト機能で生成
された EJBモジュールはテスト専用なので、エンティティ Bean の実際の利用には実
用の EJBモジュールを作成する必要があります。このモジュールは、テストの前でも
後でも作成できます。

EJB 参照を持つ Bean のテスト

他の Beanと対話的に実行されるエンタープライズ Bean をテストする場合は (エン
ティティ Beanが実行する処理を管理するセッション Bean のテストなど)、必ず参照
先の Beanも EJB モジュールに含めておいてください。

参照のある Beanは、次の方法でテストできます。

� 既存の EJB モジュールの利用 -このモジュールには必要なプロパティすべてを指
定しておきます。テストに既存の EJBモジュールを使用したい場合は、「新規 EJB
テストアプリケーションを作成」ウィザードの「変更」ボタンを使用して既存の
EJB モジュールを指定します。

� 参照元・参照先の Bean を含んだモジュールの作成 - 参照元・参照先の Bean を含
んだモジュールを作成するには、最初にテストしたい Bean のテストアプリケー
ションを作成します。その後、「エクスプローラ」ウィンドウで IDE が作成した
EJB モジュールを見つけます。EJBモジュールのノードを右クリックし、「EJBを
追加」を選択します。

テストアプリケーションを生成する前に、必要なすべての EJB参照を Bean のプロパ
ティシートで必ず指定しておいてください。また、それに優先する参照がある場合
は、 EJBモジュールのプロパティシートで指定しておきます。これらを怠ると、テス
トが失敗したり、結果が一定しません。

詳細は、 172ページの「EJB参照の指定」を参照してください。

Bean へのリモートインタフェースの追加

テスト中の Beanにローカルインタフェースだけがある場合、ローカルインタフェー
スをコピーしてテスト用のリモートインタフェースを作成できます。既存のインタ
フェースを利用する方法の概要を次に示します。

� ローカルインタフェース (Local<Bean名>) を使用して対応するリモートインタ
フェースを作成します (<Bean名>)。
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� ローカルホームインタフェース (Local<Bean名>Home) を使用して対応するホーム
インタフェースを作成します (<Bean名>Home)。

注意 - この方法を使って、現在のバージョンの Enterprise JavaBeans Specificationに

準拠していない EJB 1.1 CMPエンティティ Beanに EJB 2.0機能 (ローカルイン
タフェースや参照など)を追加しないでください。変更された Bean は無効と
なり、修正ができません。詳細は、232ページの「EJB 1.1 Beanでの使用を避
けるべき新規機能」を参照してください。

リモートインタフェースは 1度に 1つずつ追加します (この手順はローカルインタ
フェースから始めて、対応するリモートインタフェースを追加します。後に同じ手順
を、ローカルホームインタフェースとホームインタフェースを追加するために繰り返
します)。

次の操作を実行します。

1. 「エクスプローラ」ウィンドウで Local<Bean 名> というインタフェースのノードを
右クリックし、メニューから「コピー」を選択します。

2. 該当する Bean の Java パッケージを選択し、右クリックして「ペースト」->「コ
ピー」を選択します。

インタフェースのコピーが Local<Bean名>_1としてフォルダに表示されます。

3. コピーを選択し、右クリックして「名前を変更」を選択します。「名前を変更」ダイ
アログでコピーしたインタフェースに J2EE の規定に従った名前を指定します (<Bean

名>)。

4. エクスプローラで Bean の論理ノードを右クリックし、「カスタマイズ」を選択しま
す。

「カスタマイザ」ダイアログが表示されます。

「カスタマイザ」では、多くのプロパティを指定できます。プロパティは、Beanの論
理ノードを右クリックしてから「プロパティ」を選択することで表示されるプロパ
ティシートからでも指定できます。どちらのダイアログからでも Beanのプロパティ
を指定できますが、カスタマイザはその Beanのプロパティだけを処理し、アプリ
ケーションサーバーに関連したプロパティは処理しません。また、Beanへのリモート
インタフェースの追加は、カスタマイザを介してだけ実行できます。
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5. 「カスタマイザ」ダイアログで空の「リモートインタフェース」フィールドを見つ
け、「ブラウズ」ボタンをクリックします。

図 9-3に示すようなクラスファイル選択ダイアログが表示されます。

図 9-3 Bean へインタフェースクラスを追加するカスタマイザ

6. コピーとペーストで作成したインタフェースクラスを表示します。インタフェース
ノードを選択して「了解」をクリックします。

「リモートインタフェース」フィールドにクラスが表示されます。

(Bean のプロパティシートにある「リモートインタフェース」フィールドは、自動的
に更新されます。)

7. 「カスタマイザ」ダイアログを消去します。
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8. エクスプローラで Bean の論理ノードを展開します。クラスノードを展開し、新規リ
モートインタフェース (「リモートインターフェースクラス」と表示) を選択し、ソー
スエディタを開きます。

リモートインタフェースクラスを編集して、javax.ejb.EJBObjectのサブクラス
とします。

9. リモートクラスの各メソッドに例外 java.rmi.RemoteException を追加します。

10. 各 ejbCreate メソッドの戻り値の型を、新しいリモートインタフェースに変更しま
す。

11. 単一オブジェクトを検索する各検索メソッドの戻り値の型を、新しいリモートインタ
フェースに変更します。

12. エンタープライズ Bean をコンパイルして、エラーがあれば修正します。

13. 手順 1 から 手順 12 を繰り返して、ローカルホームインタフェースのコピーからホー
ムインタフェースを作成します。

ただし、手順 8では、ホームインタフェースクラスを javax.ejb.EJBHomeのサブ
クラスとしてください。

注 - リモートメソッドとして使用できないメソッドはすべて、上記の 2つの新しい
インタフェースから削除してください。
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付録A

エンタープライズ Beanの操作

エンタープライズ Bean の要素間の関係が、複雑でわかりにくくなる場合がありま
す。IDE は、特定の前提条件に基づいて Bean の整合性を保ちますが、Beanを再利用
する多彩なオプションにも柔軟に対応しています。この付録では、既存のエンタープ
ライズ Bean の推奨する操作方法を具体的に説明しています。

推奨する Beanの操作方法
エンタープライズ Bean への変更が意図したとおりに加えられるように、編集には
Bean の論理ノードとプロパティシートを使用してください。 IDE を使用したこれら
の推奨操作手順に従うことによって、J2EE specification標準への準拠を確実にできま
す。

推奨する操作手順を次に説明します。

論理ノードを使用した作業

一般的に、エンタープライズ Bean のコードへの変更は、Beanの論理ノードを介して
加えてください。論理ノードのアイコンはコーヒー豆で表されます 。このノード
にエンタープライズ Bean のすべての要素がまとめられています。

論理ノードから操作を実行すると、Forte for Java 4 IDEによって、Bean全体に変更内
容が適切に伝播されます。

Bean中のすべてのクラスは、この論理ノードの下位に 1つのオブジェクトとして表現
されています。このオブジェクトを編集することで、どのクラスにどういった変更を
加えるかということを考慮しないで変更操作が実行できます。次に例を挙げます。
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� Beanの論理ノードの下位にある生成メソッドノードにメソッドを新しく加える
と、メソッドの本体である ejbCreateXxx とその関連メソッド
ejbPostCreateXxx (エンティティ Beanに必要です)が Beanクラスに追加されま
す。Bean が持つインタフェースの型によって、対応するメソッドシグニチャ
(createXxx)が、ローカルホームインタフェースかホームインタフェース、または

両方のインタフェースに追加されます。

� Beanの論理ノードの下位にある検索メソッドノードにメソッドを新しく加える
と、「新規検索メソッドを追加」ダイアログによってメソッドの正しい名前の入力
が促されます。操作後、メソッドシグニチャが、ローカルホームインタフェースか
ホームインタフェース、または両方のインタフェースに追加されます。

� CMPエンティティ Beanの場合、「新規検索メソッドを追加」ダイアログでは
EJB QLの Select、From、およびWhere文の指定も促されます。Beanをアプリ
ケーションサーバーに配備すると、この EJB QLコードが自動的にそのサーバー
で必要とされる SQL文の一種に変換されます。

EJB QLコードの準備がまだできていない段階で、新しい検索メソッドまたは選
択メソッドを定義したい場合は、EJBコンパイラによる EJB QLの要求を無効に
することができます。220ページの「エンタープライズ Beanのコンパイルと検
証」を参照してください。

� BMPエンティティ Beanでは、対応する ejbFindメソッドも Beanクラスに追

加されます。

� Beanの論理ノードの下位にあるビジネスメソッドノードにメソッドを新しく加え
ると、メソッドの本体が Bean クラスに追加されます。操作後、メソッドシグニ
チャが、ローカルホームインタフェースかホームインタフェース、または両方のイ
ンタフェースに追加されます。

� Beanの論理ノードの下位にあるホームメソッドノードにメソッドを新しく加える
と、Bean クラスにメソッドの本体が追加されるほか、適切な 1つまたは複数のイ

ンタフェースにシグニチャも追加されます。

� CMPエンティティ Beanの論理ノードの下位にある選択メソッドノードにメソッド
を新しく加える場合、「新規選択メソッドを追加」ダイアログによって、EJB QL
文を含むメソッドの完成に必要なすべての情報の入力が促されます。メソッドの本
体も Bean クラスに追加されます。
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エンタープライズ Beanの論理ノード以外のノードから Java コードを編集した場合で
も、IDE は通常、変更を Beanのクラスとインタフェースに伝播し、同期化します。
ただ、論理ノードから変更を加えた場合に、結果として生成されるコードの整合性が
最も高くなります。

カスタマイザまたはプロパティシートの利用

メソッドの名前や戻り値の型を変更したい場合、またはパラメータや例外を編集・追
加したい場合は、「カスタマイザ」ダイアログかプロパティシートを利用することを
お勧めします。論理ノードの下位でメソッドを選択し、右クリックしてから「カスタ
マイズ」または「プロパティ」を選択してください。

� 「カスタマイザ」はメソッドを作成したダイアログと同じ形式になっています。

� プロパティシートには、選択したメソッドが含まれるクラスに対応したインタ
フェースのタブが表示され、その中にメソッドの一部が表示されます。

上記のどちらかに対して加えた変更は、検証された上で正しい形式で正しいクラスに
伝播されます。

メソッドを完成させるためにコードを追加する場合は、IDE のソースエディタを使用
してください。

注意 - Beanクラスノードやインタフェースノードなど、論理ノード以外から変更を
加えた場合でも、EJBビルダーによって変更は伝播されます。ただし、状況に
応じて、記述したコードがサンの J2EE仕様に準拠しているかどうか、手動で
の確認が必要になることがあります。これらの状況については、次で説明しま
す。

ソースエディタを利用した Bean の編集

IDE のソースエディタだけを使用してエンタープライズ Beanの任意の部分を作成・
変更することができます。ただし、IDE のウィザードとその他の GUI機能を使用すれ
ば、作業の省力化とコード内の整合性保持が実現でき、J2EEに準拠したエンタープ
ライズ Beanを短期間で作成できます。

EJBビルダーに備わっている機能を利用しないで作業した場合、結果にはばらつきが
出ます。EJBビルダーは、プログラマがあるクラスに加えた変更を他のクラスに適切
に同期化させようとしますが、結果が意図したものとは異なったり、必要な変更が部
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分的に反映されなかったりする場合もあります。したがって、クラスのコードに直接

変更を加えた場合、結果として生成された エンタープライズ Beanには、手動で修正
が必要なエラーが含まれる可能性があります。

次に例を挙げます。

� ソースエディタで Beanのインタフェースクラス (ホーム、リモート、ローカル
ホーム、またはローカル) を開いて、新しいメソッドのコードを追加した場合。

有効なメソッドには、メソッド名と正しい戻り値の型が必要です。また、メソッド
には throw文によるシステム例外も記述されている必要があります。新しいメソッ
ドが有効であれば、Bean クラスに自動的に追加されます。無効な場合は、メソッ
ドは伝播されないでインタフェース内にそのまま残されます。

後に、メソッドに問題が見つかって修正が必要なことがあります。EJB ビルダー
は、指定したメソッドを Bean クラスに追加できないこともあります。この場合
は、手動で追加する必要があります。手動による追加が終了するまでは、エクスプ

ローラのメソッドノードに赤い X 印でエラーバッジが表示されます (219ページの
「IDE のエラー情報」を参照してください)。

クラス間で変更が伝播される例を次に挙げます。

� ホームインタフェースに生成メソッドを正しく追加した場合、EJBビルダーは対
応する ejbCreateXxxメソッドを Bean クラスに自動的に追加します。

� Beanクラスに正しく ejbCreateXxxメソッドを追加した場合、EJBビルダーは
対応する生成メソッドを適切な 1つまたは複数のインタフェースに自動的に追
加します。

� ソーエエディタで Beanクラスを開いて、検索メソッドを追加した場合。

コンパイラがコードを検証します。メソッドが有効だった場合は、正しい 1つまた
は複数のインタフェースに自動的に追加されます。

� ソースエディタで Beanクラスを開いて、ビジネスメソッドを追加した場合。

コンパイラがコードを可能な範囲で検証します。ただし、リモートインタフェース
またはローカルインタフェースには伝播されません。これは、追加したメソッドが
Bean クラス内での処理を助けるものであったり、ユーティリティとして使用する
ものだったりする可能性があるためです。

� Beanのリモートインタフェースまたはローカルインタフェースに、正しい例外を
持つビジネスメソッドを追加した場合。

メソッドは自動的に Bean クラスに伝播されます。



付録 A エンタープライズ Beanの操作 219

� ソースエディタを使用して、Beanのホームインタフェース (またはローカルホーム
インタフェース) 中の生成メソッド、または Beanのリモートインタフェース (また
はローカルインタフェース) 中のビジネスメソッドを変更した場合。

EJB ビルダーが自動的に変更を Beanクラスに伝播します。

� Beanクラスの ejbCreateXxx メソッドを直接変更した場合。

コンパイラがコードを可能な範囲で検証しますが、ホームインタフェースまたは
ローカルホームインタフェースには変更は伝播されません (こういった Javaインタ
フェースクラス間の関連性は IDE すべてで同じように扱われます)。

� Beanのホームインタフェースのメソッドの変更中に、誤って必要な例外を削除し
てメソッドを無効にしてしまった場合。

コンパイラがコードを検証し、エラー情報を出力します。Bean クラスに変更は伝
播されません。

� Beanクラスに新しい生成メソッドを追加し、ejbCreateまたは ejbCreateXxx

以外の名前を指定した場合。ホームインタフェースまたはローカルホームインタ
フェースに新しい検索メソッドを追加して findByXxx 以外の名前を指定した場合
(または、どちらかのメソッドを変更した場合)。

コンパイラによって、宣言の構文が正しいかどうか、および戻り値の型とパラメー
タ型がきちんと解決できる有効な Java クラスであるかどうかが検証されます。

注意 - ソースエディタでクラスを編集する場合、変更は自動保存されません。必ず保
存操作を実行してください。

IDEのエラー情報
J2EE仕様に準拠していないコードを作成した場合、エクスプローラのノードアイコン
の部分に警告バッジまたはエラーバッジが表示されます。問題についての解説を参照
したい場合は、エラーの表示されているノードを選択し、右クリックしてから「エ

ラー情報」または「EJBの検査」を選択します。

論理ノードの部分に黄色い三角形で示された警告バッジは、この Beanまたは
Bean中のメソッドの有効性に問題があることを示しています。論理ノードを展開し
て、問題のある箇所を見つけてください。たとえば、リモートインタフェースで定義
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されたメソッドが Beanクラスになかったり、クラスが誤った Java スーパークラスの
サブクラスになっていることがあります。Beanをコンパイルできたとしても、こう
いった問題は発生します。

論理ノードの部分に赤い X 印で示されたエラーバッジは、この Beanまたは
Bean中のメソッドに深刻な問題があることを示しています。たとえば、クラス全体が
ない、といった問題です。エラーバッジが表示されている Beanは、実行できなかっ
たり、対話できなかったりします。

エンタープライズ Beanのコンパイルと検証
EJBビルダーには、作成されたエンタープライズ Bean を Enterprise JavaBeans
Specificationに照らし合わせて検証するカスタムコンパイラが含まれます。コンパイ
ルと検証を別々に実行することもできます。エンタープライズ Beanを選択し、右ク
リックしてから「EJBの検査」を選択すると、デフォルトの動作として、Bean がコン
パイルされ、続けて検証が実行されます。

コンパイルだけではエラーを発見できません。また、コンパイルエラーが見つかった
場合は、検証は実行されていません。

IDE の検証とコンパイルには別々の目的があります。エンタープライズ Beanをコン
パイルすると、Beanを構成している各種のクラスがコンパイルされます。これらのク
ラスの Javaコードが構文的に正しければ、たとえクラス間に不整合があったり、J2EE
の仕様に従っていないコードが含まれていたりしたとしても、コンパイルエラーは発
生しません。エンタープライズ Bean内の要素間の整合性を確実にするには、Bean の
検証が欠かせません。

EJBコンパイラは、IDE の「構築」、「コンパイル」および「生成物を削除」の定義
に一致しています。

� Beanの有効期限が切れていた場合 (つまり、Beanの配備記述子が変更された、ま
たは直接参照される Java クラスが最後に成功したコンパイル以降に変更された場
合)、コンパイルを実行すると Javaクラスは Enterprise JavaBeans Specificationに
従って、コンパイル・検証されます。

� 「生成物を削除」を実行すると、直接参照される Javaクラスファイルと最後の EJB
コンパイルの実行時のタイムスタンプを削除します。
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� 「構築」は、最初に「生成物を削除」を実行し、次に参照されるクラスをコンパイ
ルします。

ほとんどの場合、EJBコンパイラとそのデフォルトのオプションを対話的に使用して
エンタープライズ Beanを開発することで、大幅な時間を節約できます。しかし、状
況によっては (正常に終了したコンパイル後に、スーパークラスの変更が必要だった
りするなど)、コンパイルによって Javaや EJB の検証のエラーが見つからないことも
あります。こういった場合は、(Bean の Javaファイルが保存されている場所にもより
ますが、場合に応じて複数のディレクトリにわたって)「構築」を実行して、コンパ
イルのエラーを検出・解決する必要があります。

コンパイラは、CMPエンティティ Bean中にある選択メソッドおよび検索メソッドの
EJB QLの構文チェックは実行しません。前述したように、コンパイラによる EJB QL
文の要求は無効にすることができます。エンタープライズ Beanの開発、コンパイ
ル、および検証中に、見つからない EJB QL文に関するエラーメッセージを表示させ
たくない場合は、この要求を無効にしておくと便利です。ただし、IDE で提供されて
いる J2EE RI アプリケーションサーバーに Beanを配備する以前に、(コンパイラの
EJB QL要求の機能を有効に戻して、) EJB QL文を追加する必要があります。この
サーバーと他の種類のサーバーには EJB QLが必要です。これらのサーバーでは、
サーバープラグインによって、EJB QLが、検索メソッドおよび選択メソッドに記述さ
れた照会を実行するのに必要な SQL に変換されます。

エンタープライズ Beanにコンパイルと検証のオプションを設定するには、次の操作
を実行します。

1. メインメニューから「ツール」->「オプション」を選択します。

2. 「オプション」ノード、「構築」ノード、および「コンパイラの種類」ノードを展開
します。

3. 「EJB 2.0 コンパイラ」を選択します。

4. プロパティシートで、次の項目を選択します。

両方のフィールドのデフォルトの設定は Trueです。次の場合には設定を変更しま

す。

� Beanをコンパイルする前に、独立した手順で検証を実行したい場合は、「コンパ
イルが必要」フィールドを Falseに変更します。
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� 検索メソッドと選択メソッドに EJB QL文を指定しないで Bean の検証を済ませた

い場合は、「EJB QLが必要」フィールドを Falseに変更します。

コンパイルから独立した検証を行いたい場合、Beanは次のように検証してください。

� エクスプローラの「ファイルシステム」区画で、Bean の論理ノードを選択し、右ク

リックしてから「EJB の検査」を選択します。

Beanのサイズにもよりますが、検証には時間がかかることがあります。検証が終わる
と、出力ウィンドウが開いて Beanに関するメッセージが表示されます。

EJBモジュールをコンパイルする場合、またはコンパイルを含む任意の操作をモ
ジュールに対して実行する場合 (EJB JARファイルをエクスポートしたり、エクスポー
ト用にクラスファイルを計算するなど)、モジュールとそのコンポーネント Bean すべ
ては自動的に検証されます。

変更の保存
ほとんどの場合、作業内容は自動的に保存されます。ただし、されないこともありま
す。たとえば、Beanのコンパイルでは保存されないことがあります。IDE を終了する
と、確認ダイアログが表示され、それまでの作業を保存するかどうかが確認されま
す。保存を確実にするには、IDE での作業中に「ファイル」->「すべてを保存」を定
期的に指定してください。

エンタープライズ Bean名の変更
Bean名を変更するために、Bean のすべての関連オブジェクト名と、その内部の参照
名を手作業で変更する必要はありません。次の手順で IDE の GUI機能を使用する
と、すべてのインタフェース (その外部オブジェクト名と該当する参照の両方) が自動
的に同期化されます。次の操作を実行します。

1. Bean の論理ノードを選択して右クリックし、「名前を変更」を選択します。

「名前の変更」ダイアログが表示されます。「新しい名前」フィールドに文字を入力
すると、チェックボックスオプションが有効になります。
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2. チェックボックスを使用して、Bean のすべての関連オブジェクト名を一度に変更し
ます。

ただし、外部から取得したオブジェクトがある場合は、それらのオブジェクト名も変
更してよいかどうかを慎重に検討してください。たとえば、ホームインタフェースと
リモートインタフェースが複数のエンティティ Beanによって共有されている場合
は、それらのインタフェースを使用するすべての Beanで、インタフェース名を同じ
にした方が便利かもしれません。

注意 - 関連オブジェクト名を個別に変更すると、オブジェクト間の結び付きが失われ
てしまう可能性があります。

ほかの Beanから取り込んだクラスの修正
エンタープライズ Beanのクラスとして、ほかの Beanのクラスを使用することができ
ます。たとえば、ほかの Beanのリモートインタフェースを使用するエンタープライ
ズ Beanを作成することができます。このようなほかの Beanから取り込んだクラスを
修正すると、実際には元のクラスが修正されます。最新の Beanは元の Beanのクラス
を指しているため、クラスファイルは 1つしかありません。IDE がこのような設計に
なっているのは、エンタープライズ Beanの要素を簡単に再利用できるようにするた
めです。

エンタープライズ Beanのコピーとペースト
Beanをコピーし、別のパッケージにペーストすると、ペースト先のパッケージには元
のパッケージのクラスとインタフェースを指したノードが作成されます。IDE では、
すべての要素が同じパッケージに含まれていなくても構いません。これは、Beanの要
素を柔軟に再利用できるようにするためです。したがって、Beanの複製を作成し、別
のパッケージで使用したい場合は、Beanのすべてのクラスとインタフェースのパス
を、新しいパッケージに合わせて変更する必要があります。

あるパッケージからエンタープライズ Beanの複製を作成し、別のパッケージにペー
ストするには、次の操作を実行します。
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1. エクスプローラの「ファイルシステム」区画から、コピー元の Bean の論理ノードを
右クリックし、「コピー」を選択します。

2. Bean のコピー先のパッケージを右クリックし、「ペースト」 > 「コピー」を選択し
ます。

3. コピー元の Bean の論理ノードの下位にある「クラス」ノードを展開し、クラスまた
はインタフェースのノードを右クリックして「コピー」を選択します。次に、コピー
先のパッケージを右クリックし、「ペースト」->「コピー」を選択して、クラスまた
はインタフェースをコピー先のパッケージにペーストします。

Beanのクラスとインタフェースごとに、この手順を繰り返します。

4. コピーした Bean の論理ノードを右クリックし、「プロパティ」を選択します。

5. プロパティシートで、各クラスをコピー先のパッケージに合わせて変更します。次の
フィールドを見つけてください。

� Beanクラス
� ホームインタフェース (ホームインタフェースがある場合)
� リモートインタフェース (リモートインタフェースがある場合)
� ローカルホームインタフェース (ローカルホームインタフェースがある場合)
� ローカルインタフェース (ローカルインタフェースがある場合)
� 主キークラス (主キークラスがある場合)

a. 各フィールドをクリックしてから省略記号 (...) ボタンをクリックします。

b. プロパティエディタでコピー先のパッケージに移動し、手順 3 でペーストしたクラ
スやインタフェースの複製を選択し、「了解」をクリックします。

プロパティの値が PackageName.classname に変更されます。

これで、それぞれのクラスやインタフェースのプロパティ値が、コピー先の
PackageName の後ろに元の classname (または元のインタフェース名) を付け加えたも
のになります。コピー先のパッケージには、Beanの完全な複製が含まれています。

Beanのクラスやインタフェースの交換
作成済みのエンタープライズ Beanを変更し、それまでの要素の代わりに、ほかの
Beanの要素 (ホームインタフェース、リモートインタフェースなど)を使用すること
ができます。そのためには、Beanのプロパティシートを次の手順で使用します。
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1. エクスプローラウィンドウから、クラスやインタフェースを変更する必要のある
Bean を選択して右クリックし、「プロパティ」を選択します。

2. 「プロパティ」タブで、適切なプロパティ (Bean クラス、ホームインタフェース、主
キークラス、またはリモートインタフェース) をクリックし、省略記号 (...) ボタンを
クリックします。

3. 使用したいクラスやインタフェースを選択し、「了解」をクリックします。

プロパティフィールドに、新しく選択したクラスやインタフェースの完全修飾パス名
が表示されます。これらの要素は複製ではなく、元のクラスやインタフェースを指し
ているだけです。

Beanのメソッドの編集
エクスプローラウィンドウの GUI機能を使用して追加したメソッドは、ソースエディ
タで編集することができます。Beanクラスのメソッドの本体を完成させるだけでよ
く、編集内容がほかのクラスやインタフェースに影響しない場合は、ソースエディタ
を使用してください。ただし、編集内容がほかのクラスに影響する場合は、Beanの関
連オブジェクトに同期をとって変更を反映させる必要があります。この例について

は、 217ページの「ソースエディタを利用した Beanの編集」を参照してください。

代わりに、次のように「カスタマイザ」ダイアログを使用することもできます。

1. エクスプローラウィンドウで、Bean の論理ノードを展開し、編集したいメソッドま
で移動します。

2. そのメソッドを選択して右クリックし、「カスタマイズ」を選択します。

「カスタマイザ」ダイアログが開き、新規メソッドダイアログと同じフィールドが表
示されます。

3. フィールドを必要に応じて編集し、「閉じる」をクリックします。

IDE によって変更内容が Bean全体に反映されます。
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メソッドの表示
エンタープライズ Beanに作成したメソッドを参照するには、Bean の論理ノードを展
開し、参照したいメソッドのあるサブノードまで移動します。メソッドのノードを右
クリックしたら「開く」を選択します。ソースエディタにメソッドのコードが開かれ
ます。

エンティティ Beanのフィールドの変更
エンティティ Beanでコンテナ管理による持続性と Bean管理による持続性のどちらが
使用されているかによって、フィールドの名前や型の変更方法が異なります。

フィールド名の変更

CMP Beanでは、エクスプローラウィンドウの GUI機能を使用します。次の操作を実
行します。

1. Bean の論理ノードを展開し、CMP フィールドを選択して右クリックし、「名前を変
更」を選択します。

2. チェックボックスを使用して変更範囲を指定します。

BMP Beanでは、ソースエディタを使用して持続フィールドや非持続フィールドの名
前を変更します。

フィールドの型の変更

CMP Beanでは、エクスプローラの GUI機能を使用します。フィールドの型を変更す
るには、次の操作を実行します。

1. Bean の論理ノードを展開し、CMP フィールドを選択して右クリックし、「カスタマ
イズ」を選択します。

2. 「カスタマイザ」ダイアログから別の型を選択します。

BMP Beanでは、ソースエディタを使用して持続フィールドや非持続フィールドの型
を変更します。



付録 A エンタープライズ Beanの操作 227

エンタープライズ Beanの削除
どの種類のエンタープライズ Beanについても、Bean を削除する方法は次の 1つだけ
です。

1. Bean の論理ノードを選択して右クリックし、「削除」を選択します。

「EJB削除の確認」ダイアログが表示されます。

2. チェックボックスを使用して、Bean のすべての関連オブジェクトを同時に削除する
かどうかを指定します。

ほかの Beanで使用されているオブジェクトがある場合は、それらのオブジェクトを
削除してもよいかどうかを慎重に検討してください。たとえば、同じ主キークラスを
複数のエンティティ Beanで使用している場合は、そのクラスのチェックボックスの
選択を解除し、Beanの残りのクラスだけを削除してください。

注意 - メニューバーから「編集」 > 「削除」を選択する方法で、Beanを削除しない
でください。選択したクラスが単純に削除され、Beanを構成しているクラス
間の整合性が失われてしまう可能性があります。
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付録B

EJB 1.1エンタープライズ Beanの移行と
アップグレード

Forte for Java 4 IDEの旧バージョンを使用してエンタープライズ Beanを作成した場
合、つまり、エンタープライズ Beanが Enterprise JavaBeans Specification version 1.1
(EJB 1.1) に基づいて作成された場合、その Beanを現在のバージョンの IDE と
Enterprise JavaBeans Specification version 2.0 (EJB 2.0)に移行させることができま
す。EJB 1.1エンタープライズ Beanの種類と機能によっては、IDE を使用して Bean
を自動的に変換することもできます。ここでは、手作業による変更を加える方法につ
いて説明します。

現在のバージョンでの変更点
現在と旧バージョンの IDE では、CMP (コンテナ管理による持続性)エンティティ

Bean、そのプロパティ、およびエンタープライズ Beanの検査一般に関して違いがあ
ります。次に主な項目を挙げます。

� 大部分の Bean 変換の自動化 -現在のバージョンの IDE に EJB 1.1エンタープライ
ズ Beanをインポートすると、ほとんどの場合、IDEがそれらの Beanを EJB 2.0エ
ンタープライズ Beanに変換します。ただし、 EJB 1.1環境で作成された CMPエン
ティティ Beanは変換されません。

これらの Beanはバージョンタグによって識別できます。これは、現バージョンの
IDEに新しく導入された機能です。CMPエンティティ Beanのプロパティシートに
ある「CMPバージョン」フィールドを参照すると、現バージョンの IDE で作成さ
れた Beanには 2.xと表示されますが、旧バージョンの CMPエンティティ Bean
では 1.xと表示されます (以降、この Beanを CMP 1.x エンティティ Bean と呼び
ます)。
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� EJB検査機能の拡充 -現バージョンの IDEでは検査機能が充実されました。新しい
検査機能では、以前の検査では見逃されていた Java コードの不良が見つかるよう
になりました。次の項目で挙げている transient修飾子などがその例です。

「EJBの検査」(IDEのエクスプローラに表示されたエンタープライズ Beanの「コ
ンテキスト」メニューから選択) または「すべてを構築」(パッケージの「コンテキ
スト」メニューから選択) を使用して、その Beanを含んでいるアプリケーション
が現バージョンの IDEに配備できるかどうかを調べることができます。検査によっ
てコード中にエラーが見つかった場合は、次の節を参照してください。

Bean の検査結果に問題がなかった場合は、モジュールからアプリケーションへと
アセンブルし、配備を試みます。配備に失敗した場合は、Bean のプロパティシー
トからの変更が問題を起こしていないかどうか調べます。

� セッション Bean での transientの廃止 - 旧バージョンの IDEでは transient

修飾子の指定は許容されていましたが、現バージョンの検査機能でこの修飾子が見
つかるとエラーメッセージが出力されます。修飾子の検索と変更については、233
ページの「transient 修飾子の禁止」を参照してください。

� 旧 CMP エンティティ Bean が使用できる範囲 - Beanの transient修飾子を変更
していれば、現バージョンの IDEを使った開発段階で CMP 1.xエンティティ Bean
を使用し続けるのに問題はありません。ただし、CMP 1.x エンティティ Bean を現
バージョンの IDE で配備する際には、次の手作業による変更が必要となります。

� Bean の RI 関連プロパティの EJB モジュールでの指定 -現バージョンでの大き
な変更は、J2EE RI アプリケーションサーバーに配備される CMPエンティティ
Beanに対するデータソース参照の宣言方法です。これらの CMPエンティティ
Beanに対する RI 関連のプロパティは、現バージョンでは EJBモジュールで指
定します。詳細については、234ページの「EJBモジュールへの Beanの RIプロ
パティの移動」を参照してください。

� 生成された SQL の RI 配備時の変更 - CMP 1.xエンティティ Bean を RI に配備
する場合は、RIプラグインが自動生成した SQL 文の 1行を変更する必要があり
ます。具体的には、検索メソッドの SELECTの宣言にある WHERE文の編集が必
要です。詳細は188ページの「EJB 1.1 CMPエンティティ Bean を含んだ EJBモ
ジュール」を参照してください。

これらの変更を加えても、CMPエンティティ Bean の CMPバージョンの値は 1.x

のままで、CMP 2.x には変換されていません。しかし、EJB 2.0 に準拠しているア
プリケーションサーバーにこれらの Bean を配備する場合、Beanとそのインタ
フェースは正しく動作し、現在の IDE でも問題なく配備できるはずです。
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� 新機能追加前の旧 CMP エンティティ Bean の変換 - CMP 1.x エンティティ Bean
には、ローカルインタフェースなどの EJB 2.0の機能を追加することはできませ
ん。旧 Bean に新しい機能を追加したい場合は、該当する Beanを手作業で CMP
2.xに変換する必要があります。この操作手順については、231ページの「CMP 1.x
エンティティ Bean の変換」で説明しています。

変更操作
以降の節では、以前のバージョンの IDE を使用して作成されたエンタープライズ
Beanを更新する方法について説明します。

CMP 1.x エンティティ Bean の変換

CMP 1.xエンティティ Beanと同じ機能を持つ CMP 2.x beanを最初から作り直すこと
は無理だが、ローカルインタフェース、ローカル参照、選択メソッドやホームメソッ
ドといった新しい EJB 2.0 機能を利用したいといった場合は、手作業による CMP 1.x
エンティティ Beanのアップグレードが必要です。CMP 1.x エンティティ Bean を
CMP 2.x Beanに変換するには、次の操作を実行します。

1. 「エクスプローラ」ウィンドウで新規 Java パッケージを作成します。

2. CMP 1.x エンティティ Bean の旧パッケージから Java ファイルをコピーします。そ
れらのファイルを新しいパッケージに (リンクではなく複製として) ペーストします。

3. EJBビルダーウィザードを使用して、新規 CMPエンティティ Beanを作成します (第
4 章を参照)。

ウィザードの最後の区画で、コピーしたクラスを Beanのリモートインタフェースと
ホームインタフェースとして指定します。更に、Beanクラスと主キークラスも指定し
ます。

この時点では、CMP (持続) フィールドが見つからないという IDE の警告は無視して
ください。

4. 必要なフィールドを追加して、EJB 検査によるエラーがあれば修正してください。

他の種類の EJB 1.1 エンタープライズ Beanを現バージョンの IDE にインポートした
場合は、EJB 2.0 に準拠するように自動的にアップデートされます。
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EJB 1.1 Bean での使用を避けるべき新規機能

以前のバージョンの IDEで作成したエンタープライズ Bean に対して新規機能の追加
を試みると、予期しない結果になることがあります。次に CMP 1.x エンティティ
Beanの例を 2つ挙げます。

CMP 1.x エンティティ Bean へのローカルインタフェースの追加
禁止

EJB 1.1 Beanでは「コンテキスト」メニュー (「エクスプローラ」ウィンドウで Bean
の論理ノードを右クリックすると表示されるメニュー)が異なります。また、メ
ニューのオプションの数も限られています。ただ、「コンテキスト」メニューから
「カスタマイズ」を選択すると、ローカルホームインタフェースとローカルインタ
フェースファイルが指定できるかのように見えるウィンドウが表示されます。

これらのフィールドは直接編集できません。また、EJB 1.1 CMPエンティティ Bean
のプロパティシートにローカルインタフェースへのパスが表示されることもありませ
ん。

注意 - ローカルインタフェースをこの方法で追加しないでください。この方法で追加
したインタフェースは削除できません。また、CMPエンティティ Beanも無
効となり、修正できなくなります。

CMP 1.x エンティティ Bean へのローカル EJB 参照の追加禁止
ローカル EJB参照についても同じ注意が必要です。CMP 1.x エンティティ Beanには
ローカル EJB参照を追加しないでください。「カスタマイザ」ウィンドウが表示され
て追加できるように見えますが、実行しないで下さい。ローカル EJB参照を追加して
しまった場合は、再び「カスタマイザ」ウィンドウから追加した参照を削除してくだ
さい。

EJB 2.0 標準は大規模な規定であり、新しいコーディング規則は現バージョンの IDE

で強く推奨または施行されています。できれば、旧 エンタープライズ Beanを現在の
IDE の EJBビルダーウィザードを使用して再作成することをお勧めします。変換する
場合は、コードを詳しく調べて、現在の EJB標準に準拠するように必要な箇所を更新
してください。
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注 - 必要であれば、CMP 1.xエンティティ Bean 以外の EJB 1.1 エンタープライズ
Beanにはローカルインタフェースとローカル EJB参照を追加することができま
す。これは IDE がこれらの Beanを自動的に現在の EJB標準に準拠するように
変換するためです。これらの Enterpirse Bean の変更には「カスタマイズ」ダイ
アログとプロパティシートのどちらも使用できます。

PointBase ユーザー名とパスワードの変更

PointBaseデータベースに対するデフォルトのユーザー名とパスワードは、PUBLICか
ら pbpublic に変更されました。すべてのプロパティシートでこの変更を反映させて
ください。パスワードを入力した後には必ず Enterキーかリターンキーを押してくだ
さい。

transient 修飾子の禁止

旧バージョンの IDE では、セッション Beanでの次のような宣言文は許容されていま
した。

public class HelloBean implements javax.ejb.SessionBean {
private transient SessionContext context;

旧バージョンの検査機能では transient修飾子は検出されませんでした。現バー
ジョンでは、この修飾子は検出され、使用が許可されません。

これは、EJB 1.1 セッション Beanに対して実行される EJB検査コマンドが単純で、こ
の修飾子を検出できなかったためです。Beanが完全に検査されるように、次の操作を
実行します。

1. 「エクスプローラ」ウィンドウで Bean を選択します。
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2. メインメニューから「構築」->「構築」を選択します。

IDE によってすべての Beanの Javaクラスが構築され、検査が実行されます。構築の
結果が、エラーメッセージと共にコンパイラによって出力されます。

セッション Beanに transient修飾子がある場合は、Beanの構築時またはその Bean
に対してクライアントが実行されたときにエラーが出力されます。問題を修正するに
は、EJB Bean クラスから transientという記述を削除してから再び Beanを検査す
るか構築し直してください。検査または構築が正常に終了したら、Beanを配備して再
びクライアントを実行してください。

Enterprise JavaBeans Specification Version 2.0では次のように規定されています。

Bean提供者は、ejbPassivateおよび ejbActivate通知の間では
transientフィールドの内容が失われると考える必要がある。したがって、
Bean提供者は次のオブジェクトに対する参照を transientフィールドに
保存してはならない。SessionContextオブジェクト、環境 JNDIネーミ
ングコンテキストまたはそのサブコンテキスト、ホームインタフェースと
リモートインタフェース、または、UserTransactionインタフェース。

EJB モジュールへの Bean の RI プロパティの移動

RI に配備される CMPエンティティ beanでは、RI 関連のプロパティを Beanレベル

から EJBモジュールレベルに移動させる必要があります。

エンタープライズ Beanのプロパティシートは、やや変更されています。ある エン
タープライズ Beanが他の Bean を呼び出したとき、参照は呼び出し元の Beanに設定
されています。このようなアプリケーションを正しく実行できるようにするには、2
つの変更が必要です。この変更が加えられないと、「保存できません」という配備エ
ラーが発生します。このエラーは、CMPエンティティ Beanの誤ったプロパティシー
トにデータベース関連の情報が記述されていることに起因している可能性がありま
す。この問題を修正するには、次の操作を実行します。

1. 「エクスプローラ」ウィンドウで Bean の EJB モジュールノードを右クリックし、
「プロパティ」を選択します。

2. 「プロパティ」ウィンドウの J2EE RI タブを表示します。

旧バージョンの IDE での Beanの J2EE RI プロパティシートにあった 3つのプロパ
ティが表示されます。これらは、CMPエンティティ Beanが使用するデータベース接
続を表しています。
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3. データベースに対する各プロパティを指定します。

PointBase データベースを使用している場合は、次の値を入力します。

� 「データソースの JNDI名」フィールドには jdbc/Pointbaseと指定します。こ
れはアプリケーションサーバー中での JNDI 名です。Pointbaseは最初の 1文字
だけを大文字で指定します。

� 「データソースのパスワード」フィールドには pbpublicと指定します。これは
新しいデフォルトのパスワードです。パスワードの入力後には Enter キーかリター
ンキーを必ず押してください。

� 「データソースのユーザー名」フィールドには pbpublicと指定します。これは
新しいデフォルトのユーザー名です。

テスト前の CMP エンティティ Bean プロパティの変更

旧バージョンの IDE では、データベース接続に関して正しい情報が CMPエンティ
ティ Beanに指定されていれば、その Beanから生成されたテストアプリケーションは
追加の変更なく RI に配備できました。

現バージョンでも、セッション Beanまたは BMP (Bean 管理による持続性) エンティ
ティ Beanの EJB テストアプリケーションには変更は必要ありません。

ただし、CMPエンティティ Beanが RIに配備されることになっていて、PointBaseに
対するテストが必要とされる場合には、その Beanの変更が必要です。前述のよう
に、データソース JNDI名、ユーザー名、およびパスワードのプロパティは、エン
タープライズ Beanレベルから EJB モジュールレベルに移動されました。また、
PointBase データベースのデフォルトのユーザー名とパスワードも変更されていて、
EJB参照の J2EE RIタブにある JNDI名にはプロパティが 1つだけになりました。これ
らに対して、CMP Bean プロパティシートは自動的には更新されません。

以上のプロパティを変更するには、次の操作を実行します。

1. 「エクスプローラ」ウィンドウで、テスト機能によって生成された EJB モジュールの
ノードを右クリックして「プロパティ」を選択します。

2. プロパティシートで「J2EE RI」タブをクリックします。
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3. J2EE RI タブで 234 ページの「EJB モジュールへの Bean の RI プロパティの移動」
で説明したように 3 つのデータソースを更新します。

これらのプロパティを設定する前にアプリケーションを配備しようとすると、エラー
メッセージが表示され、出力ウィンドウの「RI アプリケーションの配備」タブにエ
ラーの詳細が表示されます。
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